
【
主
な
登
場
人
物
】 

 
千
尋
（
１
８
） 

 
 
 

全
て
を
点
数
で
判
断
す
る
優
等
生
。
今
は
地
元
を
離
れ
て
一
人
受
験
戦
争
の

最
前
線
に
い
る 

美
咲
（
１
８
） 

 
 

 

千
尋
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
一
番
の
仲
良
し
。 

満
里
奈
（
１
８
） 

 
 

千
尋
が
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
を
外
れ
た
後
、
ボ
ー
カ
ル
。
歌
が
う
ま
い
。 

ト
ミ
コ
（
１
８
） 

 
 

噂
話
と
オ
カ
シ
が
大
好
き
な
天
然
女
子
。
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー 

 

夏
子
（
２
４
） 

 
 

 

千
尋
の
姉
。
明
る
く
て
う
る
さ
く
て
、
実
は
千
尋
思
い
。 

（
４
２
） 

 
 
 
 

 

娘
達
に
叱
れ
な
い
不
器
用
な
父 

 

ユ
ー
ヤ 

 
 

お
坊
ち
ゃ
ん
。
千
尋
と
付
き
合
っ
て
い
た
が
、
の
ち
美
咲
を
付
き
合
う
よ
う
に
な
る 

 

金
ち
ゃ
ん 

 

地
元
の
チ
ン
ピ
ラ
、
口
が
悪
い
が
涙
も
ろ
い
。
密
か
に
千
尋
に
思
い
を
寄
せ
る 

キ
ム
く
ん 

 

そ
の
地
域
に
滞
在
し
て
る
交
換
留
学
生
。
金
ち
ゃ
ん
の
バ
イ
ト
仲
間
で
人
一
倍
優
し
い
。 

  

鮫
島
女
医 

 

千
尋
の
担
当
医
。
メ
ガ
ネ
美
人
。
患
者
に
も
自
分
に
も
厳
し
い
鉄
の
女 

      

シ
ー
ン
１ 

千
尋
の
家
（
イ
メ
ー
ジ
シ
ー
ン
） 

 
 
 
 

 
 
 

チ
ッ
、
チ
ッ
、
チ
ッ
、
と
い
う
柱
時
計
の
音
が
ゆ
っ
く
り
と
聞
こ
え
出
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

天
井
か
ら
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
無
数
の
イ
ス
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

宙
に
浮
い
て
い
る
の
そ
の
不
安
定
な
イ
ス
は
、
舞
台
中
央
に
ス
ポ
ッ
ト
で
浮
か
び
上

が
る
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
女
子
高
生
、
千
尋
（
１
８
）
の
不
安
定
な
心
境
も
表
現
し
て

い
る
よ
う
だ
。 

千
尋
の
独
白
「
小
さ
い
頃
、
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
た
事
が
あ
る
。」 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ッ
と
別
の
場
所
に
ス
ポ
ッ
ト
。
千
尋
の
母
が
浮
か
び
上
が
る 

千
尋
の
母
「
千
尋
、
人
を
点
数
で
判
断
し
た
ら
あ
か
ん
よ
」 

千
尋
の
独
白
「
だ
け
ど
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
私
は
全
て
の
人
に
点
数
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ッ
と
ま
た
別
の
場
所
に
ス
ポ
ッ
ト
。 

千
尋
の
独
白
「
あ
く
び
を
し
な
が
ら
巡
回
し
て
る
お
巡
り
さ
ん-

-
-
-
-
-
--

-
--

-
---

-
-
-

４
５
点
」 



 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ッ
と
別
の
場
所
に
ス
ポ
ッ
ト
。 

千
尋
の
独
白
「
路
地
裏
で
仕
事
を
サ
ボ
っ
て
る
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手-

-
-
-
--

-
---

-
-
--

-
--

３
５
点
」 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ッ
と
別
の
場
所
に
ス
ポ
ッ
ト
。 

千
尋
の
独
白
「
お
年
寄
り
に
席
を
譲
ら
な
い
高
校
生-

-
-
-
--

-
--

-
---

-
-
--

-

７
点
。」 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ッ
と
別
の
場
所
に
ス
ポ
ッ
ト
。 

千
尋
の
独
白
「
悪
口
し
か
言
わ
な
い
タ
バ
コ
屋
の
お
ば
さ
ん-

-
-
-
--

-
-
-

１
３
点
。」 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ッ
と
別
の
場
所
に
ス
ポ
ッ
ト
。 

千
尋
の
独
白
「
人
の
恋
話
で
し
か
盛
り
上
が
れ
な
い
女
子-

-
-
-
-
---

-
-
--

-

１
５
点
。」 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ッ
と
別
の
場
所
に
ス
ポ
ッ
ト
。 

千
尋
の
独
白
「
酔
っ
た
時
に
し
か
怒
れ
な
い
父
親-

-
-
-
-
-
--

-
--

-
---

-
-
-

１
０
点
。」 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ッ
と
別
の
場
所
に
ス
ポ
ッ
ト
。 

千
尋
の
独
白
「
う
わ
べ
だ
け
の
関
係
の
家
族-

-
-
-
-
---

-
-
--

-
--

-
--

０
点
」 

千
尋
の
独
白
「
こ
ん
な
風
に
し
て
曖
昧
な
世
の
中
に
点
数
を
付
け
る
。
そ
れ
だ
け
で
漠
然
と
し
た
不
安

が
消
え
る
。
き
っ
と
こ
の
世
界
の
中
で
、
自
分
の
立
ち
位
置
が
確
認
で
き
る
か
ら
だ
。
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

※
千
尋
が
そ
う
語
る
間
も
、
後
ろ
で
は
点
数
を
つ
け
ら
れ
る
人
の
ス
ポ
ッ
ト 

 
 
 
 

 
 
 
 

や
が
て
、
舞
台
中
央
奥
の
母
の
ス
ポ
ッ
ト
に
戻
る
。
そ
こ
に
は
父
と
姉
の
姿
も
。 

千
尋
の
独
白
「
気
の
優
し
か
っ
た
母
は
、
人
を
採
点
制
で
判
断
し
な
い
人
だ
っ
た
。
だ
け
ど
、
そ
の
せ

い
で
人
生
を
誤
っ
た
と
途
中
で
気
づ
い
た
ん
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
私
は
、
母
の
よ
う
な

過
ち
は
し
な
い
。
家
族
の
前
か
ら
い
つ
の
ま
に
か
姿
を
消
し
た
母
の
よ
う
な
過
ち
は
。
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

母
が
家
族
の
ス
ポ
ッ
ト
の
中
か
ら
消
え
る
。 

千
尋
の
独
白
「
も
し
母
が
点
数
で
人
を
判
断
し
て
い
た
ら
、
私
た
ち
の
家
族
は
何
点
に
写
っ
た
ん
だ
ろ

う
。」 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ッ
と
消
え
る
家
族
の
ス
ポ
ッ
ト
。
千
尋
だ
け
に
な
る 

千
尋
の
独
白
「
今
の
私
は
、
何
点
も
ら
え
る
だ
ろ
う
？
」 

 

別
の
音
楽
！
照
明
は
転
換
照
明
へ
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

と
同
時
に
千
尋
の
背
景
に
巨
大
な
黒
板
が
浮
か
び
上
が
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

そ
こ
に
チ
ョ
ー
ク
で
何
か
書
く
千
尋
。
な
ぞ
ら
れ
て
浮
か
び
上
が
る
文
字
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

「
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ラ
イ
フ
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

そ
の
文
字
が
や
が
て
数
字
に
変
わ
り
、
方
々
へ
散
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

数
字
た
ち
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
少
女
た
ち
。 

 
 
 
 

 
 
 

（
宙
に
浮
い
た
イ
ス
が
降
り
て
来
る
） 

登
場
し
た
同
じ
制
服
の
女
子
は
み
な
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
メ
ガ
ネ
を
外
し
、
同
じ
タ

イ
ミ
ン
グ
で
イ
ス
を
配
置
し
、
そ
こ
に
座
り
、
鉛
筆
を
持
つ
。
全
て
が
機
械
の
よ
う

な
正
確
な
動
き
。 

ど
う
や
ら
そ
こ
は
教
室
の
よ
う
だ
。 

（
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
真
上
か
ら
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
で
映
し
出
さ
れ
る
。
そ
の
中
に

千
尋
の
姿
も
あ
る
） 



 
シ
ー
ン
２ 

教
室 

と
、
美
咲
の
ス
ポ
ッ
ト
（
田
舎
） 

 

 
 
 

 
 

別
の
場
所
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
中
に
、
頭
の
悪
そ
う
な
女
の
子
、
美
咲 

 

美
咲
「
（
以
下
、
手
紙
の
文
章
で
あ
る
）
拝
啓
、
親
愛
な
る
友
達
へ
。
っ
て
、
手
紙
書
く
時
に
は
こ
う

や
っ
て
書
く
ん
や
っ
て
ね
え
。
昨
日
知
っ
た
わ
。
や
っ
ぱ
な
ん
か
手
紙
っ
て
難
し
な
い
？
そ
も

そ
も
漢
字
わ
か
ん
へ
ん
で
さ
あ
。
け
ど
チ
ー
ち
ゃ
ん
、
携
帯
繋
が
ら
へ
ん
し
さ
。
何
度
か
電
話

し
た
ん
や
よ
。
も
し
番
号
変
わ
っ
た
ん
や
っ
た
ら
こ
の
手
紙
見
た
後
、
番
号
教
え
て
、
ね
。
あ
、

そ
う
や
昨
日
さ
あ
、
ニ
ュ
ー
ス
見
と
っ
た
ん
や
て
。
ほ
し
た
ら
あ
れ
な
ん
や
っ
て
ね
、
も
う
す

ぐ
受
験
シ
ー
ズ
ン
な
ん
や
っ
て
ね
え
。
そ
れ
で
チ
ー
の
事
思
い
出
し
て
さ
ー
。
ど
う
、
勉
強
、

頑
張
っ
と
る
？
東
京
っ
て
星
が
見
え
へ
ん
の
や
ろ
、
や
で
チ
ー
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
星
に
お
願
い

し
と
く
で
。
ど
う
か
チ
ー
が
志
望
校
合
格
し
ま
す
よ
う
に
っ
て
。
も
し
冬
休
み
と
か
帰
っ
て
く

る
ん
や
っ
た
ら
連
絡
し
た
っ
て
。
昔
み
た
い
に
カ
ラ
オ
ケ
行
こ
う
よ
、
オ
ー
ル
で
。
県
庁
の
近

く
の
カ
ラ
オ
ケ
潰
れ
た
ん
や
け
ど
さ
、
西
駅
の
近
く
に
で
っ
か
い
カ
ラ
オ
ケ
出
来
た
で
、
そ
こ

行
こ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

美
咲
の
照
明
、
消
え
る
。
ク
ロ
ス
チ
ェ
ン
ジ
で 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

問
題
を
解
い
て
る
生
徒
達
の
中
の
一
人
、
千
尋
の
ス
ポ
ッ
ト
へ
。 

 

千
尋
の
独
白
「
拝
啓
、
地
元
の
元
友
達
へ
。
い
つ
も
偏
差
値
の
低
い
手
紙
あ
り
が
と
う
。
誤
解
の
な
い

よ
う
に
前
置
き
し
と
く
け
ど
、
こ
れ
は
脳
内
返
信
で
す
。
従
っ
て
、
こ
の
返
信
は
美
咲

は
お
ろ
か
地
元
の
誰
に
届
く
も
の
で
は
な
く
、
自
己
完
結
な
独
り
言
だ
と
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
何
か
に
つ
け
て
地
元
か
ら
届
く
手
紙
に
対
し
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
返
信
を
し
た

こ
と
が
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
理
由
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
、
返
信
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
見

当
た
ら
な
い
か
ら
で
す
。
一
分
一
秒
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
過
去
の
友
達

と
接
触
す
る
事
に
意
味
を
感
じ
な
い
か
ら
で
す
。
地
元
を
離
れ
、
誰
の
力
も
借
り
ず
、

寮
生
活
を
し
始
め
た
頃
か
ら
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
か
、
も
う
手
紙
を
送

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
資
源
の
無
駄
遣
い
で
す
。」 

  
 
 
 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

 

キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
！ 

先
生
「
終
了
ー
。
後
ろ
か
ら
答
案
用
紙
集
め
て
ー
」 

 
 
 
 

 
 
 

ス
ポ
ッ
ト
は
消
え
、
照
明
切
り
替
わ
る
。 

 

シ
ー
ン
３ 

学
校
・
放
課
後
の
教
室 

エ
リ
ー
ト
生
徒
１
（
文
子
）
「
ど
う
、
千
尋
、
今
回
の
期
末
？
」 



千
尋
「
え
〜
難
し
か
っ
た
〜
」 

生
徒
２
（
数
子
）
「
と
か
言
っ
て
、
千
尋
絶
対
い
い
点
取
る
か
ら
な
あ
」 

千
尋
「
い
や
、
ホ
ン
ト
今
回
は
難
し
か
っ
た
よ
お
。」 

文
子
「
ね
、
最
後
の
答
え
っ
て
、
答
え
、
「
３
ａ
」
？
」 

生
徒
３
（
倫
子
）
「
あ
、
私
も
「
３
ａ
」」 

数
子
「
私
も
！
」 

文
子
「
ホ
ン
ト
！
？
良
か
っ
た
あ
」 

  
 
 
 

 
 

生
徒
１
、
２
、
３
は
安
堵
の
表
情
で
去
っ
て
い
く
。 

 
 
 
 

 
 

千
尋
、
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
。
み
な
、
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン 

 

千
尋
の
独
白
「
テ
ス
ト
が
終
わ
る
と
、
み
な
不
安
の
共
有
者
を
探
す
。
自
分
が
少
し
で
も
優
位
に
立
ち

た
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
私
も
哀
れ
な
脱
落
者
た
ち
に
話
を
合
わ
せ
て
み
る
。
せ
め
て
表

面
的
に
は
友
達
を
演
じ
て
あ
げ
な
い
と
さ
。
ち
な
み
に
さ
っ
き
の
答
え
は
、
「
５
ｘ
マ

イ
ナ
ス
２
」
。
私
は
く
だ
ら
な
い
ミ
ス
を
す
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
仲
間
だ
と
思
っ
た
事

は
な
い
。
入
学
当
初
か
ら
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

回
想
を
表
す
音
楽
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

と
同
時
に
回
想
と
わ
か
る
照
明
の
切
り
替
え
。 

 

シ
ー
ン
４ 

回
想 

同
・
教
室 

鬼
瓦
先
生
「
（
登
場
し
な
が
ら
）
ま
ず
は
入
学
お
め
で
と
う
。
今
日
か
ら
三
年
間
、
君
た
ち
は
こ
の
高

校
で
学
ぶ
事
に
な
る
わ
け
だ
。
こ
の
高
校
に
入
学
で
き
た
か
ら
に
は
君
た
ち
を
一
流
の
点
取

り
屋
に
し
て
や
る
。
い
か
に
試
験
で
高
得
点
を
た
た
き
出
す
か
、
そ
れ
が
テ
ー
マ
だ
。
常
に

点
数
に
拘
れ
。
ト
ッ
プ
校
以
外
は
考
え
る
な
。
そ
れ
以
下
は
人
間
以
下
だ
と
思
え
。」 

千
尋
の
独
白
「
こ
の
都
会
の
進
学
校
に
合
格
し
、
私
は
単
身
で
こ
の
全
寮
制
の
高
校
に
入
っ
た
」 

鬼
瓦
先
生
「
一
点
で
も
多
く
も
ぎ
取
る
執
念
、
そ
れ
が
勝
ち
残
る
鍵
と
な
る
。
今
春
卒
業
見
込
み
の
高

校
生
は
、
全
国
で
１
１
７
万
７
５
１
３
人
。
そ
の
う
ち
大
学
受
験
す
る
の
は
、
そ
の
５
６

万
５
千
人
。
す
な
わ
ち
全
体
の
何
％
だ
？
は
い
、
君
（
生
徒
を
指
名
し
て
）」 

生
徒
１
「
え
・
・
え
っ
と
」 

鬼
瓦
先
生
「
授
業
中
は
一
瞬
の
隙
も
作
る
な
、
は
い
、
君
」 

生
徒
２
「
４
７
、
９
％
で
す
」 

鬼
瓦
先
生
「
正
解
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
４
７
、
９
％
の
５
６
万
５
千
人
の
受
験
生
。
そ
の
中
で
１
番
の

点
数
を
取
っ
た
も
の
か
ら
、
ズ
ラ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
っ
と
、
５
６
万
５
千
云
々
番
目
ま
で

順
位
が
出
る
わ
け
だ
。
た
っ
た
１
点
、
さ
れ
ど
５
６
万
５
千
人
の
中
で
は
、
そ
の
１
点
の

違
い
が
大
き
く
順
位
を
狂
わ
せ
る
。
そ
の
事
を
忘
れ
る
な
。
」 



千
尋
の
独
白
「
腐
っ
た
田
舎
か
ら
の
脱
出
。
そ
し
て
一
点
で
も
多
く
い
人
生
を
送
る
事
。
そ
れ
が
私
の

テ
ー
マ
だ
っ
た
。」 

鬼
瓦
先
生
「
私
の
話
は
こ
れ
ぐ
ら
い
に
し
て
、
新
入
生
の
君
た
ち
に
も
少
し
質
問
し
よ
う
。
は
い
、
そ

こ
の
君
！
（「
立
て
」
、
と
い
う
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
）
」 

生
徒
３
「
は
い
（
立
ち
上
が
る
）
」 

鬼
瓦
先
生
「
三
年
後
の
君
の
志
望
校
は
ど
こ
だ
？
」 

生
徒
３
「
東
都
大
で
す
」 

鬼
瓦
先
生
「
去
年
の
東
都
大
の
募
集
人
員
枠
は
ど
れ
だ
け
か
知
っ
て
る
な
？
」 

生
徒
３
「
２
４
９
７
名
で
す
」 

鬼
瓦
先
生
「
東
都
を
受
け
た
受
験
者
の
数
は
？
」 

生
徒
３
「
１
万
３
９
４
４
人
で
す
」 

鬼
瓦
先
生
「
つ
ま
り
倍
率
は
何
倍
？
」 

生
徒
４
「
５
、
５
８
倍
で
す
」 

鬼
瓦
先
生
「
そ
の
５
、
５
８
倍
の
倍
率
を
勝
ち
抜
い
た
２
４
９
７
名
の
う
ち
、
わ
が
高
校
か
ら
合
格
し

た
生
徒
数
は
１
５
８
名
。
す
な
わ
ち
何
％
？
（
別
の
生
徒
を
指
す
）
」 

生
徒
２
「
６
％
で
す
」 

鬼
瓦
先
生
「
６
％
。
全
国
的
に
見
る
と
、
こ
の
６
％
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
数
字
だ
が
、
去
年
の
我
が
校

の
卒
業
者
４
７
１
人
、
全
員
東
都
を
受
験
し
て
る
。
そ
れ
で
受
か
っ
た
の
が
、
１
５
８
人
、

実
に
何
倍
だ
？
」 

千
尋
「
２
、
９
８
倍
で
す
。
」 

鬼
瓦
先
生
「
そ
う
、
合
格
を
手
に
で
き
る
の
は
、
こ
の
ト
ッ
プ
校
の
中
で
も
約
３
分
の
１
。
つ
ま
り
こ

こ
に
い
る
君
た
ち
の
３
分
の
２
を
蹴
落
と
さ
な
い
と
、
自
分
の
合
格
は
あ
り
え
な
い
っ
て

事
だ
。
わ
か
る
ね
？
」 

生
徒
全
員
「
は
い
」 

鬼
瓦
先
生
「（
千
尋
に
）
ち
な
み
に
君
は
、
そ
ん
な
環
境
で
栄
光
を
掴
む
だ
け
の
執
念
は
あ
る
か
？
」 

千
尋
「
あ
り
ま
す
」 

鬼
瓦
先
生
「
つ
ま
り
そ
れ
は
君
の
両
隣
の
二
人
を
蹴
落
と
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
事
だ
よ
」 

千
尋
「
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
覚
悟
で
す
。」 

鬼
瓦
先
生
「
三
年
後
、
そ
の
言
葉
が
ま
た
言
え
る
事
を
期
待
し
て
る
よ
。
」 

 
 
 
 

 
 
 

鬼
瓦
先
生
が
去
り
、
千
尋
の
ス
ポ
ッ
ト
。 

千
尋
の
独
白
「
自
分
が
の
し
上
が
る
に
は
、
誰
か
を
蹴
落
と
す
し
か
な
い
。
そ
れ
が
私
の
い
る
環
境
。

優
れ
た
人
間
が
い
い
点
数
を
取
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
い
い
点
数
を
取
る
人
間
が
優
れ
た

人
間
な
の
だ
。
曖
昧
な
世
の
中
よ
り
、
こ
の
場
所
は
シ
ン
プ
ル
だ
っ
た
。
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
（
Ｓ
Ｅ
） 

 
 
 
 

 
 
 
 

回
想
の
照
明
、
終
わ
り
。
元
の
席
順
に
。 



 
シ
ー
ン
５ 

教
室
・
六
限
目
。 

 

鬼
瓦
先
生
「
は
い
、
じ
ゃ
六
時
間
目
の
授
業
終
わ
り
ま
す
。
あ
、
こ
な
い
だ
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
か
え

す
ぞ
。
え
ー
、
青
木
」 

  
 
 
 

 
 

五
十
音
順
に
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
生
徒
達
、
ひ
と
り
づ
つ
先
生
の
所
へ 

 
 
 
 

 
 

順
番
に
渡
さ
れ
た
答
案
用
紙
を
見
て
、
一
喜
一
憂
す
る
生
徒
。 

 

千
尋
「
こ
の
テ
ス
ト
の
点
数
は
、
試
験
前
の
最
後
の
審
判
。
閻
魔
が
下
す
判
決
の
よ
う
に
生
徒
達
の
明

暗
が
大
き
く
分
か
れ
る
」 

鬼
瓦
先
生
「
坂
上
千
尋
」 

千
尋
「
は
い
」 

  
 
 
 

 
 
 

先
生
の
元
へ
向
か
い
、
答
案
用
紙
を
受
け
取
る
。 

 

千
尋
「
見
る
前
か
ら
点
数
は
わ
か
る
。
答
え
合
わ
せ
済
み
の
答
案
用
紙
を
た
だ
受
け
取
る
だ
け
（
と
言

い
な
が
ら
点
数
を
見
る
と
）
・
・
・
・
え
？
・
・
・
」 

  
 
 
 

 
 
 

結
果
を
見
て
、
硬
直
す
る
千
尋
。
世
界
が
止
ま
る
。 

 

千
尋
「
・
・
何
で
こ
ん
な
点
数
な
の
・
・
」 

  
 
 
 

 
 
 

慌
て
て
、
答
案
用
紙
と
問
題
用
紙
を
比
べ
る
。 

 

千
尋
「
・
・
ひ
と
つ
ず
つ
、
ず
れ
て
る
！
・
・
う
わ
ー
、
致
命
的
な
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
を
！
・
・
試
験
前

の
最
後
の
期
末
な
の
に
・
・
・
あ
あ
あ
・
・
落
ち
着
け
、
落
ち
着
け
、
私
。」 

  
 
 
 

 
 
 

頭
を
抱
え
る
千
尋
。 

 

声
「
千
尋
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

慌
て
て
、
テ
ス
ト
用
紙
を
後
ろ
に
隠
し
、
振
り
返
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

そ
こ
に
い
た
の
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
風
間
英
子
。 

 

英
子
「
ど
う
だ
っ
た
、
結
果
？
」 



千
尋
「
（
動
揺
を
隠
し
）
ま
あ
ま
あ
」 

英
子
「
ま
あ
ま
あ
っ
て
言
っ
て
、
こ
な
い
だ
負
け
た
か
ら
な
あ
。
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
よ
」 

千
尋
「
ダ
メ
だ
っ
て
」 

英
子
「
何
で
よ
、
勝
負
し
よ
っ
て
言
っ
た
で
し
ょ
。」 

千
尋
「
英
子
の
勝
ち
で
い
い
よ
（
去
る
）
」 

英
子
「
（
追
い
か
け
な
が
ら
）
い
い
か
ら
見
せ
て
よ
。
わ
か
ん
な
い
で
し
ょ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

英
子
、
無
視
し
て
去
ろ
う
と
す
る
千
尋
か
ら
強
引
に
テ
ス
ト
用
紙
を
奪
お
う
と
す
る
。 

 

千
尋
「
あ
！
ち
ょ
っ
と
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

追
い
か
け
る
千
尋
。 

 

千
尋
「
返
し
て
よ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

英
子
、
笑
い
な
が
ら
逃
げ
回
る
。
必
死
で
追
い
か
け
る
千
尋
。 

 
 
 
 

 
 
 

や
が
て
校
舎
内
か
ら
外
へ
。（
※
舞
台
の
外
。
客
席
ま
で
追
い
か
け
っ
こ
）（
移
り
変

わ
っ
て
行
く
場
所
は
、
人
々
の
動
き
と
映
像
で
構
成
）
舞
台
上
、
再
び
戻
っ
て
来
る

二
人
。 

 
 
 
 

 
 
 

英
子
、
先
に
バ
て
て
こ
れ
以
上
走
れ
な
い
様
子
。 

 

千
尋
「
は
あ
、
は
あ
、
返
し
て
よ
」 

  
 
 
 

 
 
 

追
い
つ
め
ら
れ
た
英
子
、
点
数
を
み
よ
う
と
す
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

と
、
そ
の
瞬
間
、
英
子
に
飛
び
か
か
る
千
尋
。
と
っ
く
み
あ
い
。
や
が
て 

 

英
子
「
あ
あ
！
（
突
き
飛
ば
さ
れ
、
倒
れ
込
む
）」 

  
 
 
 

 
 
 

テ
ス
ト
用
紙
を
奪
う
千
尋
、
英
子
か
ら
離
れ
、
前
の
方
へ
。 

 

千
尋
「
は
あ
、
は
あ
（
さ
す
が
に
千
尋
も
疲
れ
た
様
子
）」 

  
 
 
 

 
 
 

息
を
切
ら
す
千
尋
、
奪
い
返
し
た
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
の
テ
ス
ト
用
紙
を
見
て
ホ
ッ
と
肩

を
な
で
お
ろ
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

車
の
激
し
い
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
！ 

 



英
子
「
（
倒
れ
込
ん
だ
ま
ま
）
千
尋
！
車
！
」 

千
尋
「
え
？
」 

 
 
 
 

 
 
 

英
子
が
見
た
方
向
を
見
る
千
尋
。 

 
 
 
 

 
 
 

大
き
な
二
つ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
千
尋
を
包
み
ん
で
い
く
。 

 
 
 
 

 
 
 

暗
転
！ 

 
 
 
 

 
 
 

キ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
！ 

 
 
 
 

 
 
 

暗
闇
の
中
、
ど
こ
か
に
車
が
ぶ
つ
か
る
音
。 

 
 
 
 

 
 
 

や
が
て
救
急
車
の
音
。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

ゆ
っ
く
り
と
照
明
、
つ
い
て
く
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

（
暗
転
中
、
い
く
つ
か
の
ベ
ッ
ド
を
用
意
） 

 
 
 
 

 
 
 

人
々
の
往
来
。
ナ
ー
ス
の
姿
も
。
（
病
院
の
ガ
ヤ
の
Ｓ
Ｅ
） 

 

シ
ー
ン
６ 

病
院
・
待
合
室 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

舞
台
前
。
左
右
を
い
っ
た
り
き
た
り
落
ち
着
き
の
な
い
千
尋
の
姉
、
夏
子 

 
 
 
 

 
 
 

そ
こ
に
や
っ
て
く
る
慌
た
だ
し
い
看
護
師
、
大
坪
。 

 

大
坪
看
護
師
「
す
い
ま
せ
ん
！
坂
上
千
尋
さ
ん
の
、
え
っ
と
、
お
母
様
？
」 

夏
子
「
姉
で
す
け
ど
」 

大
坪
看
護
師
「
あ
、
お
姉
さ
ん
！
え
え
か
ね
、
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
て
聞
い
て
も
ら
っ
て
え
え
か

ね
！
？
！
」 

夏
子
「
落
ち
着
か
ん
と
聞
け
へ
ん
状
態
な
ん
で
す
か
？
」 

大
坪
看
護
師
「
電
話
で
伝
え
た
と
思
う
け
ど
ね
、
妹
さ
ん
車
に
撥
ね
ら
れ
て
ま
っ
て
ね
え
」 

夏
子
「
命
は
！
？
命
は
無
事
や
っ
た
ん
で
す
か
！
？
」 

大
坪
看
護
師
「
命
に
別
状
あ
ら
へ
ん
け
ど
、
た
だ
」 

夏
子
「
た
だ
！
？
」 

大
坪
看
護
師
「
衝
突
の
際
、
１
０
メ
ー
ト
ル
も
は
ね
と
ば
さ
れ
て
ま
っ
て
ね
え
」 

夏
子
「
１
０
メ
ー
ト
ル
も
！
？
（
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
）
」 

大
坪
看
護
師
「
ほ
ん
で
頭
部
を
で
れ
え
強
う
打
っ
と
る
ん
や
わ
。
詳
し
く
は
、
Ｃ
Ｔ
で
調
べ
な
あ
か
ん

と
思
う
け
ど
」 

夏
子
「
Ｃ
Ｔ
！
？
Ｃ
Ｔ
っ
て
！
」 

大
坪
看
護
師
「
と
に
か
く
最
善
は
尽
く
す
で
！
待
っ
と
っ
て
も
ら
え
っ
て
え
え
か
ね
！
」 

夏
子
「
Ｃ
Ｔ
！
？
Ｃ
Ｔ
っ
て
何
な
ん
で
す
か
！
？
」 

大
坪
看
護
師
「
ご
両
親
来
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
そ
う
い
う
事
や
っ
て
伝
え
た
っ
て
！
ね
！
」 

  
 
 
 

 
 

慌
た
だ
し
く
戻
っ
て
い
く
大
坪
看
護
師 



 
夏
子
「
１
０
メ
ー
ト
ル
・
・
・
は
ね
・
・
飛
ば
さ
れ
た
（
頭
を
抱
え
る
）
」 

欽
次
「
千
尋
ー
！
」 

  
 
 
 

 
 

パ
タ
パ
タ
と
ス
リ
ッ
パ
を
な
ら
し
走
っ
て
く
る
ヤ
ン
キ
ー
風
な
男
・
欽
次 

 

夏
子
「
お
ち
お
ち
お
ち
落
ち
着
き
ゃ
ー
っ
て
、
あ
ん
た
！
」 

欽
次
「
お
姉
さ
ん
の
方
が
落
ち
着
か
な
あ
か
ん
で
し
ょ
！
ど
う
し
た
ん
で
す
か
！
？
」 

夏
子
「
ち
ち
ち
ひ
ろ
が
ハ
ネ
、
ハ
ネ
、
ハ
ネ
！
」 

欽
次
「
ち
ひ
ろ
が
ハ
ネ
？
ハ
ネ
が
ど
う
し
た
ん
で
す
か
！
」 

夏
子
「
ハ
ネ
で
！
ハ
ネ
で
飛
ば
さ
れ
た
っ
て
！
」 

欽
次
「
ハ
ネ
で
！
？
誰
の
ハ
ネ
で
飛
ば
さ
れ
た
ん
で
す
か
！
？
」 

夏
子
「
え
っ
と
・
・
Ｅ
Ｔ
！
」 

欽
次
「
Ｅ
Ｔ
？
Ｅ
Ｔ
っ
て
ハ
ネ
生
え
て
ま
し
た
っ
け
！
？
」 

夏
子
「
し
か
も
、
１
０
メ
ー
ト
ル
！
」 

欽
次
「
１
０
メ
ー
ト
ル
！
？
１
０
メ
ー
ト
ル
の
ハ
ネ
生
え
と
る
ん
で
す
か
！
？
」 

  
 
 
 

 
 

姉
は
伝
え
終
わ
る
と
グ
ッ
タ
リ
し
て
気
を
失
う 

 

欽
次
「
お
姉
さ
ま
！
し
っ
か
り
！
」 

声
「
千
尋
ー
！
」 

  
 
 
 

 
 

バ
タ
バ
タ
と
慌
て
て
登
場
す
る
千
尋
の
父
、
五
郎 

 

欽
次
「
お
父
さ
ま
！
」 

五
郎
「
何
が
お
父
様
や
。
な
ん
で
近
所
の
チ
ン
ピ
ラ
が
こ
こ
に
お
る
ん
や
て
！
」 

欽
次
「
そ
れ
よ
り
お
父
様
！
落
ち
着
い
て
聞
い
た
っ
て
く
だ
さ
い
よ
、
実
は
千
尋
さ
ん
が
！
」 

五
郎
「
そ
う
や
、
千
尋
！
千
尋
は
無
事
な
ん
か
！
？
」 

欽
次
「
ハ
ネ
で
飛
ん
だ
っ
て
！
」 

五
郎
「
ハ
ネ
で
飛
ん
だ
？
千
尋
が
！
？
」 

欽
次
「
し
か
も
１
０
メ
ー
ト
ル
！
」 

五
郎
「
１
０
メ
ー
ト
ル
！
？
何
が
！
」 

欽
次
「
顔
！
」 

五
郎
「
顔
が
１
０
メ
ー
ト
ル
！
？
顔
が
１
０
メ
ー
ト
ル
で
ハ
ネ
ま
で
生
え
て
ま
っ
た
ん
か
！
？
一
体
誰

が
そ
ん
な
事
し
た
ん
や
！
？
」 

欽
次
「
Ｅ
Ｔ
！
」 



五
郎
「
Ｅ
Ｔ
！
？
千
尋
は
、
Ｅ
Ｔ
の
仕
業
で
、
ほ
ん
で
顔
が
１
０
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
て
ハ
ネ
ま
で
生
え

て
ま
っ
た
ん
か
」 

欽
次
「
そ
う
い
う
事
な
ん
や
っ
て
！
」 

五
郎
「
ど
ー
い
う
事
な
ん
や
！
？
（
頭
が
混
乱
す
る
）
」 

  
 
 
 

 
 

と
、
そ
こ
へ
鮫
島
女
医
が
登
場
。 

 

五
郎
た
ち
「
先
生
！
」 

  
 
 
 

 
 

家
族
が
女
医
に
駆
け
寄
る
。 

 

五
郎
「
う
ち
の
娘
が
！
う
ち
の
娘
が
Ｅ
Ｔ
の
せ
い
で
顔
が
１
０
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
て
、
お
ま
け
に
１
０

メ
ー
ト
ル
の
ハ
ネ
が
生
え
て
、
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
っ
た
っ
て
、
本
当
か
ね
！
？
」 

鮫
島
女
医
「
は
！
？
」 

夏
子
「
先
生
、
あ
の
！
大
事
な
受
験
が
控
え
と
る
で
何
と
か
し
て
も
ら
え
ん
か
ね
！
！
」 

鮫
島
女
医
「
今
、
と
り
あ
え
ず
一
番
奥
の
大
部
屋
に
移
し
っ
て
も
ら
っ
た
で
。
窓
際
の
ベ
ッ
ド
に
ー
」 

欽
次
「
お
っ
し
ゃ
あ
、
待
っ
と
れ
よ
、
千
尋
！
」 

  
 
 
 

 
 

と
先
頭
き
っ
て
い
こ
う
と
す
る
欽
次
。 

 

五
郎
「
だ
か
ら
何
で
お
前
が
先
な
ん
や
て
！
」 

  
 
 
 

 
 

な
ど
と
欽
次
を
捕
ま
え
、
投
げ
飛
ば
す
五
郎
、
わ
れ
先
に
と 

 

ダ
ッ
シ
ュ
。 

 

鮫
島
「
あ
、
方
向
、
あ
っ
ち
で
す
け
ど
」 

欽
次
「
お
っ
し
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」 

  
 
 
 

 
 

鮫
島
の
指
差
す
方
向
へ
走
り
出
す
欽
次
。 

 

五
郎
「
（
追
い
か
け
て
）
待
て
、
こ
ら
あ
あ
！
」 

鮫
島
女
医
「
こ
こ
は
病
院
で
す
！
走
ら
な
い
！
」 

  
 
 
 

 
 

鮫
島
女
医
も
退
場 

 

シ
ー
ン
７ 

同
・
大
部
屋 

 
 
 
 

 
 

照
明
が
ゆ
っ
く
り
つ
き
始
め
た
場
所
に
は
、
ベ
ッ
ド
が
ず
ら
り
並
ん
で
い
る
。
そ
の
い



く
つ
か
あ
る
ベ
ッ
ド
の
ひ
と
つ
に
千
尋
が
眠
っ
て
る
。
近
く
に
い
る
看
護
師
は
、
大
坪

（
年
齢
不
詳
） 

 

千
尋
「
（
目
を
覚
ま
し
）・
・
あ
・
・
あ
れ
・
・
・
」 

大
坪
看
護
師
「
あ
、
気
づ
い
た
？
随
分
、
長
い
事
寝
と
っ
た
ね
え
。
気
分
は
ど
う
？
」 

千
尋
「
・
・
・
こ
こ
は
・
・
・
」 

大
坪
看
護
師
「
覚
え
と
ら
へ
ん
、
こ
こ
に
運
ば
れ
た
の
？
こ
こ
は
ね
え
ー
」 

 

遠
く
か
ら
の
声
（
五
郎
と
欽
次
）
「
ち
ひ
お
お
お
お
お
！
？
」 

 
 
 
 

 
 

廊
下
か
ら
の
大
声
に
反
応
す
る
同
室
の
患
者
と
大
坪
看
護
師
。 

 
 
 
 

 
 

駆
け
込
ん
で
来
る
欽
次
。
ハ
ア
ハ
ア
ハ
ア
と
息
を
切
ら
し 

 
 

 

大
坪
看
護
師
「
あ
、
千
尋
ち
ゃ
ん
の
、
え
っ
と
ー
」 

欽
次
「
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
で
す
！
」 

五
郎
「
父
で
す
！
（
と
欽
次
を
突
き
飛
ば
し
、
一
足
遅
れ
て
到
着
。
ふ
と
千
尋
に
気
づ
き
）
あ
、
千
尋
！

わ
か
る
か
？
千
尋
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

夏
子
も
遅
れ
て
駆
け
つ
け
る
。 

 

欽
次
「
千
尋
、
ほ
ら
、
俺
や
で
！
欽
ち
ゃ
ん
や
！
お
前
の
ス
カ
ー
ト
よ
う
捲
っ
て
た
欽
ち
ゃ
ん
や
で
！
」 

大
坪
看
護
師
「
ち
ょ
っ
と
あ
ん
ま
り
至
近
距
離
で
」 

五
郎
「
近
づ
く
な
、
チ
ン
ピ
ラ
！
刺
激
を
与
え
た
ら
あ
か
ん
っ
て
」 

千
尋
「
（
よ
う
や
く
目
の
前
に
家
族
い
る
事
に
気
づ
き
）
な
、
な
ん
で
み
ん
な
い
る
の
？
・
・
こ
こ
何

処
・
・
」 

五
郎
「
病
院
や
わ
、
地
元
の
病
院
。
東
京
か
ら
こ
っ
ち
に
搬
送
し
て
も
ら
っ
た
ん
や
わ
」 

千
尋
「
（
だ
ん
だ
ん
意
識
が
は
っ
き
り
し
）
え
、
こ
こ
東
京
じ
ゃ
な
い
の
？
学
校
は
！
？
塾
は
！
？
ど

う
し
て
！
？
」 

五
郎
「
ど
う
し
て
っ
て
、
東
京
の
病
院
や
と
見
舞
い
も
行
き
づ
ら
い
や
ろ 

千
尋
「
待
っ
て
待
っ
て
、
え
、
今
度
、
塾
の
模
試
テ
ス
ト
が
控
え
て
る
ん
だ
け
ど
・
・
」 

五
郎
「
こ
ら
こ
ら
こ
ら
、
動
い
た
あ
か
ん
て
。
そ
の
体
で
無
理
し
た
ら
」 

千
尋
「
直
前
ゼ
ミ
も
受
け
な
き
ゃ
！
こ
ん
な
と
こ
に
い
る
場
合
じ
ゃ
（
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
ろ
う
と

し
て
落
ち
る
）
い
た
あ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

看
護
師
た
ち
、
千
尋
を
落
ち
着
か
せ
る
。 

 

大
坪
看
護
師
「
千
尋
ち
ゃ
ん
、
落
ち
着
か
な
！
（
と
皆
と
協
力
し
、
う
つ
伏
せ
の
ま
ま
の
千
尋
を
起
こ



す
）」 

欽
次
「
そ
う
や
で
、
千
尋
」 

千
尋
「
痛
い
痛
い
痛
い
！
離
し
て
！
」 

五
郎
「
何
処
触
っ
と
る
ん
や
、
不
良
！
！
お
前
は
刑
務
所
戻
れ
！
」 

欽
次
「
刑
務
所
な
ん
か
入
っ
た
事
な
い
っ
す
よ
！
」 

夏
子
「
（
五
郎
た
ち
に
）
や
か
ま
し
い
て
！
千
尋
は
病
人
な
ん
や
よ
」 

欽
次
「
そ
う
や
、
千
尋
！
１
０
メ
ー
ト
ル
の
ハ
ネ
で
飛
ば
さ
れ
た
ん
や
ろ
？
」 

千
尋
「
ち
ょ
っ
と
触
ん
な
い
で
よ
！
」 

五
郎
「
そ
う
や
、
触
ん
な
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
！
は
よ
ジ
ャ
ン
グ
ル
帰
れ
っ
て
！
」 

欽
次
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
っ
て
何
す
か
！
？
」 

千
尋
「
も
う
出
て
っ
て
よ
！
」 

五
郎
「
そ
う
や
、
出
て
け
、
不
良
！
」 

千
尋
「
お
父
さ
ん
も
出
て
っ
て
！
み
ん
な
出
て
っ
て
！
出
て
っ
て
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

千
尋
が
叫
ぶ
と
、
気
を
失
い
か
け
る
。
心
配
す
る
全
員
。 

 
 
 
 

 
 
 

大
坪
看
護
師
、
興
奮
気
味
の
家
族
を
千
尋
と
引
き
離
し
、 

 

五
郎
「
（
看
護
師
に
）
・
・
す
い
ま
せ
ん
、
「
出
て
っ
て
ち
ゃ
ん
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」 

大
坪
看
護
師
「
ま
、
今
何
言
っ
て
も
あ
れ
や
ろ
う
で
。
と
り
あ
え
ず
診
察
室
二
番
へ
巡
っ
て
も
ら
っ
て

え
え
か
ね
。
鮫
島
先
生
に
話
聞
い
た
方
が
え
え
と
思
う
で
」 

  
 
 
 

 
 
 

五
郎
た
ち
、
一
礼
し
て
去
っ
て
い
く
。 

 

大
坪
看
護
師
「
（
千
尋
の
と
こ
ろ
へ
）
ほ
ら
、
一
人
き
り
に
な
れ
た
で
。
体
調
大
丈
夫
？
」 

  
 
 
 

 
 
 

千
尋
、
答
え
な
い
。 

 

大
坪
看
護
師
「
（
窓
の
向
こ
う
を
見
て
）
久
し
ぶ
り
の
景
色
で
も
見
た
ら
。
ほ
ら
、
開
放
的
や
ろ
、
田

ん
ぼ
し
か
な
い
で
ね
、
東
京
や
と
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
し
と
る
も
ん
ね
え
。」 

千
尋
「
・
・
・
・
・
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

照
明
、
切
り
替
る 

 

シ
ー
ン
８ 

診
察
室
（
※
部
分
的
エ
リ
ア
） 

  
 
 
 

 
 
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
眺
め
て
い
る
し
か
め
面
の
女
医
。 

 



鮫
島
女
医
「（
険
し
い
表
情
）
う
ー
む
む
む
む
む
」 

  
 
 
 

 
 
 

不
安
げ
な
表
情
で
顔
を
見
合
わ
せ
て
る
五
郎
と
夏
子
と
欽
次
。 

 

五
郎
「
（
恐
る
恐
る
）
で
、
あ
の
う
・
・
・
娘
の
様
態
は
ー
」 

欽
次
「
は
っ
き
り
言
っ
て
く
だ
さ
い
！
こ
の
際
は
っ
き
り
言
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
」 

五
郎
「
だ
か
ら
何
で
お
前
が
ー
」 

  
 
 
 

 
 
 

と
、
ま
た
揉
め
る
五
郎
と
欽
次
。
そ
れ
を
止
め
る
夏
子 

 

鮫
島
女
医
「
静
か
に
！
」 

五
郎
・
夏
子
・
欽
次
「
（
ビ
ク
っ
と
し
て
）
は
い
、
す
い
ま
せ
ん
！
」 

鮫
島
女
医
「
私
、
包
み
隠
せ
ん
性
格
や
で
、
言
わ
れ
な
く
と
も
、
は
っ
き
り
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
け

ど
ね
ー
」 

五
郎
「
あ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
も
ら
え
る
か
ね
！
一
回
深
呼
吸
し
て
か
ら
」 

  
 
 
 

 
 
 

三
人
、
せ
ー
の
、
で
深
呼
吸
ひ
と
つ
。 

 

五
郎
「
は
、
は
い
、
お
、
お
ね
ま
い
し
ま
す
！
」 

鮫
島
女
医
「
は
っ
き
り
言
っ
て
ー
」 

  
 
 
 

 
 
 

五
郎
と
欽
次
、
夏
子
、
ゴ
ク
リ
と
生
唾
を
飲
む
。 

 

鮫
島
女
医
「
順
調
で
す
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

三
人
、
こ
け
そ
う
に
な
る 

 

欽
次
「
ビ
ッ
ク
リ
し
た
あ
、
ど
っ
か
に
異
常
あ
る
か
と
思
っ
た
や
な
い
で
す
か
」 

鮫
島
女
医
「
脳
波
も
正
常
や
し
、
お
そ
ら
く
後
遺
症
も
心
配
な
い
と
思
い
ま
す
。
」 

五
郎
「
あ
、
足
の
骨
折
の
方
は
・
・
」 

鮫
島
女
医
「
ま
あ
、
１
０
メ
ー
ト
ル
飛
ば
さ
れ
て
こ
の
程
度
な
ら
奇
跡
や
ろ
う
ね
。
そ
う
長
く
は
か
か

ら
ん
と
思
い
ま
す
け
ど
」 

欽
次
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

 
 
 
 

 
 
 

欽
次
と
姉
、
手
を
と
り
あ
っ
て
喜
ぶ
。 

五
郎
「
だ
か
ら
何
や
、
こ
の
手
は
！
（
と
欽
次
を
は
じ
き
飛
ば
す
）
」 

 
 
 
 

 
 
 

医
者
と
父
た
ち
が
い
た
場
所
の
照
明
が
消
え
る
。 



 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
千
尋
た
ち
の
い
た
エ
リ
ア
の
照
明
に
戻
る
） 

 
シ
ー
ン
９ 

病
室
・
大
部
屋 

 
 
 
 

 
 
 

並
ぶ
ベ
ッ
ド
群
。 

 

大
坪
看
護
師
「
は
ー
い
、
食
事
の
時
間
や
よ
ー
（
と
食
事
を
運
ん
で
く
る
）」 

  
 
 
 

 
 
 

布
団
の
中
の
千
尋
は
、
警
戒
し
た
様
子
で
顔
を
出
す 

 

 

大
坪
看
護
師
「
な
に
い
、
そ
ん
な
警
戒
せ
ん
で
も
え
え
よ
。
あ
、
そ
う
や
、
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
し
と
ら
へ

ん
か
っ
た
ね
、
私
、
担
当
の
大
坪
ね
。
ま
、
職
場
の
み
ん
な
か
ら
オ
ツ
ボ
ネ
っ
て
言
わ

れ
と
る
ん
や
け
ど
ね
、
ほ
ら
、
オ
オ
ツ
ボ
や
か
ら
ね
。
ま
、
結
婚
も
し
て
へ
ん
か
ら
そ

う
い
う
意
味
じ
ゃ
確
か
に
オ
ツ
ボ
ネ
な
ん
や
け
ど
」 

  
 
 
 

 
 
 

な
ど
と
ど
ー
で
も
い
い
話
を
大
坪
が
し
て
い
る
間
に
、
千
尋
は
、
布
団
か
ら
顔
を
出

し
、
ゆ
っ
く
り
と
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

す
る
と
・
・ 

 
 
 
 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

す
ー
っ
と
何
か
が
浮
き
出
る
よ
う
な
音 

 
 
 
 

 
 
 

と
同
時
に
視
野
が
暗
く
な
り
、
人
々
の
頭
上
に
数
字
が
浮
か
び
上
が
る 

 

千
尋
「
え
？
」 

  
 
 
 

 
 
 

慌
て
て
メ
ガ
ネ
を
取
る
（
照
明
、
元
に
戻
る
） 

 
 
 
 

 
 
 

目
を
こ
す
る
千
尋
、 

 

千
尋
「
あ
れ
？
・
・
何
今
の
？
・
・
気
の
せ
い
か
な
？
」 

  
 
 
 

 
 
 

恐
る
恐
る
も
う
一
度
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
み
る 

 
 
 
 

 
 
 
 

Ｓ
Ｅ 

す
ー
っ
と
何
か
が
浮
き
出
る
よ
う
な
音 

 
 
 
 

 
 
 
 

と
、
同
時
に
、
そ
の
病
室
に
い
る
人
々
の
上
に
数
字
が
浮
か
び
上
が
る 

 

千
尋
「
え
、
何
こ
れ
！
？
」 

  
 
 
  
 
  

 
   

 
 
  

咄
嗟
に
メ
ガ
ネ
を
外
す
千
尋
。
メ
ガ
ネ
を
色
ん
な
角
度
か
ら
観
察
。 

 

大
坪
看
護
師
「
何
、
な
ん
か
つ
い
と
る
？
（
頭
を
触
る
）」 



千
尋
「
い
や
、
何
で
も
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

も
う
一
度
、
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と
、 

 
 
 
 

 
 
 
 

Ｓ
Ｅ 

す
ー
っ
と
何
か
が
浮
き
出
る
よ
う
な
音 

 
 
 
 

 
 
 
 

と
同
時
に
視
野
が
暗
く
な
り
、
人
々
の
頭
上
に
数
字
が
浮
か
び
上
が
る 

 

大
坪
看
護
師
「
え
、
白
髪
！
？
」 

千
尋
「
違
い
ま
す
」 

大
坪
看
護
師
「
違
わ
な
い
！
白
髪
な
の
！
ね
え
、
と
っ
て
！
抜
い
て
！
ほ
か
っ
て
！
」 

千
尋
「
だ
か
ら
違
い
ま
す
っ
て
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

慌
て
ふ
た
め
く
大
坪
看
護
師
、
退
場
。 

  
 
 
 

 
 
 
 

逆
側
か
ら
、
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
出
し
て
る
女
子
二
人
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

旧
友
、
満
里
奈
と
ト
ミ
コ
。
（
満
里
奈
は
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス
持
参
。
） 

 

満
里
奈
・
ト
ミ
コ
「
（
恐
る
恐
る
）
ち
・
ひ
・
ろ
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

同
じ
病
室
に
寝
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
が
満
里
奈
達
の
声
に
反
応
す
る
。 

 

満
里
奈
「
千
尋
！
？
（
駆
け
つ
け
て
）
あ
ー
、
し
ば
ら
く
逢
わ
へ
ん
う
ち
に
、
こ
ん
な
姿
に
！
」 

ト
ミ
コ
「
肌
カ
ッ
サ
カ
サ
で
！
」 

満
里
奈
「
手
足
シ
ワ
ッ
シ
ワ
で
！
」 

二
人
「
（
半
泣
き
で
）
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
Ｅ
Ｔ
に
な
っ
て
ま
っ
た
ん
や
あ
あ
〜
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

二
人
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
患
者
の
前
に
泣
き
崩
れ
る
。 

 

大
坪
看
護
師
「
あ
の
、
ち
ょ
っ
と
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

ト
ミ
コ
と
満
里
奈
、
び
く
っ
と
し
て
静
か
に
な
る
。 

 

大
坪
看
護
師
「
千
尋
ち
ゃ
ん
は
こ
っ
ち
。
」 

満
里
奈
・
ト
ミ
コ
「
え
！
？
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

振
り
向
く
二
人
、
そ
こ
に
は
千
尋
。
勘
違
い
に
気
づ
く
。 

 



満
里
奈
・
ト
ミ
コ
「
千
尋
！
」 

満
里
奈
「
な
に
い
、
千
尋
、
千
尋
の
ま
ん
ま
や
ん
！
？
（
手
を
握
る
）」 

ト
ミ
コ
「
肌
ピ
ッ
チ
ピ
チ
や
し
！
（
ほ
っ
ぺ
に
触
れ
る
）」 

満
里
奈
「
髪
つ
や
っ
つ
や
や
し
！
」 

ト
ミ
コ
「
良
か
っ
た
あ
、
昔
の
ま
ま
や
、
千
尋
や
あ
」 

満
里
奈
「
ビ
ッ
ク
リ
し
た
て
え
、
１
０
メ
ー
ト
ル
の
ハ
ネ
の
Ｅ
Ｔ
に
な
っ
た
っ
て
聞
い
た
で
。
」 

千
尋
「
ど
ん
な
噂
な
の
よ
、
そ
れ
。」 

満
里
奈
「
ど
ん
な
噂
っ
て
。
ど
ん
な
噂
や
ろ
ね
、
い
や
、
そ
ん
時
は
気
が
動
転
し
と
っ
て
さ
」 

ト
ミ
コ
「
ほ
ん
と
早
と
ち
り
な
ん
や
で
、
満
里
奈
は
。
」 

満
里
奈
「
ト
ミ
コ
も
信
じ
と
っ
た
や
ろ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

満
里
奈
と
ト
ミ
コ
、
二
人
で
じ
ゃ
れ
あ
う
。 

 

ト
ミ
コ
「
困
っ
た
事
あ
っ
た
ら
何
で
も
言
っ
て
。
う
ち
ら
勉
強
以
外
だ
っ
た
ら
何
で
も
す
る
よ
」 

千
尋
「
勉
強
が
し
た
い
ん
だ
け
ど
」 

ト
ミ
コ
「
あ
、
そ
う
や
！
千
尋
、
受
験
近
い
ん
や
！
」 

満
里
奈
「
そ
う
や
、
そ
う
や
、
ゆ
っ
く
り
休
養
し
と
る
暇
な
い
や
ん
！
何
、
事
故
っ
と
る
の
！
」 

千
尋
「
私
だ
っ
て
好
き
で
事
故
っ
た
訳
じ
ゃ
な
い
か
ら
」 

ト
ミ
コ
「
そ
り
ゃ
そ
う
や
よ
ね
え
、
変
な
噂
ま
で
流
さ
れ
て
ね
え
」 

満
里
奈
「
あ
れ
、
美
咲
ま
だ
来
と
ら
へ
ん
？
」 

ト
ミ
コ
「
あ
、
そ
う
や
、
美
咲
、
美
咲
！
」 

千
尋
「
美
咲
！
？
」 

ト
ミ
コ
「
何
、
変
な
声
出
し
て
。
そ
ら
来
る
や
ろ
、
う
ち
ら
四
人
で
う
ち
ら
や
で
。」 

満
里
奈
「
千
尋
が
こ
っ
ち
の
病
院
に
運
ば
れ
た
っ
て
聞
い
て
、
一
番
心
配
し
と
っ
た
の
、
美
咲
や
も
ん
。
」 

ト
ミ
コ
「
（
周
り
見
て
）
迷
っ
と
る
ん
や
な
い
、
美
咲
。
昔
っ
か
ら
い
っ
つ
も
そ
う
や
ろ
。
ね
」 

千
尋
「
・
・
・
・
」 

ト
ミ
コ
「
な
に
い
、
千
尋
。
そ
ん
な
顔
し
て
。
具
合
悪
い
の
？
」 

千
尋
「
あ
、
い
や
、
別
に
・
・
」 

声
（
美
咲
）
「
ち
い
い
い
い
い
い
い
い
ち
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

千
尋
、
ド
キ
っ
と
す
る
。 

 

ト
ミ
コ
「
あ
、
美
咲
の
声
や
！
」 

声
（
鮫
島
女
医
）
「
廊
下
は
走
ら
な
い
！
」 

声
（
美
咲
）
「
ご
め
ん
な
さ
ー
い
！
」 

 



 
 
 
 

 
 
 

息
を
切
ら
し
な
が
ら
登
場
す
る
美
咲
。 

 
 
 
 

 
 
 

千
尋
、
ド
キ
っ
と
す
る
。
急
に
挙
動
不
審
に
な
る 

 

美
咲
「
・
・
は
あ
、
は
あ
・
・
（
窓
際
の
ベ
ッ
ド
へ
近
づ
き
）
あ
ー
、
ち
ー
、
こ
ん
な
肌
か
っ
さ
か
さ

で
、
手
足
シ
ッ
ワ
シ
ワ
に
な
っ
て
・
・
（
と
嘆
く
）」 

満
里
奈
「
美
咲
！
？
」 

美
咲
「
（
振
り
返
る
）
え
？
」 

満
里
奈
「
こ
っ
ち
こ
っ
ち
」 

美
咲
「
あ
ー
、
ち
ー
ち
ゃ
ん
！
（
と
逆
の
窓
際
へ
走
り
出
す
）
ビ
ッ
ク
リ
し
た
あ
、
だ
っ
て
チ
ー
が
１

０
メ
ー
ト
ル
の
ー
」 

ト
ミ
コ
「
も
う
そ
れ
は
え
え
て
！
ほ
ん
と
美
咲
は
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
な
ん
や
で
え
」 

美
咲
「
ち
ょ
こ
一
つ
多
い
っ
て
！
」 

満
里
奈
「
千
尋
、
美
咲
や
よ
。
全
然
変
わ
っ
と
ら
へ
ん
や
ろ
う
。」 

千
尋
「
あ
・
・
う
ん
」 

美
咲
「
困
っ
と
る
事
あ
っ
た
ら
何
で
も
言
っ
て
。
勉
強
以
外
や
っ
た
ら
何
で
も
手
伝
う
で
さ
」 

千
尋
「
あ
・
・
う
ん
」 

  
 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
 

間 

 

満
里
奈
・
ト
ミ
コ
「
え
、
そ
ん
な
け
！
？
」 

満
里
奈
「
そ
こ
、
つ
っ
こ
ま
へ
ん
の
？
勉
強
が
し
た
い
ん
や
け
ど
っ
て
。
さ
っ
き
言
い
返
し
た
や
ん
」 

ト
ミ
コ
「
私
も
今
突
っ
込
む
準
備
し
と
っ
た
の
に
」 

千
尋
「
あ
・
・
う
ん
、
そ
う
だ
ね
・
・
」 

満
里
奈
「
な
に
い
、
何
か
随
分
他
人
行
儀
な
？
」 

千
尋
「
え
、
別
に
普
通
だ
よ
」 

ト
ミ
コ
「
あ
！
も
し
か
し
て
！
」 

千
尋
「
何
、
も
し
か
し
て
っ
て
」 

ト
ミ
コ
「
あ
、
い
や
、
何
で
も
無
い
何
で
も
無
い
。」 

満
里
奈
「
な
に
い
、
言
や
あ
え
え
が
ね
。
え
、
私
に
秘
密
ご
と
？
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

な
ど
と
じ
ゃ
れ
合
う
ト
ミ
コ
と
満
里
奈
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

そ
こ
に
鮫
島
女
医
、
登
場
。 

 

鮫
島
女
医
「
あ
れ
、
あ
ん
た
ら
、
何
し
と
る
の
！
面
会
時
間
は
と
っ
く
に
終
わ
っ
と
る
て
！
」 

ト
ミ
コ
「
あ
、
も
う
少
し
だ
け
」 

鮫
島
女
医
「
ダ
メ
や
て
、
規
則
や
で
！
患
者
さ
ん
も
休
養
せ
な
あ
か
ん
の
。
ほ
ら
、
帰
っ
た
帰
っ
た
。」 



 
 
 
 

 
 
 
 

軽
く
千
尋
に
挨
拶
し
て
、
そ
そ
く
さ
と
帰
る
美
咲
た
ち
。 

 
鮫
島
女
医
「
大
丈
夫
？
」 

千
尋
「
・
・
・
あ
、
は
い
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

照
明
、
切
り
替
る
。 

 

シ
ー
ン
１
０ 

廊
下
（
部
分
的
照
明
） 

  
 
 
 

 
 
 

逃
げ
て
来
る
満
里
奈
と
ト
ミ
コ 

 

満
里
奈
「
は
あ
〜
、
こ
わ
。
何
あ
の
人
、
あ
ん
な
怒
ら
ん
で
も
え
え
の
に
。
う
ち
ら
別
に
悪
い
事
し
と

ら
ん
と
思
わ
へ
ん
？
」 

ト
ミ
コ
「
ま
、
え
え
が
ね
。
何
は
と
も
あ
れ
、
千
尋
が
無
事
や
っ
た
わ
け
や
し
」 

満
里
奈
「
ま
あ
ね
」 

ト
ミ
コ
「
１
０
メ
ー
ト
ル
の
顔
や
な
か
っ
た
し
」 

満
里
奈
「
ま
あ
ね
。
け
ど
、
あ
れ
や
っ
た
よ
ね
、
な
ん
か
変
や
な
か
っ
た
？
」 

ト
ミ
コ
「
顔
？
」 

満
里
奈
「
顔
や
な
く
て
、
美
咲
と
千
尋
」 

ト
ミ
コ
「
え
、
態
度
っ
て
こ
と
？
」 

満
里
奈
「
い
や
、
久
し
ぶ
り
な
の
は
わ
か
る
け
ど
さ
、
な
ん
か
他
人
行
儀
や
な
か
っ
た
？
」 

ト
ミ
コ
「
や
っ
ぱ
満
里
奈
も
そ
う
思
っ
た
ん
や
あ
。」 

満
里
奈
「
そ
ら
思
う
や
ろ
。
だ
っ
て
千
尋
と
美
咲
っ
て
超
仲
良
し
っ
て
イ
メ
ー
ジ
や
し
。
美
咲
が
文
化

祭
で
バ
ン
ド
や
ろ
う
っ
て
言
っ
た
時
も
、
真
っ
先
に
オ
ッ
ケ
ー
し
た
の
千
尋
や
っ
た
し
。
そ

う
い
う
イ
メ
ー
ジ
あ
る
で
さ
・
・
」 

ト
ミ
コ
「
満
里
奈
！
」 

満
里
奈
「
な
に
い
、
大
き
い
声
出
さ
ん
と
い
て
よ
」 

ト
ミ
コ
「
（
手
招
き
し
て
）
こ
れ
、
絶
対
誰
に
も
言
っ
た
ら
あ
か
ん
よ
」 

満
里
奈
「
え
！
？
ト
ミ
コ
、
何
か
知
っ
と
る
の
？
」 

ト
ミ
コ
「
い
や
、
こ
れ
聞
い
た
噂
や
か
ら
ホ
ン
ト
か
ど
う
か
わ
か
ら
へ
ん
け
ど
」 

満
里
奈
「
わ
、
な
ん
か
ド
キ
ド
キ
す
る
、
そ
ー
ゆ
ー
の
」 

ト
ミ
コ
「
ユ
ー
ヤ
く
ん
っ
て
覚
え
と
る
？
」 

満
里
奈
「
ユ
ー
ヤ
？
・
・
ユ
ー
ヤ
っ
て
、
千
尋
の
彼
氏
の
！
？
」 

  
 
 
 

 
 
 

別
の
場
所
に
照
明
。
ユ
ー
ヤ
が
登
場
（
回
想
） 

 



ト
ミ
コ
「
こ
れ
ホ
ン
ト
、
内
緒
や
よ
！
絶
対
言
っ
た
ら
あ
か
ん
よ
」 

満
里
奈
「
だ
か
ら
わ
か
っ
と
る
て
」 

ト
ミ
コ
「
あ
の
ね
、
実
は
こ
れ
、
欽
ち
ゃ
ん
に
絶
対
し
ゃ
べ
る
な
っ
て
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど
ね
。」 

満
里
奈
「
全
然
し
ゃ
べ
っ
と
る
け
ど
ね
」 

ト
ミ
コ
「
ユ
ー
ヤ
っ
て
、
う
ち
ら
の
中
じ
ゃ
千
尋
の
彼
氏
や
と
思
っ
と
っ
た
や
ろ
」 

満
里
奈
「
え
、
な
に
い
、
違
う
の
？
」 

ト
ミ
コ
「
い
や
、
違
わ
へ
ん
け
ど
。
実
は
、
欽
ち
ゃ
ん
が
見
て
ま
っ
た
ん
や
と
」 

  
 
 
 

 
 
 

と
、
し
ゃ
べ
っ
て
る
間
に
、
別
の
場
所
（
回
想
）
に
登
場
す
る
美
咲
。
美
咲
が
、
待

っ
て
る
ユ
ー
ヤ
と
手
を
つ
な
ぐ
。 

 

満
里
奈
「
何
を
う
？
」 

ト
ミ
コ
「
美
咲
と
ユ
ー
ヤ
、
一
緒
に
お
る
と
こ
」 

満
里
奈
「
ほ
う
、
ほ
ん
で
」 

ト
ミ
コ
「
ほ
ん
な
け
」 

満
里
奈
「
ふ
つ
ー
や
ん
！
」 

ト
ミ
コ
「
ふ
つ
ー
や
な
い
て
！
手
ー
、
つ
な
い
ど
っ
た
ん
や
て
！
」 

満
里
奈
「
え
、
う
そ
！
ち
ょ
っ
と
！
そ
こ
先
に
言
や
ー
よ
！
」 

ト
ミ
コ
「
満
里
奈
、
声
お
ー
き
い
て
！
」 

満
里
奈
「
ト
ミ
コ
の
方
が
大
き
い
て
！
え
、
い
つ
、
そ
れ
！
」 

ト
ミ
コ
「
千
尋
が
東
京
行
っ
て
す
ぐ
」 

満
里
奈
「
ほ
ん
な
ら
卒
業
し
た
後
！
？
な
に
い
？
略
奪
愛
！
？
ほ
ん
な
ら
そ
れ
知
っ
て
ま
っ
た
の
、
千

尋
！
？
」 

ト
ミ
コ
「
ま
あ
、
あ
の
他
人
行
儀
っ
ぷ
り
は
お
そ
ら
く
そ
こ
か
ら
来
た
ん
や
な
い
か
と
」 

  
 
 
 

※
回
想
シ
ー
ン
の
美
咲
と
ユ
ー
ヤ
も
照
明
消
え
た
時
、
同
時
に
退
場
。 

 

満
里
奈
「
う
わ
ー
、
そ
う
や
っ
た
ん
や
ー
、
全
然
知
ら
へ
ん
か
っ
た
ー
」 

ト
ミ
コ
「
誰
に
も
言
わ
ん
と
い
て
よ
！
私
、
誰
に
も
し
ゃ
べ
っ
と
ら
へ
ん
で
ね
！
！
」 

満
里
奈
「
思
い
切
り
し
ゃ
べ
っ
と
る
け
ど
ね
」 

ト
ミ
コ
「
し
ゃ
べ
っ
と
ら
へ
ん
て
！
私
、
五
人
に
し
か
し
ゃ
べ
っ
と
ら
へ
ん
で
！
」 

満
里
奈
「
そ
れ
、
け
っ
こ
う
し
ゃ
べ
っ
と
る
て
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

ト
ミ
コ
と
満
里
奈
、
そ
の
後
も
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
退
場
。 

 

シ
ー
ン
１
１ 

同
・
大
部
屋 



 
 
 
 

 
 
 

照
明
カ
ッ
ト
チ
ェ
ン
ジ
で
、
千
尋
の
ベ
ッ
ド
に
ス
ポ
ッ
ト
。 

 
千
尋
の
独
白
「
次
の
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
、
全
て
が
夢
だ
っ
た
・
・
・
・
・
な
ん
て
都
合
よ
く
世
界
は

回
っ
て
い
な
い
。」 

  
 
 
 

 
 
 

布
団
か
ら
ひ
ょ
こ
っ
と
出
る
ギ
ブ
ス
の
足
。 

 

千
尋
の
独
白
「
今
日
も
ま
た
囲
む
の
は
白
い
壁
。
そ
の
日
以
降
、
色
ん
な
検
査
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
。」 

  
 
 
 

 
 
 

千
尋
の
背
景
に
浮
か
び
上
が
る
視
力
検
査
の
表
示
や
、 

 
 
 
 

 
 
 
 

Ｃ
Ｔ
で
撮
影
し
た
脳
内
の
様
子
。
足
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
等
。 

 

千
尋
の
独
白
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
や
、
そ
の
他
、
脳
波
の
異
常
を
な
ん
や
ら
か
ん
や
ら

す
る
も
の
や
ら
、
目
の
視
力
を
ど
う
の
こ
う
の
す
る
も
の
。
私
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
捕
獲

さ
れ
た
宇
宙
人
の
ご
と
く
あ
れ
こ
れ
調
べ
ら
れ
た
。
結
果
、
骨
折
は
一
ヶ
月
ほ
ど
で
完

治
。
そ
れ
以
外
特
に
異
常
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
だ
け
ど
・
・
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

メ
ガ
ネ
を
か
け
る
千
尋
。
Ｓ
Ｅ 

ス
ウ
ー 

 
 
 
 

 
 
 
 

同
室
の
患
者
の
頭
上
に
、
点
数
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。 

 

千
尋
「
例
の
数
字
が
未
だ
に
消
え
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
検
査
に
も
ひ
っ
か
か
ら
な
い
原
因
不
明
の
症

状
・
・
・
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
昨
日
ほ
ど
の
気
味
悪
さ
は
な
か
っ
た
。
メ
ガ
ネ
を
外
せ
ば
そ
の

数
字
は
見
え
な
い
し
、
と
り
わ
け
大
き
な
障
害
は
な
か
っ
た
。」 

声
（
欽
次
）
「
ち
、
ひ
、
ろ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

そ
の
声
で
千
尋
の
ス
ポ
ッ
ト
解
除
。
病
室
の
照
明
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

そ
こ
に
は
、
欽
次
。
頭
上
に
は
、
「
１
０
」
の
数
字 

 

欽
次
「
あ
、
こ
れ
、
あ
の
う
、
差
し
入
れ
。
占
部
ん
と
こ
の
柿
。
昔
、
好
き
や
っ
た
ろ
。
な
」 

千
尋
「
（
欽
次
の
頭
の
上
の
数
字
を
見
て
）
・
・
１
０
？
・
・
・
（
メ
ガ
ネ
を
は
ず
す
）
」 

欽
次
「
１
０
？
あ
あ
、
ま
だ
１
０
時
前
や
か
ら
な
。
朝
早
す
ぎ
た
？
は
は
。
ま
あ
、
な
ん
て
い
う
か
、

そ
の
方
が
ち
ゃ
ん
と
話
も
出
来
る
か
と
思
っ
て
」 

キ
ム
「
欽
次
さ
ん
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入
る
が
大
丈
夫
で
す
か
・
・
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

と
顔
を
出
す
キ
ム
。
頭
上
に
は
、
１
５
の
数
字
。 

 



欽
次
「
っ
と
！
ち
ょ
っ
と
ま
だ
ま
だ
。
早
い
っ
て
キ
ム
さ
ん
。
も
う
少
し
二
人
っ
き
り
の
時
間
が
あ
っ

て
か
ら
」 

千
尋
「
（
制
し
て
）
あ
の
さ
、
ち
ょ
っ
と
い
い
か
な
」 

欽
次
「
あ
あ
、
ご
め
ん
ご
め
ん
、
こ
の
人
な
、
俺
と
同
じ
プ
レ
ス
工
場
で
働
い
と
っ
て
さ
、
日
本
に
留

学
に
来
と
る
ん
や
わ
。
な
、
キ
ム
さ
ん
」 

キ
ム
「
は
じ
め
ま
し
て
、
キ
ム
で
す
」 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

キ
ム
は
、
手
に
包
帯
。
頭
の
上
の
数
字
は
、
１
５ 

 

千
尋
「
（
頭
上
の
数
字
を
見
て
）・
・
１
５
・
・
・
」 

欽
次
「
あ
、
こ
の
包
帯
な
、
工
場
の
プ
レ
ス
機
で
挟
ん
で
ま
っ
て
、
ほ
ん
で
今
整
形
外
科
に
通
院
中
な

ん
や
わ
。」 

キ
ム
「
は
い
。
手
が
、
と
て
も
痛
い
で
す
」 

千
尋
「
千
尋
、
あ
の
な
、
キ
ム
く
ん
は
こ
う
見
え
て
で
れ
え
勉
強
熱
心
な
ん
や
わ
。
で
、
お
前
も
頭
え

え
や
ろ
。
キ
ム
さ
ん
、
わ
か
ら
へ
ん
問
題
と
か
あ
る
ら
し
い
で
、
ち
ょ
っ
と
見
た
っ
て
欲
し
い
ん
や
わ
。

な
」 

キ
ム
「
千
尋
さ
ん
、
頭
よ
く
て
優
し
い
、
聞
き
ま
し
た
。
一
緒
に
勉
強
し
た
い
で
す
、
」 

欽
次
「
ほ
ら
、
一
緒
に
し
た
い
ん
や
と
」 

千
尋
「
あ
ん
た
が
言
う
と
、
イ
ヤ
ら
し
い
意
味
に
聞
こ
え
る
け
ど
」 

欽
次
「
や
ら
し
な
い
わ
、
ア
ホ
！
な
、
え
え
や
ろ
、
千
尋
。
人
に
教
え
る
の
も
、
勉
強
に
な
っ
た
り
す

る
や
ろ
う
し
、
な
」 

  
 
 
 

 
 
 

千
尋
、
欽
次
を
睨
む
。 

 

欽
次
「
あ
、
何
や
そ
の
蔑
ん
だ
目
！
別
に
お
前
の
邪
魔
し
に
き
た
わ
け
や
な
い
か
ら
な
」 

キ
ム
「
欽
次
さ
ん
、
す
ご
く
い
い
人
で
す
」 

欽
次
「
ほ
ら
、
聞
い
た
、
今
の
台
詞
！
」 

千
尋
「
そ
う
言
え
っ
て
こ
の
男
に
言
わ
れ
た
ん
で
し
ょ
」 

キ
ム
「
は
い
」 

欽
次
「
は
い
、
っ
て
・
・
あ
ん
な
け
言
っ
た
の
に
、
キ
ム
さ
ん
ん
ん
ん
」 

千
尋
「
（
め
ん
ど
く
さ
く
な
っ
て
）
勉
強
教
え
た
ら
す
ぐ
帰
る
ん
だ
よ
ね
。
」 

欽
次
「
当
た
り
前
や
ろ
。
す
ぐ
帰
る
わ
。
俺
だ
っ
て
忙
し
い
ん
や
わ
。」 

千
尋
「
貸
し
て
。」 

欽
次
「
え
え
っ
て
。
キ
ム
さ
ん
、
良
か
っ
た
な
！
」 

  
 
 
 

 
 

千
尋
、
キ
ム
か
ら
問
題
集
を
奪
い
取
り
、
開
く
。
す
る
と
・
・ 



 
 
 
 

 
 

ス
ー
ッ
と
い
う
Ｓ
Ｅ
。
浮
か
び
上
が
る
「
０
」
と
い
う
数
字
。 

 
千
尋
「
・
・
・
え
？
・
・
」 

  
 
 
 

 
 

メ
ガ
ネ
を
外
し
、
目
を
こ
す
る 

 

欽
次
「
ど
う
し
た
？
」 

  
 
 
 

 
 

千
尋
、
ま
た
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
。 

 

千
尋
「
赤
い
数
字
、
浮
か
ん
で
た
り
す
る
？
」 

キ
ム
「
え
、
ど
こ
に
で
す
か
？
」 

千
尋
「
ペ
ー
ジ
の
右
上
」 

欽
次
「
・
・
見
え
る
、
キ
ム
さ
ん
？
」 

キ
ム
「
見
え
る
は
な
い
で
す
」 

欽
次
「
俺
も
見
え
ー
へ
ん
ぞ
」 

  
 
 
 

 

ふ
と
何
か
思
い
つ
く
千
尋
、
問
題
集
に
答
え
を
書
き
込 

 
 

む 
 

 

欽
次
「
聞
い
と
る
ん
か
？
人
に
話
ふ
っ
と
い
て
」 

 

ス
ー
ッ
と
「
０
」
と
い
う
数
字
か
ら
「
５
」
と
い
う
数
字
に 

変
わ
る 

 

千
尋
「
あ
、
変
わ
っ
た
！
？
」 

欽
次
「
変
わ
っ
た
？
そ
う
！
わ
か
る
か
、
髪
型
変
え
た
ん
や
（
と
照
れ
る
）」 

千
尋
「
（
無
視
し
て
）
「
０
」
が
「
５
」
に
。
本
当
に
見
え
な
い
？
」 

欽
次
「
あ
の
な
あ
、
さ
っ
き
か
ら
全
然
言
っ
と
る
意
味
わ
か
ら
ん
わ
。
も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
も
ら
っ
て
も
え
え
か
な
？
」 

  
 
 
 

 

ま
た
千
尋
は
、
何
か
を
試
す
よ
う
に
素
早
く
問
題
集
に
答
え
を
書
き
込
む 

 

欽
次
「
人
の
話
、
聞
こ
う
ぜ
！
」 

  
 
 
 

 

ス
ー
ッ
と
ま
た
何
か
の
変
化
音
。
（
Ｓ
Ｅ
） 

 



千
尋
「
１
０
に
な
っ
た
！
１
０
に
な
っ
た
よ
ね
？
そ
う
か
、
や
っ
と
わ
か
っ
た
、
こ
の
数
字
・
・
点
数

な
ん
だ
・
・
私
、
点
数
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
る
・
・
」 

欽
次
「
？
点
数
？
」 

声
「
ち
ひ
ろ
ー
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

ド
ヤ
ド
ヤ
と
入
っ
て
来
る
三
人
に
押
し
の
け
ら
れ
る
欽
次
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

一
気
に
騒
が
し
く
な
る
病
室
。
そ
の
三
人
に
も
数
字
が
浮
か
ん
で
い
る
。
み
な
低

い
数
字
。 

 

千
尋
「
２
、
４
、
５
、
み
ん
な
一
桁
の
点
数
・
・
・
」 

ト
ミ
コ
「
ち
ょ
っ
と
。
何
で
欽
次
、
こ
こ
に
お
る
の
、
あ
ん
た
邪
魔
や
て
。
空
気
汚
れ
る
で
」 

満
里
奈
「
そ
う
や
て
、
大
気
汚
染
や
て
」 

ト
ミ
コ
「
ほ
ら
あ
、
し
っ
し
っ
」 

欽
次
「
そ
ん
な
ケ
チ
ョ
ン
ケ
チ
ョ
ン
な
・
・
」 

キ
ム
「
欽
次
さ
ん
、
ケ
チ
ョ
ン
ケ
ッ
チ
ョ
ン
っ
て
何
で
す
か
？
」 

欽
次
「
お
い
、
お
前
ら
、
千
尋
、
受
験
生
や
ぞ
。
邪
魔
し
に
く
ん
な
よ
、
こ
っ
ち
は
お
勉
強
会
し
と
る

ん
や
ぞ
」 

ト
ミ
コ
「
受
験
勉
強
か
ら
一
番
遠
い
存
在
の
あ
ん
た
が
何
言
っ
と
ん
の
！
」 

美
咲
「
ま
、
え
え
て
。
そ
ん
な
嘘
は
。
う
ち
ら
、
千
尋
に
用
あ
る
ん
や
て
。
あ
ん
た
、
出
て
っ
て
よ
」 

欽
次
「
ボ
ロ
ッ
カ
ス
や
な
」 

キ
ム
「
欽
次
さ
ん
、
ボ
ロ
ッ
カ
ス
っ
て
何
で
す
か
？
」 

欽
次
「
調
べ
え
よ
、
自
分
で
。（
美
咲
た
ち
に
）
あ
の
な
、
こ
っ
ち
は
大
事
な
事
千
尋
に
聞
い
と
る
の
！
」 

美
咲
「
こ
っ
ち
だ
っ
て
大
事
な
事
聞
き
に
き
た
ん
や
わ
」 

欽
次
「
千
尋
は
忙
し
い
ん
や
て
。
な
、
千
尋
。
こ
ん
な
奴
ら
と
勉
強
以
外
の
事
や
る
つ
も
り
な
い
も
ん

な
あ
」 

千
尋
「
（
し
ぶ
し
ぶ
）
ま
、
少
し
な
ら
」 

美
咲
「
ほ
ら
あ
」 

  
 
 
 

 
 
 

欽
次
、
呆
れ
る
。
チ
ラ
シ
を
見
せ
る
美
咲
。 

 

美
咲
「
ほ
ら
、
こ
の
チ
ラ
シ
見
て
。
こ
れ
、
ラ
ジ
オ
番
組
と
カ
ラ
オ
ケ
の
会
社
が
な
ん
か
主
催
し
と
る

全
国
規
模
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ん
や
わ
。
あ
、
言
っ
た
っ
け
？
う
ち
ら
バ
ン
ド
再
結
成
し
て

さ
あ
。
ほ
ん
で
今
、
こ
れ
の
予
選
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
ん
や
わ
」 

満
里
奈
「
地
方
大
会
勝
ち
抜
い
た
ら
、
ど
こ
行
け
る
と
思
う
！
東
京
や
よ
、
東
京
！
」 

ト
ミ
コ
「
し
か
も
優
勝
し
た
ら
そ
の
後
、
東
京
で
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
ん
や
と
！
す
ご

い
い
や
ろ
！
」 



美
咲
「
や
で
、
う
ち
ら
超
気
合
い
入
っ
と
っ
て
さ
。
今
回
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
ネ
ッ
ト
と

か
で
募
集
か
け
た
ん
や
わ
、
そ
し
た
ら
結
構
応
募
が
あ
っ
て
さ
。
ほ
ら
、
見
て
、
こ
れ
履
歴
書
な
ん
や

け
ど
、
こ
の
人
が
一
番
目
、
二
番
目
、
三
番
目
・
・
」 

  
 

 
 

 
 

な
ど
と
美
咲
の
話
中
、
舞
台
後
ろ
に
浮
か
び
上
が
る
履
歴
書
の
中
の
応
募
者
。
（
ス
ポ

ッ
ト
の
中
、
ず
ら
り
横
一
列
に
並
ぶ
。
） 

 

美
咲
「
ま
、
あ
ん
ま
り
人
数
多
い
の
も
あ
れ
や
で
、
誰
か
一
人
に
絞
ろ
う
と
思
う
ん
や
け
ど
、
誰
が
え

え
か
な
あ
っ
て
」 

欽
次
「
千
尋
に
関
係
な
い
や
ろ
」 

ト
ミ
コ
「
関
係
大
有
り
や
て
、
千
尋
も
メ
ン
バ
ー
や
も
ん
。
意
見
だ
っ
て
聞
き
た
い
わ
」 

千
尋
「
（
一
番
高
い
点
数
の
人
を
選
ん
で
）
右
か
ら
３
番
目
。
」 

欽
次
「
お
い
、
千
尋
も
そ
ん
な
即
答
な
」 

美
咲
「
え
、
右
か
ら
三
番
目
！
？
ほ
ん
と
！
？
本
当
に
そ
う
思
う
」 

  
 
 
 

 
 

三
人
、
興
奮
し
た
り
驚
い
た
り
。 

 

満
里
奈
「
実
は
う
ち
ら
ん
中
じ
ゃ
、
あ
の
子
一
番
え
え
ん
や
な
い
っ
て
話
と
っ
た
ん
や
て
。」 

美
咲
「
す
ご
い
、
な
ん
か
以
心
伝
心
や
わ
」 

欽
次
「
俺
は
、
こ
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
子
が
え
え
と
思
う
ん
や
け
ど
」 

  
 
 
 

 
 
 

と
、
一
番
可
愛
ら
し
い
子
の
履
歴
書
を
指
差
す 

 

ト
ミ
コ
「
そ
れ
、
あ
ん
た
の
や
ら
し
い
基
準
や
ろ
」 

欽
次
「
だ
か
ら
、
や
ら
し
な
い
っ
て
！
」 

千
尋
「
こ
の
子
は
ダ
メ
、
１
３
点
」 

満
里
奈
「
え
、
何
１
３
点
っ
て
？
」 

欽
次
「
何
で
ダ
メ
っ
て
決
め
つ
け
る
ん
や
、
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
も
な
い
や
ろ
。
こ
の
子
の
何
を
知
っ
と

る
ん
や
」 

ト
ミ
コ
「
（
欽
次
に
）
あ
ん
た
こ
そ
何
を
知
っ
と
ん
の
！
」 

千
尋
「
と
に
か
く
選
ぶ
な
ら
右
か
ら
三
番
目
。
」 

美
咲
「
千
尋
も
言
う
ん
や
か
ら
間
違
い
な
い
わ
。
こ
れ
で
全
員
一
致
や
」 

欽
次
「
俺
、
一
致
し
と
ら
ん
け
ど
」 

美
咲
「
あ
ー
、
な
ん
か
ス
ッ
キ
リ
し
た
！
よ
う
し
、
こ
の
子
に
決
定
！
（
と
一
枚
の
履
歴
書
を
掲
げ
る
）」 

欽
次
「
あ
、
そ
う
や
！
キ
ム
く
ん
、
全
然
勉
強
教
え
て
も
ら
っ
と
ら
へ
ん
や
ん
？
」 

キ
ム
「
は
い
、
ま
だ
で
す
。
で
も
迷
惑
す
る
な
ら
ー
」 



ト
ミ
コ
「
も
う
面
会
時
間
終
わ
り
や
で
、
ま
た
今
度
ま
た
今
度
」 

欽
次
「
ア
ホ
か
、
俺
ら
先
に
来
た
ん
や
ぞ
、
し
か
も
勉
強
を
」 

ト
ミ
コ
「
勉
強
な
ん
て
こ
じ
つ
け
や
ろ
、
あ
ん
た
、
千
尋
に
逢
い
た
い
だ
け
や
ん
」 

欽
次
「
バ
、
バ
カ
言
う
な
、
誰
が
そ
ん
な
事
」 

ト
ミ
コ
「
だ
っ
て
あ
ん
た
、
昔
、
千
尋
の
誕
生
日
に
さ
あ
、
う
ち
の
お
寺
の
柿
の
木
登
っ
て
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

欽
次
、
ト
ミ
コ
の
口
を
塞
ご
う
と
す
る
。
大
騒
ぎ 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ポ
ッ
ト
に
切
り
替
る
千
尋
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

他
の
人
物
は
一
斉
に
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
。
→
や
が
て
退
場
。 

 

千
尋
の
独
白
「
今
日
も
ま
た
私
の
テ
リ
ト
リ
ー
に
色
ん
な
邪
魔
が
入
っ
た
。
だ
け
ど
ひ
と
つ
だ
け
わ
か

っ
た
。
私
が
見
て
い
る
数
字
は
点
数
だ
っ
た
の
だ
。
生
身
の
人
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
履
歴

書
や
問
題
集
か
ら
も
点
数
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
」 

 
 
 
 

 
 

ス
ポ
ッ
ト
解
除
。 

 

シ
ー
ン
１
２ 

病
室 

  
 
 
 

 
 

ベ
ッ
ド
の
上
の
千
尋
。
鮫
島
女
医
と
大
坪
看
護
師
。 

 
 
 
 

 
 

鮫
島
、
大
坪
の
頭
上
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
５
５
」
「
３
８
」
と
い
う
数
。 

 

鮫
島
女
医
「
・
・
で
、
折
り
入
っ
て
相
談
っ
て
い
う
の
は
？
」 

千
尋
「
退
院
し
た
い
ん
で
す
け
ど
」 

鮫
島
女
医
「
ご
両
親
が
そ
う
言
っ
と
っ
た
の
？
」 

千
尋
「
い
や
、
そ
う
い
う
わ
け
じ
ゃ
」 

鮫
島
女
医
「
ほ
ん
な
ら
無
理
や
わ
」 

千
尋
「
東
京
の
病
院
に
移
り
た
い
ん
で
す
」 

鮫
島
女
医
「
だ
か
ら
無
理
や
て
」 

千
尋
「
ど
う
し
て
で
す
か
？
」 

鮫
島
女
医
「
無
理
に
決
ま
っ
と
る
が
ね
、
そ
ん
な
体
で
。」 

大
坪
看
護
師
「
何
か
問
題
あ
る
な
ら
聞
く
け
ど
」 

千
尋
「
す
べ
て
が
不
満
で
す
。」 

鮫
島
女
医
「
何
処
が
不
満
な
の
。
毎
日
に
ぎ
や
か
な
お
友
達
も
来
て
く
れ
る
し
。
」 

千
尋
「
そ
れ
が
迷
惑
で
す
」 

大
坪
看
護
師
「
お
見
舞
い
に
来
て
も
ら
え
へ
ん
患
者
さ
ん
だ
っ
て
お
る
ん
や
よ
。
」 

鮫
島
女
医
「
そ
う
や
て
。
オ
ツ
ボ
ネ
さ
ん
み
た
い
な
年
齢
に
な
っ
て
み
い
。
だ
ー
れ
も
相
手
し
て
く
れ

ー
へ
ん
よ
」 



千
尋
「
じ
ゃ
せ
め
て
個
室
に
」 

鮫
島
女
医
「
だ
か
ら
無
理
や
て
」 

千
尋
「
ど
う
し
て
！
」 

鮫
島
女
医
「
個
室
は
満
室
や
し
。
」 

千
尋
「
こ
っ
ち
は
受
験
生
な
ん
で
す
け
ど
！
」 

鮫
島
女
医
「
こ
っ
ち
は
医
者
な
ん
や
け
ど
！
」 

大
坪
看
護
師
「
ま
あ
ま
あ
、
あ
ん
ま
り
目
く
じ
ら
立
て
た
ら
！
」 

千
尋
「
立
て
た
ら
何
で
す
か
？
」 

大
坪
看
護
師
「
私
み
た
い
に
シ
ワ
ッ
シ
ワ
に
な
る
よ
〜
（
怖
い
顔
）
」 

鮫
島
女
医
「
と
に
か
く
、
誰
か
特
定
の
人
だ
け
特
別
扱
い
出
来
へ
ん
て
。
」 

千
尋
「
ど
う
し
て
で
す
か
！
」 

鮫
島
女
医
「
そ
れ
が
規
則
や
で
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

鮫
島
女
医
、
去
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

大
坪
看
護
師
、
宥
め
る
が
、
布
団
に
潜
り
込
む
千
尋
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

お
見
舞
い
を
持
っ
た
父
、
五
郎
が
登
場 

 

五
郎
「
お
う
、
受
験
生
。
勉
強
は
、
は
か
ど
っ
ち
ょ
る
か
？
」 

千
尋
「
（
イ
ラ
っ
と
し
つ
つ
）
お
か
げ
さ
ま
で
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

無
視
し
て
、
勉
強
し
て
る
千
尋 

 

五
郎
「
あ
、
え
っ
と
・
・
こ
れ
、
お
見
舞
い
。
岡
島
の
エ
ク
レ
ア
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

千
尋
の
足
下
に
エ
ク
レ
ア
の
ハ
コ
を
置
く 

 

五
郎
「
賞
味
期
限
切
れ
と
る
け
ど
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

そ
う
聞
い
た
瞬
間
、
ポ
イ
ッ
と
投
げ
捨
て
る
千
尋 

 

五
郎
「
ほ
か
る
な
、
ア
ホ
ウ
！
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

慌
て
て
拾
い
、
三
秒
ル
ー
ル
で
自
分
で
食
べ
る 

 

千
尋
「
受
験
生
に
変
な
も
の
食
べ
さ
せ
な
い
で
よ
！
」 

五
郎
「
ま
だ
食
え
る
て
。
（
ガ
ツ
ガ
ツ
食
い
な
が
ら
）
ほ
ら
、
全
然
い
け
る
て
！
」 



千
尋
「
何
な
の
？
何
の
用
？
勉
強
し
た
い
ん
だ
け
ど
」 

五
郎
「
あ
、
は
は
。
悪
い
な
、
い
や
、
あ
の
な
、
今
朝
お
前
の
塾
電
話
し
た
ん
や
わ
。
次
、
塾
の
模
試

あ
る
ん
や
ろ
。
怪
我
の
事
も
知
ら
ん
か
っ
た
み
た
い
や
し
。
ほ
ん
で
今
ち
ょ
っ
と
動
け
へ
ん
っ

て
状
況
話
し
て
さ
」 

千
尋
「
動
け
る
け
ど
」 

五
郎
「
ほ
ん
や
で
こ
っ
ち
で
模
試
テ
ス
ト
受
け
さ
せ
て
く
れ
ー
へ
ん
や
ろ
か
っ
て
相
談
し
た
ん
や
わ
」 

千
尋
「
そ
ん
な
事
し
な
く
て
い
い
か
ら
、
私
を
東
京
戻
し
て
よ
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
勉
強
と
か
無
理
だ

し
、
ほ
ん
と
」 

五
郎
「
そ
れ
が
ベ
ス
ト
や
ろ
う
け
ど
、
現
実
問
題
、
向
こ
う
で
そ
の
体
や
と
生
活
き
つ
い
や
ろ
、
ト
イ

レ
だ
っ
て
足
ま
げ
れ
ー
へ
ん
ぞ
。
こ
ん
な
直
立
不
動
で
」 

千
尋
「
い
い
か
ら
」 

五
郎
「
い
や
、
私
が
向
こ
う
で
付
き
添
う
の
も
し
ん
ど
い
し
。
寝
る
時
と
か
添
い
寝
に
な
る
し
。
お
前

の
寮
の
六
畳
一
間
に
」 

千
尋
「
だ
か
ら
一
人
で
大
丈
夫
だ
っ
て
ば
！
」 

五
郎
「
あ
、
そ
し
た
ら
、
学
校
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
か
で
誰
か
助
け
て
く
れ
る
子
お
ら
ん
の
？
と
に
か

く
世
話
し
て
く
れ
る
子
、
そ
う
い
う
子
お
る
ん
や
っ
た
ら
少
し
は
あ
れ
か
も
し
れ
ん
け
ど
」 

千
尋
「
学
校
の
友
達
は
無
理
。
試
験
直
前
だ
し
」 

五
郎
「
あ
、
そ
う
や
！
い
つ
も
点
数
競
い
合
っ
と
る
ラ
イ
バ
ル
お
る
と
か
言
っ
と
っ
た
や
ろ
、
そ
の
子

に
頼
め
ー
へ
ん
の
か
ね
？
」 

千
尋
「
だ
か
ら
無
理
だ
っ
て
」 

五
郎
「
無
理
や
な
い
や
ろ
、
だ
っ
て
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
な
ん
や
ろ
？
ま
し
て
や
ず
っ
と
競
い
あ
っ
と
っ
た

ラ
イ
バ
ル
な
ん
や
っ
た
ら
絶
対
寂
し
が
っ
と
る
や
ろ
う
し
。
も
し
あ
れ
や
っ
た
ら
私
か
ら
聞
い

た
っ
て
も
え
え
け
ど
」 

千
尋
「
い
い
よ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

ビ
ク
っ
と
す
る
父 

 

千
尋
「
・
・
・
私
が
聞
く
か
ら
」 

五
郎
「
ほ
ん
な
ら
聞
い
て
み
。
そ
れ
で
い
け
そ
う
な
ら
教
え
て
く
れ
り
ゃ
あ
え
え
で
。
・
・
ま
、
と
り

あ
え
ず
模
擬
テ
ス
ト
の
件
は
一
応
こ
っ
ち
で
も
調
整
し
と
く
で
。
な
」 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

五
郎
、
去
っ
て
い
く
。 

 

千
尋
「
・
・
・
・
・
」 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

ゆ
っ
く
り
と
照
明
、
チ
ェ
ン
ジ
。 



 
 
 
 

 
 
 
 
 

松
葉
杖
を
つ
く
千
尋
、
移
動
し
始
め
る
。 

 
シ
ー
ン
１
３ 

病
院
・
廊
下 

 
 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ 

ピ
ポ
パ
ポ
ピ
。
な
ど
と
公
衆
電
話
の
プ
ッ
シ
ュ
音
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

千
尋
、
一
つ
の
場
所
で
止
ま
る
と
ス
ポ
ッ
ト
へ
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

受
話
器
を
持
っ
て
い
る
マ
イ
ム
プ
ル
ル
ル
ル
、
プ
ル
ル
ル
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

と
い
う
音
と
同
時
に
、
別
の
場
所
に
も
う
ひ
と
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
。
そ
の
ス
ポ
ッ
ト

に
は
、
ラ
イ
バ
ル
、
英
子
。 

 

英
子
「
は
い
、
も
し
も
し
」 

千
尋
「
あ
・
・
も
し
も
し
英
子
、
え
っ
と
、
千
尋
だ
け
ど
・
・
元
気
？
」 

英
子
「
え
、
千
尋
！
？
大
丈
夫
？
」 

千
尋
「
え
、
あ
あ
、
ま
あ
、
大
丈
夫
だ
け
ど
」 

英
子
「
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
、
思
い
切
り
撥
ね
ら
れ
た
か
ら
さ
。
死
ん
だ
か
と
思
っ
た
よ
。
え
、
今
地
元

戻
っ
た
ん
で
し
ょ
？
」 

千
尋
「
え
、
何
で
知
っ
て
る
の
？
」 

英
子
「
聞
い
た
聞
い
た
、
先
生
。
け
ど
怪
我
と
か
大
丈
夫
な
ん
で
し
ょ
？
良
か
っ
た
じ
ゃ
ん
」 

千
尋
「
え
・
・
う
ん
、
ま
あ
」 

英
子
「
あ
、
そ
う
い
や
、
順
位
表
出
て
た
よ
。
誰
か
か
ら
聞
い
た
？
」 

千
尋
「
あ
、
順
位
と
か
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
け
ど
さ
」 

英
子
「
え
、
何
順
位
よ
り
大
事
な
事
？
」 

千
尋
「
え
っ
と
・
・
ま
あ
、
大
事
っ
て
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
」 

英
子
「
ご
め
ん
。
大
事
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
今
度
で
い
い
？
今
か
ら
塾
の
直
前
講
習
だ
か
ら
」 

千
尋
「
あ
・
・
そ
う
だ
よ
ね
」 

英
子
「
じ
ゃ
あ
ね
。
（
と
電
話
を
切
る
）」 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

プ
ー
プ
ー
プ
ー
。
英
子
の
照
明
（
ス
ポ
ッ
ト
）
か
ら
、
そ
の
場
所
全
体
明
か
り

に
。
そ
こ
は
、
ま
た
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
画
一
化
さ
れ
た
机
の
群
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
※
千
尋
の
場
所
は
、
依
然
ス
ポ
ッ
ト
の
ま
ま
） 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

英
子
に
近
寄
っ
て
く
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
。 

 

文
子
「
何
、
英
子
？
誰
か
ら
電
話
？
」 

英
子
「
千
尋
」 

文
子
「
千
尋
？
超
な
つ
か
し
い
ー
」 

倫
子
「
懐
か
し
い
っ
て
、
こ
な
い
だ
ま
で
一
緒
に
い
た
じ
ゃ
ん
」 



文
子
「
え
、
で
も
田
舎
に
ひ
っ
こ
ん
だ
ん
で
し
ょ
？
」 

数
子
「
ひ
っ
こ
ん
だ
っ
て
、
ウ
ケ
る
（
大
笑
い
）」 

文
子
「
だ
っ
て
実
質
そ
う
で
し
ょ
。
ま
だ
受
験
す
る
つ
も
り
な
の
？
」 

英
子
「
さ
あ
？
」 

数
子
「
さ
あ
っ
て
、
英
子
、
超
冷
た
い
。
同
じ
大
学
目
指
し
て
た
仲
間
で
し
ょ
？
」 

英
子
「
や
め
て
よ
お
、
別
に
仲
間
じ
ゃ
な
い
し
」 

全
員
「
わ
ー
は
ら
ぐ
ろ
ー
」 

英
子
「
だ
っ
て
え
」 

理
子
「
い
や
、
英
子
は
正
直
、
ざ
ま
あ
み
ろ
と
思
っ
て
ん
だ
よ
。
千
尋
い
な
く
な
っ
て
く
れ
て
。
ね
、

ラ
イ
バ
ル
減
っ
て
」 

英
子
「
そ
こ
ま
で
思
っ
て
な
い
よ
」 

理
子
「
だ
っ
て
言
っ
て
た
じ
ゃ
ん
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
千
尋
、
超
ウ
ザ
イ
っ
て
。
い
っ
つ
も
お
高
く
止
ま
っ

て
て
っ
て
」 

英
子
「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
？
そ
り
ゃ
う
ざ
か
っ
た
け
ど
ー
」 

文
子
「
ま
、
あ
の
事
故
は
運
命
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
ん
。」 

英
子
「
そ
、
ひ
と
り
脱
落
者
で
た
わ
け
だ
し
。
ラ
ッ
キ
ー
、
て
こ
と
で
」 

 
 
 
 

 
 

全
員
、
「
き
っ
つ
う
」
と
か
言
い
な
が
ら
、
笑
っ
て
る
。 

先
生
「
よ
ー
し
、
じ
ゃ
今
か
ら
直
前
講
習
始
め
る
ぞ
ー
」 

  
 
 
 

 
 

な
ど
と
先
生
が
や
っ
て
く
る
。 

 
 
 
 

 
 

や
が
て
、
そ
の
場
所
、
ひ
と
つ
の
空
席
に
ス
ポ
ッ
ト
へ
。 

 
 
 
 

 
 

そ
れ
は
千
尋
の
座
る
は
ず
の
席
。 

 

シ
ー
ン
１
４ 

病
院
（
ス
ポ
ッ
ト
） 

千
尋
「
・
・
・
・
脱
線
し
た
人
間
に
構
っ
て
る
暇
は
な
い
・
・
か
」 

 

● 

病
院
の
屋
上 

 
 

 
 

 
 

ギ
タ
ー
の
練
習
を
し
て
い
る
満
里
奈
が
映
し
出
さ
れ
る
。
（
ス
ポ
ッ
ト
）
奏
で
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
は
、
落
ち
込
ん
で
る
千
尋
（
ス
ポ
ッ
ト
）
の
心
情
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
。 

 

千
尋
の
独
白
「
そ
の
日
、
私
は
な
ぜ
だ
か
夢
を
見
た
。
何
度
も
見
た
夢
。
」 

 
 
 
 

 
 
 

ど
こ
か
ら
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
音
楽
が
聞
こ
え
出
す
。 

千
尋
の
独
白
「
・
・
・
忘
れ
も
し
な
い
。
母
が
出
て
行
っ
た
中
学
三
年
生
の
夏
・
・
」 

 

○
家
（
回
想
） 

 
 
 
 

 
 

ヒ
グ
ラ
シ
が
カ
ナ
カ
ナ
と
鳴
気
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
く 



 
 
 
 

 
 

（
以
下
、
遠
く
で
は
ラ
ン
ダ
ム
に
豆
腐
屋
の
チ
ャ
ル
メ
ラ
の
音
も
） 

 
 
 
 

 
 

そ
ん
な
音
と
と
も
ゆ
っ
く
り
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
照
明
へ
。
（
回
想
） 

 
 
 
 

 
 

舞
台
上
に
は
、
ち
ゃ
ぶ
台
。
登
場
す
る
父
。 

 

回
想
の
父
「
お
母
さ
ん
、
ご
飯
、
い
つ
ご
ろ
・
・
」 

  
 
 
 

 
 

母
は
い
な
い
。
聞
こ
え
る
の
は
、
蝉
の
声
ば
か
り 

 

回
想
の
父
「
お
母
さ
ん
？
」 

  
 
 
 

 
 

ち
ゃ
ぶ
台
に
置
か
れ
た
手
紙
を
拾
い
上
げ
、
広
げ
て
み
る 

 
 
 
 

 
 

表
情
が
曇
る
父
。 

 

声
（
千
尋
）
「
た
だ
い
ま
！
お
母
さ
ん
、
見
て
！
」 

 
 
 
 

 
 

と
、
帰
っ
て
く
る
千
尋
。
（
制
服
姿
） 

 
 
 
 

 
 

外
で
待
っ
て
る
ユ
ー
ヤ
。
一
緒
の
下
校
の
よ
う
だ
。 

 

千
尋
「
お
母
さ
ん
！
ほ
ら
！
１
０
０
点
取
っ
た
よ
！
見
て
！
」 

  
 
 
 

 
 

あ
ち
こ
ち
探
す
、
が
母
は
い
な
い
。 

 
 
 
 

 
 

突
っ
立
っ
て
る
父
を
見
て 

 

千
尋
「
あ
れ
、
お
母
さ
ん
は
？
」 

回
想
の
父
「（
置
き
手
紙
を
持
っ
た
ま
ま
）
ち
ょ
っ
と
出
か
け
る
ん
や
と
」 

千
尋
「
え
え
ー
、
せ
っ
か
く
喜
ば
せ
よ
う
と
思
っ
た
の
に
。
」 

回
想
の
父
「
何
や
、
テ
ス
ト
で
百
点
、
取
っ
た
ん
か
？
」 

千
尋
「
お
父
さ
ん
な
ん
か
見
せ
へ
ん
わ
！
ど
う
せ
当
た
り
前
や
っ
て
言
う
ん
や
ろ
！
頑
張
る
の
当
た
り

前
や
っ
て
！
中
卒
の
く
せ
に
何
で
も
当
た
り
前
や
と
思
わ
ん
と
い
て
よ
！
当
た
り
前
の
事
な

ん
か
こ
の
世
に
ひ
と
つ
も
な
い
で
！
」 

回
想
の
父
「
ご
め
ん
な
、
中
卒
で
・
・
」 

千
尋
「
も
う
い
い
わ
、
出
か
け
て
く
る
。
夕
食
、
ユ
ー
ヤ
ん
ち
で
お
呼
ば
れ
す
る
。
あ
、
満
点
取
っ
た

事
、
お
母
さ
ん
帰
っ
て
き
て
も
内
緒
に
し
と
っ
て
よ
、
私
が
見
せ
る
で
！
ね
！
」 

  
 
 
 

 
 

千
尋
、
ユ
ー
ヤ
と
一
緒
に
退
場
。 

 

回
想
の
父
「
・
・
・
・
・
」 



  
 
 
 

 
 

置
き
手
紙
を
破
り
捨
て
る
父
。 

 

千
尋
の
独
白
（
録
音
）
「
次
の
日
、
父
は
、
母
が
出
て
行
っ
た
事
に
つ
い
て
何
一
つ
話
し
て
は
く
れ
な

か
っ
た
。
次
の
日
も
、
ま
た
次
の
日
も
。
父
は
そ
う
し
て
昔
か
ら
何
か
問
題
が
あ
る
と
、
そ
れ
が
あ
た

か
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
。
そ
ん
な
不
甲
斐
な
い
父
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
母
が
愛
想
を

つ
か
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。【
ど
う
せ
中
卒
だ
か
ら
】
、
父
は
酔
っ
ぱ
ら
う
度
に
そ
う
自
分
を
卑
下
し

た
。
就
職
先
が
ず
っ
と
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
父
は
、
人
生
の
色
々
な
節
目
に
お
い
て
、
い
つ
も
何
か
を

諦
め
て
い
た
。
そ
れ
を
当
た
り
前
だ
と
割
り
切
っ
て
、
全
て
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
い
た
。
私
の
百
点

満
点
の
テ
ス
ト
用
紙
は
、
結
局
、
母
に
見
て
も
ら
う
事
も
な
く
、
押
し
入
れ
の
中
で
眠
っ
た
ま
ま
に
な

っ
た
。
」 

 
 
 
 

 
 

ゆ
っ
く
り
ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴
き
声
が
世
界
を
覆
い
尽
く
す
。 

 
 
 
 

 
 

や
が
て
病
院
の
照
明
へ
チ
ェ
ン
ジ
。 

 

千
尋
の
Ｎ
「
目
を
覚
ま
す
と
、
や
っ
ぱ
り
白
い
壁
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
ギ
プ
ス
で
固
定
さ
れ
た
ま
ま
の

足
を
見
て
い
る
う
ち
、
私
は
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。」 

  
 
 
 

 
 

千
尋
、
松
葉
杖
を
手
に
と
り
、
歩
き
出
す
。 

 

千
尋
の
Ｎ
「
一
刻
も
早
く
こ
こ
か
ら
出
よ
う
。
脱
線
し
た
場
所
か
ら
元
の
レ
ー
ル
に
戻
ろ
う
。
そ
の
一

心
で
松
葉
杖
を
手
に
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
た
」 

  
 

 
 

 
 

照
明
ク
ロ
ス
チ
ェ
ン
ジ
と
同
時
に
人
々
（
患
者
、
外
来
、
病
院
関
係
者
等
）
が
登
場
。

そ
こ
は
、
病
院
内
の
廊
下
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。 

  
 

 
 

 
 

別
の
場
所
に
照
明
。
（
※
千
尋
は
、
鮫
島
た
ち
の
会
話
の
間
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で

歩
く
） 

鮫
島
女
医
「
オ
ツ
ボ
ネ
さ
ん
」 

大
坪
看
護
師
「
大
坪
な
ん
で
す
け
ど
」 

鮫
島
女
医
「
千
尋
ち
ゃ
ん
、
自
分
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
始
め
と
る
み
た
い
や
ね
？
」 

大
坪
看
護
師
「
よ
っ
ぽ
ど
こ
っ
か
ら
出
た
い
ん
や
な
い
や
ろ
う
か
ね
」 

鮫
島
女
医
「
ま
、
え
え
事
や
わ
。
反
発
で
き
る
っ
て
の
は
気
力
が
残
っ
と
る
証
拠
や
で
。」 

大
坪
看
護
師
「
実
際
、
は
よ
出
れ
る
も
ん
で
す
か
ね
？
」 

鮫
島
女
医
「
さ
あ
、
ど
う
や
ろ
ね
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

鮫
島
と
大
坪
の
い
る
場
所
か
ら
、
再
び
千
尋
の
い
る
場
所
が
メ
イ
ン
に
。 



 
千
尋
の
独
白
「（
松
葉
杖
を
つ
き
な
が
ら
）
こ
ん
な
場
所
、
自
力
で
脱
出
し
て
み
せ
る
。
体
力
つ
け
て
。

松
葉
杖
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
し
て
。
絶
対
に
、
こ
ん
な
場
所
・
・
・
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

左
右
に
移
動
し
て
い
た
人
の
往
来
が
無
く
な
り
、
そ
の
向
こ
う
側
の
男
子
と
目
が

合
う
千
尋
、
ハ
ッ
と
し
た
表
情
。 

千
尋
「
・
・
・
・
・
（
ゆ
っ
く
り
と
メ
ガ
ネ
を
外
す
）」 

 
 
 
 

 
 
 
 

人
々
の
点
数
が
ス
っ
と
消
え
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
し
て
な
い
視
界
に
。
ユ
ー
ヤ
と
千

尋
、
対
面
。
少
し
距
離
が
あ
る
。 

ユ
ー
ヤ
「
・
・
・
や
あ
」 

千
尋
「
・
・
や
あ
・
・
」 

ユ
ー
ヤ
「
・
・
や
あ
」 

千
尋
「
・
・
や
あ
」 

  
 
 
 

 
 
 

遠
く
の
鮫
島
と
大
坪
。
ま
た
噂
話 

 

鮫
島
女
医
「
何
、
あ
の
二
人
。
さ
っ
き
か
ら
「
や
あ
」
し
か
言
っ
と
ら
へ
ん
け
ど
。」 

大
坪
看
護
師
「
あ
れ
、
鮫
島
先
生
、
ユ
ー
ヤ
く
ん
の
事
、
知
ら
な
い
で
す
か
。」 

鮫
島
女
医
「
あ
の
子
、
ユ
ー
ヤ
く
ん
っ
て
言
う
の
？
さ
す
が
オ
ツ
ボ
ネ
さ
ん
。
歩
く
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
」 

大
坪
看
護
師
「
浅
野
先
生
の
息
子
さ
ん
で
す
よ
、
た
し
か
」 

鮫
島
女
医
「
浅
野
先
生
っ
て
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
？
」 

大
坪
看
護
師
「
そ
う
、
ま
あ
、
頭
い
い
子
や
っ
た
ら
し
い
で
す
よ
、
昔
か
ら
。」 

鮫
島
女
医
「
そ
う
言
わ
れ
り
ゃ
ー
。
な
ん
か
医
者
の
息
子
っ
て
感
じ
す
る
ね
え
」 

大
坪
看
護
師
「
ほ
ん
で
千
尋
ち
ゃ
ん
と
秀
才
カ
ッ
プ
ル
や
っ
た
ん
や
わ
」 

鮫
島
女
医
「
え
、
あ
の
二
人
付
き
あ
っ
と
る
の
？
」 

大
坪
看
護
師
「
ま
あ
、
今
は
別
れ
た
み
た
い
や
け
ど
」 

鮫
島
女
医
「
な
る
ほ
ど
。
ほ
ん
で
、
あ
の
ぎ
こ
ち
な
さ
か
」 

大
坪
看
護
師
「
ま
、
ほ
ろ
苦
い
青
春
っ
て
感
じ
や
ね
」 

鮫
島
女
医
「
オ
ツ
ボ
ネ
さ
ん
に
は
無
縁
や
ね
」 

大
坪
看
護
師
「
・
・
・
・
ガ
ル
ル
ル
（
鮫
島
に
牙
を
向
く
）
」 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

鮫
島
達
の
照
明
が
消
え
る
。
（
鮫
島
た
ち
、
退
場
） 

 

シ
ー
ン
１
５ 

回
想 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

再
び
千
尋
と
ユ
ー
ヤ
の
い
る
場
所
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。 

 

千
尋
「
え
っ
と
・
・
今
、
何
や
っ
て
ん
の
？
」 

ユ
ー
ヤ
「
あ
、
今
？
今
ね
、
満
里
奈
の
付
き
添
い
さ
。
」 



千
尋
「
満
里
奈
の
付
き
沿
い
？
」 

ユ
ー
ヤ
「
そ
う
そ
う
。
今
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
検
査
受
け
取
る
ん
や
わ
。
検
査
っ
て
、
ほ
ら
、
ノ
ド
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
っ
て
い
う
か
。
年
中
歌
っ
と
る
や
ろ
。
ん
で
、
満
里
奈
、
ス
イ
ッ
チ
入
っ
た
ら

手
ー
抜
か
へ
ん
や
ろ
。
や
か
ら
時
々
ノ
ド
の
定
期
検
診
さ
せ
と
る
ん
や
わ
。」 

千
尋
「
あ
、
そ
っ
か
。
お
父
さ
ん
、
あ
れ
だ
も
ん
ね
」 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

奥
か
ら
看
護
師
と
一
緒
に
出
て
来
る
満
里
奈
と
美
咲
と
ト
ミ
コ
。 

 

耳
鼻
科
の
看
護
師
（
二
川
）
「
ま
あ
ま
あ
、
い
ち
い
ち
大
き
な
声
出
し
て
え
。
と
り
あ
え
ず
結
果
出
る

ま
で
大
声
出
さ
ん
よ
う
に
。
わ
か
っ
た
？
」 

満
里
奈
「
（
千
尋
に
気
づ
き
）
あ
れ
？
・
・
千
尋
！
（
と
、
大
声
を
出
し
、
千
尋
に
近
づ
く
）」 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

そ
の
声
に
ビ
ク
っ
と
す
る
千
尋
と
ユ
ー
ヤ
。 

 

二
川
看
護
師
「
だ
か
ら
大
声
出
し
た
ら
あ
か
ん
っ
て
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

美
咲
と
目
が
合
う
千
尋
と
ユ
ー
ヤ
。
目
を
そ
ら
す
。 

 

満
里
奈
「
な
ん
で
、
千
尋
、
こ
こ
に
お
る
の
！
？
あ
、
リ
ハ
ビ
リ
！
？
松
葉
杖
と
か
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
！
？
」 

ユ
ー
ヤ
「
こ
ら
、
満
里
奈
、
声
出
し
た
あ
か
ん
て
！
」 

満
里
奈
「
な
に
い
、
声
出
し
た
あ
か
ん
っ
て
、
一
切
し
ゃ
べ
る
な
っ
て
事
？
」 

ユ
ー
ヤ
「
結
局
声
帯
っ
て
の
は
休
ま
せ
る
し
か
治
す
方
法
な
い
ん
や
で
。
こ
う
や
っ
て
し
ゃ
べ
っ
と
る

間
に
も
声
帯
は
常
に
使
っ
と
る
わ
け
や
し
。
だ
か
ら
完
全
に
お
口
チ
ャ
ッ
ク
。
わ
か
っ

た
！
？
」 

満
里
奈
「
オ
ッ
ケ
ー
！
」 

ユ
ー
ヤ
「
だ
か
ら
し
ゃ
べ
っ
た
ら
あ
か
ん
っ
て
ば
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

口
を
塞
ご
う
と
す
る
と
、
満
里
奈
、
逃
げ
る
。
追
い
か
け
る
ユ
ー
ヤ
。 

 

ユ
ー
ヤ
「
こ
ら
、
満
里
奈
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

美
咲
、
ト
ミ
コ
、
千
尋
だ
け
に
な
る
。 

 

ト
ミ
コ
「
（
二
人
を
交
互
に
見
て
）
あ
、
や
べ
！
」 

美
咲
「
何
が
？
」 



ト
ミ
コ
「
あ
、
い
や
、
別
に
や
ば
か
な
い
か
。
は
は
。
な
ん
て
い
う
か
、
え
ー
っ
と
・
・
（
思
い
出
し

た
か
の
よ
う
に
）
あ
、
本
堂
の
掃
除
せ
な
。
な
ん
ま
い
だ
ー
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

ト
ミ
コ
も
退
場
。
美
咲
と
千
尋
だ
け
に
な
る
。 

 

美
咲
「
何
、
ト
ミ
コ
、
変
な
の
」 

千
尋
「
も
と
か
ら
変
で
し
ょ
」 

美
咲
「
は
は
、
そ
っ
か
。
・
・
勉
強
、
は
か
ど
っ
と
る
？
」 

千
尋
「
お
か
げ
さ
ま
で
」 

美
咲
「
ま
さ
か
こ
の
階
に
チ
ー
が
降
り
て
来
る
と
は
思
わ
へ
ん
か
っ
た
わ
。
い
や
、
み
ん
な
で
話
し
と

っ
て
さ
あ
。
試
験
近
い
ら
し
い
で
、
今
日
は
チ
ー
の
病
室
行
く
の
控
え
と
こ
か
っ
て
」 

千
尋
「
へ
え
」 

美
咲
「
あ
、
満
里
奈
な
ら
大
丈
夫
や
よ
。
た
だ
ほ
ら
、
満
里
奈
、
特
に
今
回
の
大
会
に
命
か
け
と
る
で 
 
 
 

 
 
 

さ
あ
。
最
終
的
な
声
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
し
と
か
ん
と
さ
。
」 

千
尋
「
そ
っ
か
。」 

美
咲
「
ま
、
千
尋
の
受
験
と
比
べ
た
ら
、
そ
ん
な
大
し
た
あ
れ
や
な
い
か
も
し
れ
へ
ん
け
ど
、
う
ち
ら

に
と
っ
ち
ゃ
一
世
一
代
の
イ
ベ
ン
ト
や
で
、
全
力
で
頑
張
ら
ん
と
さ
。」 

千
尋
「
・
・
・
・
」 

美
咲
「
あ
、
頑
張
る
っ
て
言
葉
、
あ
れ
や
ね
。
千
尋
の
お
じ
さ
ん
に
聞
か
れ
た
ら
怒
ら
れ
る
ね
。」 

千
尋
「
な
ん
で
？
」 

美
咲
「
ほ
ら
、
文
化
祭
の
時
さ
、
千
尋
の
お
じ
さ
ん
に
見
送
っ
て
っ
て
も
ら
っ
た
や
ん
か
。
あ
の
時
、

う
ち
ら
絶
対
頑
張
る
で
っ
て
言
っ
た
ら
さ
、
頑
張
る
の
は
当
た
り
前
、
て
怒
ら
れ
た
や
ろ
？
」 

千
尋
「
あ
の
人
、
口
だ
け
は
達
者
だ
か
ら
」 

美
咲
「
け
ど
、
な
ん
か
残
っ
と
る
の
よ
ね
、
あ
の
言
葉
。
頑
張
る
の
は
当
た
り
前
で
、
結
果
を
出
さ
な

意
味
な
い
っ
て
」 

千
尋
「
聞
き
流
し
て
い
い
と
思
う
け
ど
」 

美
咲
「
い
や
、
聞
き
流
せ
ー
へ
ん
よ
。
私
、
ほ
ん
と
何
も
な
い
で
さ
。
ほ
ら
、
満
里
奈
は
昔
か
ら
歌
う

ま
い
で
そ
っ
ち
の
道
で
行
き
た
い
っ
て
思
っ
と
っ
た
や
ろ
。
ト
ミ
コ
は
ト
ミ
コ
で
、
な
ん
だ
か

ん
だ
で
将
来
は
実
家
の
お
寺
つ
ぐ
っ
て
決
め
と
る
し
。
で
、
チ
ー
は
、
な
ん
か
中
三
ぐ
ら
い
か

ら
急
に
ウ
サ
ギ
み
た
い
に
な
っ
た
し
。」 

千
尋
「
う
さ
ぎ
？
」 

美
咲
「
そ
う
、
私
が
カ
メ
で
、
チ
ー
は
ウ
サ
ギ
。
だ
っ
て
ほ
ら
、
チ
ー
、
進
学
校
行
く
っ
て
言
い
出
し

た
の
も
急
や
っ
た
や
ろ
。
い
や
、
う
ち
ら
の
知
ら
ん
所
で
ず
っ
と
準
備
し
と
っ
た
ん
や
ろ
う
け

ど
、
な
ん
か
、
よ
ー
い
ド
ン
で
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
っ
て
、
も
う
全
然
追
い
つ
け
ー
へ
ん
よ

う
に
な
っ
た
気
が
し
て
。
だ
か
ら
、
あ
の
、
だ
か
ら
私
だ
け
何
も
あ
ら
へ
ん
な
あ
っ
て
。
文
化

祭
終
わ
っ
て
バ
ン
ド
も
無
く
な
っ
た
ら
、
な
ー
ん
も
な
く
な
っ
て
ま
っ
た
な
ー
っ
て
。
」 



千
尋
「
そ
れ
で
ま
た
再
結
成
し
よ
っ
て
？
」 

美
咲
「
今
ま
で
の
人
生
ん
中
で
、
一
番
楽
し
か
っ
た
事
っ
て
何
や
っ
た
ん
た
ん
や
ろ
う
っ
て
考
え
て
さ
。

そ
し
た
ら
や
っ
ぱ
み
ん
な
で
音
楽
し
と
る
時
が
一
番
楽
し
い
な
っ
て
思
っ
て
。
ほ
ん
で
ち
ょ
う

ど
私
の
誕
生
日
近
く
て
、
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
そ
の
時
に 

【
も
う
一
回
バ
ン
ド
や
ら
へ
ん
】

っ
て
呼
び
か
け
た
の
、
そ
し
た
ら
聞
い
て
！
二
人
と
も
同
じ
事
言
お
う
と
思
っ
と
っ
た
ん
や
て
、

そ
の
時
！
と
り
あ
え
ず
小
躍
り
し
た
よ
ね
！
」 

千
尋
「
そ
っ
か
。
じ
ゃ
あ
大
会
、
頑
張
っ
て
」 

美
咲
「
あ
！
」 

千
尋
「
え
？
」 

美
咲
「
だ
か
ら
頑
張
る
の
は
当
た
り
前
や
て
。
親
父
さ
ん
に
怒
ら
れ
る
よ
、
そ
の
言
葉
」 

千
尋
「
（
頷
い
て
か
ら
）・
・
じ
ゃ
そ
ろ
そ
ろ
病
室
戻
る
わ
。」 

  
 
 
 

 
 
 

と
、
千
尋
、
松
葉
杖
を
使
い
歩
き
出
す
。 

 

美
咲
「
あ
、
そ
う
や
！
そ
う
い
や
、
千
尋
の
番
号
、
変
わ
っ
た
？
」 

千
尋
「
え
」 

美
咲
「
な
ん
か
電
話
し
て
も
繋
が
ら
へ
ん
で
さ
あ
」 

千
尋
「
あ
あ
」 

美
咲
「
番
号
教
え
て
。
（
と
携
帯
を
取
り
出
し
）
登
録
し
な
お
す
で
」 

千
尋
「
・
・
持
っ
て
な
い
ん
だ
。
」 

美
咲
「
え
」 

千
尋
「
携
帯
無
く
し
ち
ゃ
っ
て
さ
、
そ
れ
以
来
持
っ
て
な
く
て
」 

美
咲
「
・
・
そ
っ
か
。
ほ
ん
な
ら
ま
た
手
紙
に
し
よ
か
な
」 

 
 
 
 

 
 

と
微
笑
む
美
咲
。
千
尋
、
松
葉
杖
で
歩
き
出
す
。
ゆ
っ
く
り
と
照
明
代
わ
っ
て
い
く
。 

 
 
 
 

 
 

（
美
咲
、
一
人
ス
ポ
ッ
ト
。
千
尋
の
去
っ
て
い
た
方
向
を
見
る
） 

 

 
 
 
 

 
 

そ
の
間
に
、
場
面
が
病
室
へ
と
戻
っ
て
行
く 

 

 
 
 
 

 
 

や
が
て
、
寂
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
美
咲
、
退
場
。 

  
 
 
 

 
 

暗
が
り
。
千
尋
の
ベ
ッ
ド
の
み
が
照
明
。 

 
 
 
 

 
 

浮
か
び
上
が
る
千
尋
。 

 

千
尋
の
独
白
「
真
夜
中
の
静
寂
。
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
が
守
ら
れ
る
こ
の
し
じ
ま
に
、
私
は
よ
う
や
く

問
題
集
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
」 

  
 
 
 

 
 

メ
ガ
ネ
を
か
け
る
。
周
り
で
寝
て
い
る
ベ
ッ
ド
の
上
に
ス
ー
ッ
と
浮
か
び
上
が
る
点
数
。 

 



千
尋
の
独
白
「
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と
浮
か
び
上
が
る
点
数
。
」 

  
 
 
 

 
 

千
尋
、
問
題
集
に
何
か
を
書
き
込
む 

 

千
尋
「
答
え
を
書
き
込
み
、
正
解
で
あ
れ
ば
加
算
さ
れ
る
点
数
。
不
正
解
で
あ
れ
ば
、
答
え
を
書
き
直

す
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ら
別
の
番
号
に
塗
り
つ
ぶ
す
。
点
数
が
加
算
さ
れ
る
ま
で
。
何
度
も
や

り
直
す
事
が
出
来
る
。
・
・
・
こ
の
静
寂
の
中
、
今
更
な
が
ら
気
づ
い
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
こ
の

能
力
、
も
の
す
ご
い
！
本
当
、
今
更
だ
け
ど
、
気
味
悪
か
っ
た
か
ら
若
干
避
け
て
た
け
ど
、
こ

の
能
力
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
先
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
も
絶
対
な
い
し
、
ま
し
て
マ
ー
ク
シ
ー
ト
な

ら
全
問
正
解
確
実
だ
し
！
す
ご
い
よ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

ゆ
っ
く
り
と
登
場
す
る
昔
の
ラ
イ
バ
ル
達
。
規
則
正
し
い
動
き
の
生
徒
た
ち
が
織
り

な
す
世
界 

 

千
尋
の
独
白
「
私
は
脱
線
し
た
。
だ
け
ど
ま
だ
戦
え
る
。」 

  
 
 
 

 
 
 

そ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
へ
入
っ
て
い
く
千
尋
。
機
械
の
一
部
の
よ
う
に
。
パ
ジ
ャ
マ
っ

ぽ
い
病
院
服
か
ら
制
服
姿
へ
。
一
瞬
の
早
着
替
え
。 

 

千
尋
の
独
白
「
戦
え
る
。
戦
お
う
。
こ
の
能
力
は
外
れ
ク
ジ
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
、
神
様
が
与
え
て
く
れ

た
一
発
逆
転
の
能
力
な
ん
だ
。」 

  
 
 
 

 
 
 

制
服
を
着
た
女
子
が
一
斉
に
退
場
。 

 
 
 
 

 
 
 

派
手
だ
っ
た
照
明
は
、
再
び
朝
の
病
院
の
照
明
に
切
り
替
る
、 

 
 
 
 

 
 
 

朝
を
告
げ
る
音
。 

 

シ
ー
ン
１
６ 

病
院
・
大
部
屋
（
次
の
日
） 

大
坪
看
護
師
「
は
ー
い
、
朝
や
よ
ー
、
起
き
て
ー
」 

  
 
 
 

 
 
 

カ
ー
テ
ン
を
ブ
ワ
ー
っ
と
開
け
る
ナ
ー
ス
。 

 
 
 
 

 
 
 

薄
暗
い
部
屋
に
光
が
差
し
込
ま
れ
る
。 

 

大
坪
看
護
師
「
あ
ら
、
千
尋
ち
ゃ
ん
、
起
き
と
っ
た
？
」 

千
尋
「
は
い
、
着
替
え
も
終
わ
り
ま
し
た
。」 

大
坪
看
護
師
「
い
や
、
さ
っ
き
お
姉
ち
ゃ
ん
と
美
咲
ち
ゃ
ん
が
こ
こ
来
と
っ
た
時
は
ま
だ
寝
と
っ
た
で

さ
。
ほ
ん
で
き
っ
と
夜
遅
く
ま
で
勉
強
し
と
っ
た
ん
や
ろ
う
ね
、
な
ん
て
話
し
と
っ
た



ん
や
て
。
ど
う
、
調
子
は
？
眠
な
い
？
」 

千
尋
「
全
然
、
問
題
な
い
で
す
」 

大
坪
看
護
師
「
な
ん
か
今
日
は
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
顔
し
と
る
ね
え
。
え
え
点
と
れ
そ
う
か
ね
」 

千
尋
「
問
題
な
い
で
す
。
模
試
会
場
ま
で
３
０
分
も
か
か
ん
な
い
で
す
よ
ね
」 

大
坪
看
護
師
「
米
山
小
学
校
ん
と
こ
の
公
民
館
や
ろ
？
ま
、
車
や
っ
た
ら
す
ぐ
や
わ
。
お
じ
さ
ん
も
も

う
下
に
車
止
め
て
待
っ
と
る
と
思
う
け
ど
。
あ
れ
？
お
姉
ち
ゃ
ん
ら
、
ど
こ
行
っ
て
ま

っ
た
ん
や
ろ
。
準
備
大
丈
夫
？
」 

千
尋
「
は
い
」 

大
坪
看
護
師
「
あ
、
そ
う
や
、
松
葉
杖
。
昨
日
よ
り
使
い
や
す
く
な
っ
と
る
と
思
う
よ
、
長
さ
変
え
と

い
た
で
。」 

  
 
 
 

 
 
 

松
葉
杖
を
受
け
取
る
千
尋
。
が
、
何
か
を
探
す 

 

大
坪
看
護
師
「
ど
う
し
た
の
？
」 

千
尋
「
メ
ガ
ネ
・
・
」 

大
坪
看
護
師
「
メ
ガ
ネ
？
」 

千
尋
「
あ
れ
？
・
・
あ
れ
？
」 

大
坪
看
護
師
「
何
処
置
い
た
か
覚
え
と
ら
へ
ん
の
？
」 

千
尋
「
（
焦
っ
て
る
）
え
！
？
何
で
！
？
・
・
確
か
に
こ
こ
に
・
・
い
て
て
」 

大
坪
看
護
師
「
こ
っ
ち
で
探
す
で
。
ほ
ら
、
無
理
し
た
ら
あ
か
ん
て
！
」 

千
尋
「
え
！
ど
こ
！
？
ど
こ
！
？
（
必
死
）」 

大
坪
看
護
師
「
そ
ん
な
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
目
ー
悪
い
わ
け
や
な
い
ん
や
ろ
？
最
悪
メ
ガ
ネ
な
く
た
っ
て
」 

千
尋
「
（
ぶ
ち
切
れ
て
）
ダ
メ
な
ん
で
す
、
メ
ガ
ネ
が
な
い
と
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

看
護
師
の
忠
告
も
聞
か
ず
、
必
死
で
探
し
て
る
千
尋 

 

遠
く
の
声
（
夏
子
）
「
千
尋
」 

  
 
 
 

 
 
 

遠
く
で
夏
子
の
声
が
し
て
振
り
向
く
千
尋
。
夏
子
と
一
緒
に
美
咲
も
登
場
。 

 

夏
子
「
お
、
起
き
た
？
も
う
行
け
る
？
あ
れ
、
何
や
っ
と
る
の
？
探
し
物
？
」 

  
 
 
 

 
 
 

夏
子
と
美
咲
、
一
緒
に
探
そ
う
と
試
み
る
。 

 

美
咲
「
何
？
何
が
な
い
の
？
」 

夏
子
「
メ
ガ
ネ
か
け
て
探
し
ゃ
ー
よ
。
は
い
（
と
メ
ガ
ネ
を
千
尋
に
見
せ
る
）」 



千
尋
「
・
・
・
（
唖
然
と
し
た
表
情
）」 

  
 
 
 

 
 
 

美
咲
や
看
護
師
は
未
だ
何
か
を
探
し
て
る
。 

 

夏
子
「
ほ
ら
、
何
ぼ
ー
っ
と
し
と
る
の
、
探
し
も
の
あ
る
ん
や
ろ
。
こ
れ
ネ
ジ
が
緩
ん
ど
っ
た
で
、
ほ

ん
で
今
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
ド
ラ
イ
バ
ー
借
り
て
直
し
と
っ
た
ん
や
わ
。
直
し
と
っ
た
っ
て
い

う
か
、
全
部
美
咲
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
く
れ
た
ん
や
け
ど
。
な
、
美
咲
ち
ゃ
ん
」 

美
咲
「
は
は
。
こ
ん
な
事
ぐ
ら
い
し
か
出
来
へ
ん
で
さ
あ
」 

 

千
尋
「
こ
れ
を
探
し
て
た
の
！
（
見
せ
ら
れ
た
メ
ガ
ネ
を
素
早
く
奪
う
）
」 

夏
子
「
ち
ょ
！
何
、
そ
の
取
り
方
！
」 

千
尋
「
帰
っ
て
よ
！
」 

夏
子
「
な
、
何
や
ね
急
に
」 

千
尋
「
帰
っ
て
っ
て
ば
！
」 

大
坪
看
護
師
「
ち
ょ
っ
と
千
尋
ち
ゃ
ん
、
落
ち
着
か
な
」 

千
尋
「
出
て
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ
！
出
て
っ
て
！
」 

  
 
 
 

 
 

美
咲
、
泣
き
そ
う
に
な
り
、
ダ
ッ
シ
ュ
で
去
っ
て
い
く
。 

 
 
 
 

 
 

大
坪
看
護
師
た
ち
も
美
咲
に
付
い
て
去
る
。 

 

夏
子
「
・
・
何
そ
の
態
度
、
せ
っ
か
く
メ
ガ
ネ
直
し
て
く
れ
た
ん
や
よ
。
あ
り
が
と
の
一
言
ぐ
ら
い
」 

千
尋
「
誰
も
頼
ん
で
な
い
し
、
オ
ネ
エ
も
何
な
の
！
出
て
っ
て
よ
」 

夏
子
「
あ
っ
そ
、
わ
ざ
わ
ざ
迎
え
に
来
た
っ
た
の
に
。
ほ
ん
な
ら
試
験
会
場
、
勝
手
に
自
分
で
行
き
ゃ

ー
え
え
わ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

夏
子
、
去
ろ
う
と
す
る
。 

 

千
尋
「
あ
、
ち
ょ
、
ち
ょ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

千
尋
、
思
わ
ず
止
め
よ
う
と
身
を
起
こ
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

と
足
が
も
つ
れ
て
倒
れ
、
足
を
痛
め
る
千
尋
。 

 

千
尋
「
い
っ
た
あ
あ
あ
あ
！
も
う
う
う
何
な
の
、
み
ん
な
！
」 

夏
子
「
（
呆
れ
て
戻
っ
て
来
る
）
あ
ん
た
、
ア
ホ
や
な
い
の
（
と
手
を
貸
す
）
ほ
ら
」 

千
尋
「
触
ん
な
い
で
、
ア
ホ
が
移
る
！
も
う
低
レ
ベ
ル
な
人
間
ば
っ
か
！
あ
あ
あ
、
も
う
う
吐
き
気
が

す
る
！
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
が
、
足
が
痛
く
て
立
て
な
い
千
尋 



夏
子
「
（
大
き
な
溜
め
息
を
つ
き
）・
・
東
京
行
っ
て
少
し
は
成
長
し
た
か
と
思
っ
た
け
ど
。
わ
が
ま
ま

な
お
姫
様
の
ま
ま
や
な
」 

千
尋
「
（
座
っ
た
ま
ま
）
お
姉
は
何
も
知
ら
な
い
か
ら
で
し
ょ
！
美
咲
は
ね
、
私
か
ら
ユ
ー
ヤ
横
取
り

し
て
、
で
、
見
た
、
あ
の
バ
カ
面
。
平
気
な
顔
し
て
、
あ
ー
や
っ
て
今
も
逢
っ
て
る
ん
だ
よ
！
」 

夏
子
「
勝
手
に
過
去
を
美
化
す
る
の
や
め
や
ー
よ
。
あ
ん
た
が
ユ
ー
ヤ
君
に
フ
ラ
れ
た
だ
け
や
ろ
？
」 

千
尋
「
・
・
え
」 

夏
子
「
あ
の
二
人
が
付
き
合
っ
た
の
だ
っ
て
、
あ
ん
た
と
別
れ
た
後
や
ん
。」 

千
尋
「
・
・
誰
か
ら
聞
い
た
の
？
」 

夏
子
「
田
舎
舐
め
ん
な
。
情
報
筒
抜
け
や
わ
。
」 

千
尋
「
何
な
の
、
こ
こ
」 

夏
子
「
だ
い
た
い
あ
ん
た
今
、
彼
氏
横
取
り
っ
て
言
っ
た
け
ど
な
、
ず
っ
と
前
か
ら
美
咲
ち
ゃ
ん
が
ユ

ー
ヤ
く
ん
好
き
な
の
知
っ
と
っ
た
や
ろ
。
そ
れ
知
っ
て
て
横
取
り
し
た
の
あ
ん
た
や
ん
。
ス
テ

ー
タ
ス
っ
て
い
う
か
さ
、
ユ
ー
ヤ
く
ん
、
一
番
頭
よ
か
っ
た
か
ら
。
あ
ん
た
、
昔
か
ら
人
を
得

点
で
し
か
見
と
ら
へ
ん
て
か
っ
た
で
」 

千
尋
「
何
が
言
い
た
い
の
？
」 

夏
子
「
ユ
ー
ヤ
く
ん
に
告
白
さ
れ
た
時
、
美
咲
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
と
の
友
情
関
係
と
か
す
っ
ご
い
気
に

し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
私
に
相
談
し
て
き
た
ん
や
よ
。
け
ど
、
私
、
言
っ
た
っ
た
わ
。
別
に
千
尋
な

ん
か
関
係
あ
ら
へ
ん
て
。
好
き
な
ら
好
き
で
付
き
合
っ
た
ら
え
え
っ
て
。
も
う
我
慢
せ
ん
で
も

え
え
っ
て
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

五
郎
、
登
場
。 

 

五
郎
「
お
い
、
何
や
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
大
声
出
し
て
。
他
の
患
者
さ
ん
ド
ン
び
き
や
ぞ
」 

夏
子
「
（
五
郎
を
無
視
し
て
千
尋
に
）
む
し
ろ
私
、
美
咲
ち
ゃ
ん
に
同
情
す
る
わ
。
あ
ん
た
と
ユ
ー
ヤ

く
ん
が
一
緒
に
お
っ
た
時
、
ど
ん
な
気
持
ち
や
っ
た
ん
や
ろ
う
っ
て
。
私
が
美
咲
ち
ゃ
ん
の
立
場

や
っ
た
ら
、
絶
対
あ
ん
た
ぶ
っ
飛
ば
し
て
、
病
院
送
り
に
し
と
る
て
！
」 

五
郎
「
夏
子
！
こ
こ
病
院
！
」 

千
尋
「
何
な
の
、
ク
ソ
オ
ネ
エ
！
死
ん
で
！
死
ん
だ
ら
い
い
！
」 

五
郎
「
お
ー
い
！
ビ
ョ
ー
イ
ー
ン
！
」 

千
尋
「
何
な
の
、
こ
の
ク
ソ
田
舎
！
だ
か
ら
こ
ん
な
と
こ
嫌
な
ん
だ
よ
」 

夏
子
「
そ
ん
な
嫌
な
ら
、
は
よ
出
て
き
ゃ
ー
よ
、
勝
手
に
。
そ
の
代
わ
り
全
部
一
人
で
や
り
！
仕
送
り

も
ス
ト
ッ
プ
！
決
定
！
」 

千
尋
「
そ
ん
な
の
無
理
に
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
！
」 

夏
子
「
何
甘
い
事
言
う
て
ん
の
、
バ
イ
ト
し
な
が
ら
勉
強
し
と
る
子
な
ん
て
い
く
ら
で
も
お
る
や
ろ
！

あ
ん
た
、
お
金
か
か
り
す
ぎ
な
ん
や
わ
！
東
京
の
生
活
費
と
か
ど
っ
か
ら
お
金
ひ
ね
り
出
し
て

る
と
思
っ
と
ん
の
！
あ
ん
た
の
せ
い
で
う
ち
の
国
家
は
超
財
政
難
よ
！
過
激
派
か
、
あ
ん
た
！



家
庭
内
無
差
別
テ
ロ
か
！
」 

五
郎
「
お
前
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
は
ど
っ
か
ら
出
て
く
る
ん
だ
。」 

夏
子
「
お
父
さ
ん
、
千
尋
に
甘
過
ぎ
な
ん
や
て
。
こ
う
い
う
人
間
は
、
死
に
際
ま
で
自
己
採
点
と
か
す

る
ん
や
で
、
私
の
人
生
、
何
点
や
っ
た
ん
や
ろ
う
っ
て
。
自
分
の
点
数
の
事
し
か
考
え
と
ら
へ

ん
の
や
で
。
ほ
ん
で
青
春
過
ぎ
て
年
と
っ
て
、
結
局
周
り
に
誰
も
お
ら
ん
く
な
っ
て
よ
う
や
く

気
づ
く
ん
や
て
。
自
分
が
間
違
っ
と
っ
た
っ
て
。
そ
の
時
思
い
知
ら
せ
た
り
ゃ
あ
え
え
ん
や
わ
」 

五
郎
「
夏
子
、
わ
か
っ
た
で
！
落
ち
着
き
ゃ
ー
っ
て
」 

夏
子
「
（
だ
ん
だ
ん
怒
り
か
ら
泣
き
に
変
わ
っ
て
い
き
）
あ
ん
た
の
入
院
代
だ
っ
て
誰
が
出
し
と
る
と

思
っ
と
る
ん
や
て
。
あ
ん
た
、
お
父
さ
ん
に
一
回
も
お
礼
し
た
事
な
い
や
ろ
。
お
父
さ
ん
、
可

哀
想
す
ぎ
や
で
。
い
っ
つ
も
靴
下
穴
あ
き
で
、
い
っ
つ
も
賞
味
期
限
切
れ
た
も
の
食
べ
て
、
い

っ
つ
も
下
痢
し
て
・
・
し
ょ
ぼ
す
ぎ
や
ろ
。
お
父
さ
ん
、
し
ょ
ぼ
く
れ
お
っ
さ
ん
な
ん
て
、
私
、

悔
し
く
て
・
・
・
そ
れ
で
も
や
で
、
そ
ん
な
し
ょ
ぼ
く
れ
お
っ
さ
ん
が
や
で
、
あ
ん
た
が
こ
こ

に
運
ば
れ
た
時
、
何
て
言
っ
た
と
思
う
？
こ
の
子
受
験
生
な
ん
で
個
室
に
し
た
っ
て
く
れ
へ
ん

や
ろ
か
っ
て
、
そ
う
言
っ
た
ん
や
で
。
一
番
高
い
部
屋
で
も
え
え
ん
で
、
結
局
満
室
で
却
下
さ

れ
た
け
ど
、
お
父
さ
ん
土
下
座
ま
で
し
た
ん
や
で
。
考
え
た
事
あ
ん
の
、
そ
の
気
持
ち
？
あ
ん

た
の
た
め
に
毎
日
、
春
日
神
社
に
合
格
祈
願
し
と
る
お
っ
さ
ん
の
気
持
ち
、
考
え
た
事
あ
ん
の

っ
て
！
？
」 

 
 
 
 

 
 
 

五
郎
、
泣
き
崩
れ
そ
う
な
夏
子
の
肩
を
抱
こ
う
と
す
る 

 
 
 
 

 
 
 

が
、
夏
子
、
涙
を
こ
ら
え
ダ
ッ
シ
ュ
で
去
っ
て
い
く
。 

 
 
 
 

 
 
 

気
ま
ず
い
空
気
が
流
れ
る
。 

五
郎
「
は
は
、
相
変
わ
ら
ず
瞬
間
湯
沸
か
し
器
や
ろ
、
夏
子
も
。
な
。」 

千
尋
「
・
・
・
・
」 

五
郎
「
あ
れ
じ
ゃ
嫁
の
貰
い
手
も
な
い
と
思
う
や
ろ
？
け
ど
な
、
こ
な
い
だ
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
た
ん
や

っ
て
。
し
か
も
年
下
の
男
に
。
ウ
ケ
る
や
ろ
？
」 

千
尋
「
・
・
・
・
・
」 

五
郎
「
・
・
悪
い
な
、
試
験
前
に
。」 

千
尋
「
（
泣
き
そ
う
）
・
・
何
で
父
さ
ん
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
？
お
か
し
く
な
い
？
」 

五
郎
「
あ
い
つ
も
お
前
と
一
緒
で
さ
、
よ
う
勉
強
出
来
る
子
や
っ
た
で
」 

千
尋
「
一
緒
に
し
な
い
で
」 

五
郎
「
一
緒
や
て
・
・
・
お
母
さ
ん
出
て
っ
て
ま
っ
た
時
、
ち
ょ
う
ど
今
の
お
前
と
同
じ
受
験
生
や
っ

た
で
。
」 

千
尋
「
・
・
・
」 

五
郎
「
夏
子
、
そ
れ
で
結
局
、
上
京
諦
め
て
、
こ
っ
ち
で
色
々
世
話
し
て
く
れ
た
で
。
ほ
ん
や
で
実
質
、

千
尋
に
夢
託
し
た
と
こ
ろ
あ
る
と
思
う
の
よ
な
。」 

千
尋
「
・
・
・
・
」 

五
郎
「
ま
、
出
発
し
よ
か
。
」 



 
 
 
 

 
 
 
 

五
郎
、
去
っ
て
い
く
。
千
尋
の
ス
ポ
ッ
ト
に
、
照
明
チ
ェ
ン
ジ 

 
千
尋
の
独
白
「
私
は
悔
し
か
っ
た
。
何
も
言
い
返
せ
な
か
っ
た
自
分
が
溜
ま
ら
な
く
悔
し
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
父
は
、
そ
ん
な
私
を
車
で
模
試
会
場
ま
で
運
び
、
私
は
テ
ス
ト
を
受
け
た
。
マ
ー

ク
シ
ー
ト
は
例
に
よ
っ
て
完
璧
だ
っ
た
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
の
答
え
を
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
な

が
ら
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
昔
言
っ
て
た
言
葉
を
な
ぜ
か
思
い
出
し
た
。
」 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

別
の
場
所
に
ス
ポ
ッ
ト
。
※
回
想
の
夏
子 

 

回
想
の
夏
子
「
私
は
ね
、
未
だ
に
わ
か
ら
ん
の
や
て
。
ど
う
し
て
お
母
さ
ん
が
家
を
出
て
っ
て
ま
っ
た

ん
や
ろ
っ
て
。
」 

千
尋
の
独
白
「
う
ち
ら
の
前
じ
ゃ
夫
婦
喧
嘩
す
ら
し
な
か
っ
た
お
母
さ
ん
。
幸
せ
そ
う
な
夫
婦
演
じ
て
、

１
０
０
点
満
点
の
よ
う
な
夫
婦
演
じ
て
、
母
さ
ん
は
心
の
奥
で
何
を
考
え
て
た
ん
だ
ろ

う
。
ど
ん
な
顔
で
、
「
さ
よ
う
な
ら
」
の
置
き
手
紙
を
残
し
、
家
を
出
た
の
だ
ろ
う
。」 

回
想
の
夏
子
「
世
の
中
っ
て
さ
、
知
っ
と
る
事
よ
り
知
ら
ん
事
の
方
が
多
い
や
ろ
。
だ
か
ら
、
千
尋
、

あ
ん
た
ち
ゃ
ん
と
勉
強
せ
な
あ
か
ん
よ
」 

千
尋
の
独
白
「
今
、
思
え
ば
、
あ
の
時
、
私
に
何
か
を
託
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
」 

回
想
の
夏
子
「
ホ
ン
ト
謎
や
よ
な
。
ど
う
し
て
、
昔
の
エ
ジ
プ
ト
人
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ん
て
作
っ
た
ん

や
ろ
う
、
と
か
さ
。
ど
う
し
て
、
い
つ
ま
で
も
中
東
じ
ゃ
戦
争
は
終
わ
ら
へ
ん
の
や
ろ
、

と
か
さ
。
ど
う
し
て
、
父
さ
ん
と
母
さ
ん
は
・
・
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
別
々
に
暮
ら

さ
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
ん
や
ろ
う
、
と
か
さ
。
は
っ
き
り
点
数
が
出
て
答
え
合
わ
せ

し
て
く
れ
る
な
ら
少
し
は
楽
か
も
し
れ
へ
ん
ん
だ
け
ど
、
頭
の
悪
い
人
に
は
わ
か
ら
へ

ん
よ
ね
。
だ
か
ら
千
尋
、
あ
ん
た
、
ち
ゃ
ん
と
勉
強
せ
な
あ
か
ん
よ
。」 

  
 
 
 

 
 

千
尋
の
ス
ポ
ッ
ト
消
え
る
。 

 
 
 
 

 
 

夏
子
だ
け
の
ス
ポ
ッ
ト
へ
。
夏
子
、
昔
の
母
の
よ
う
な
優
し
い
表
情
で
千
尋
を
見
送
る
。 

 

シ
ー
ン
１
７ 

病
室 

  
 
 
 

 
 
 

看
護
師
達
、
テ
ス
ト
の
点
数
を
見
な
が
ら 

 

大
坪
看
護
師
＆
看
護
師
２
、
３
、
４
「
ほ
へ
〜
」 

  
 
 
 

 
 
 

な
ど
と
感
心
し
て
る 

 

千
尋
「
あ
の
、
そ
ん
な
に
感
心
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」 



大
坪
看
護
師
「
感
心
す
る
や
ろ
、
こ
ん
な
高
得
点
出
せ
る
な
ん
て
お
ら
ん
よ
、
こ
の
町
じ
ゃ
」 

看
護
師
全
員
「
ね
え
」 

千
尋
「
た
だ
の
模
擬
テ
ス
ト
で
す
か
ら
」 

看
護
師
２
「
模
擬
テ
ス
ト
っ
た
っ
て
、
本
番
と
同
じ
や
ろ
。
」 

全
員
「
す
ご
い
わ
あ
」 

看
護
師
３
「
や
っ
ぱ
出
来
が
違
う
わ
。」 

大
坪
看
護
師
「
こ
ん
な
実
力
あ
る
な
ら
、
何
処
で
も
受
か
る
ん
や
ろ
？
」 

看
護
師
全
員
「
ね
え
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

鮫
島
、
登
場 

 

鮫
島
女
医
「
何
こ
の
病
室
に
固
ま
っ
て
ん
の
？
あ
れ
、
も
う
仕
事
あ
が
り
？
」 

看
護
師
３
「
い
え
、
違
い
ま
ー
す
。
さ
あ
、
仕
事
再
開
」 

  
 
 
 

 
 
 

鮫
島
に
睨
ま
れ
た
看
護
師
た
ち
、
テ
ス
ト
を
千
尋
に
返
し
、
去
っ
て
い
く
。 

 
 
 
 

 
 
 

鮫
島
女
医
も
去
っ
て
い
く
。 

 
 
 
 

 
 
 

千
尋
、
一
人
に
な
っ
て 

 

照
明
、
少
し
千
尋
に
絞
ら
れ
る
。 

 

千
尋
「
・
・
実
力
・
・
か
・
・
」 

千
尋
の
Ｎ
「
誰
も
が
認
め
る
高
得
点
に
、
正
直
私
は
何
の
感
情
も
抱
か
な
か
っ
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

突
然
、
答
案
用
紙
を
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
て
、
ポ
イ
っ
と
捨
て
る
。 

千
尋
の
Ｎ
「
も
ち
ろ
ん
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
も
な
く
て
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ん
か
全
部
正
解
で
、
だ
か
ら
小

躍
り
し
て
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
て
、
こ
れ
で
受
験
の
は
ず
み
に
な
る
！
そ
う
喜
べ
る
と
思

っ
た
の
に
。
な
ん
で
か
な
、
今
回
の
こ
の
結
果
は
全
然
嬉
し
く
な
か
っ
た
。」 

  
 
 
 

 
 
 

そ
こ
に
登
場
す
る
キ
ム
、
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
の
答
案
用
紙
を
拾
い
上
げ
る 

 

キ
ム
「
ど
う
か
、
あ
り
ま
し
た
か
？
」 

千
尋
「
・
・
・
」 

キ
ム
「
千
尋
さ
ん
困
る
の
時
、
私
力
貸
し
ま
す
」 

千
尋
「
・
・
・
う
ん
」 

キ
ム
「
あ
、
千
尋
さ
ん
の
友
達
、
今
、
音
楽
の
会
場
向
う
聞
き
ま
し
た
。
す
ご
い
で
す
。
歌
、
歌
う
。

楽
器
す
る
。
す
ご
い
で
す
ね
。」 

千
尋
「
キ
ム
君
」 

キ
ム
「
は
い
、
な
ん
で
し
ょ
う
」 

千
尋
「
キ
ム
君
は
、
何
で
日
本
語
勉
強
し
て
る
の
？
」 



キ
ム
「
こ
の
国
、
好
き
で
す
。
勉
強
も
好
き
で
す
。
だ
か
ら
勉
強
し
ま
す
。」 

千
尋
「
そ
っ
か
」 

キ
ム
「
千
尋
さ
ん
は
ど
う
し
て
勉
強
し
ま
す
か
？
」 

千
尋
「
・
・
・
・
ど
う
し
て
だ
ろ
う
」 

キ
ム
「
学
校
、
テ
ス
ト
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
点
数
、
評
価
さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
苦
手
で
す
。
だ
け
ど
勉

強
好
き
で
す
。
」 

千
尋
「
・
・
・
・
」 

キ
ム
「
そ
れ
か
ら
私
、
今
好
き
な
人
い
ま
す
。
そ
の
人
の
旦
那
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。
だ
か
ら
日
本

語
勉
強
し
て
、
上
手
く
な
る
し
た
い
で
す
。」 

千
尋
「
好
き
な
人
、
日
本
の
人
な
ん
だ
？
」 

キ
ム
「
は
い
。
好
き
だ
か
ら
も
っ
と
話
す
し
た
い
で
す
。
も
っ
と
勉
強
し
た
い
で
す
。
だ
か
ら
千
尋
さ

ん
に
も
勉
強
教
え
る
し
て
ほ
し
い
で
す
。
」 

千
尋
「
・
・
・
・
」 

キ
ム
「
迷
惑
の
時
、
言
う
の
御
願
い
し
ま
す
」 

千
尋
「
迷
惑
じ
ゃ
な
い
し
、
間
違
っ
て
な
い
と
思
う
。
」 

キ
ム
「
え
」 

千
尋
「
ホ
ン
ト
に
好
き
だ
っ
た
ら
、
点
数
は
関
係
な
い
ん
だ
よ
ね
。
」 

  
 
 
 

 
 
 

千
尋
、
そ
う
言
っ
て
、
少
し
微
笑
む
。 

 

キ
ム
「
優
し
い
で
す
ね
」 

千
尋
「
私
が
？
優
し
い
？
」 

キ
ム
「
は
い
、
千
尋
さ
ん
、
優
し
い
で
す
」 

千
尋
「
・
・
・
」 

 

シ
ー
ン
１
８ 

会
場
（
あ
る
一
角
） 

  
 
 
 

 
 
 

美
咲
達
や
他
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
が
緊
張
し
つ
つ
待
機 

 

声
（
ス
タ
ッ
フ
）
「
じ
ゃ
次
、
エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
１
０
番
の
方
、
用
意
し
て
く
だ
さ
ー
い
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

美
咲
た
ち
の
隣
の
団
体
が
立
ち
上
が
り
、
奥
へ
入
っ
て
い
く
。 

 

ト
ミ
コ
「
わ
！
わ
！
い
よ
い
よ
、
次
や
よ
、
次
！
」 

美
咲
「
く
う
う
う
う
、
緊
張
す
る
う
う
う
う
！
」 

満
里
奈
「
け
ど
、
地
区
予
選
で
手
こ
ず
っ
と
る
よ
う
じ
ゃ
ダ
メ
や
よ
ね
」 



美
咲
「
っ
し
ゃ
あ
あ
、
東
京
行
き
決
め
る
ぞ
お
お
お
お
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

周
り
の
バ
ン
ド
た
ち
が
美
咲
を
白
い
目
で
見
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

気
に
し
て
慌
て
て
口
を
塞
ぐ 

 

シ
ー
ン
１
９ 

大
部
屋 

（
元
の
場
所
に
戻
る
照
明
） 

  
 
 
 

 
 
 

松
葉
杖
を
つ
き
、
窓
の
向
こ
う
を
見
て
い
る
千
尋
。 

 

欽
次
「
お
う
、
模
試
で
高
得
点
マ
ー
ク
し
た
そ
う
や
ん
か
。
さ
す
が
や
な
あ
。」 

千
尋
「
・
・
・
だ
か
ら
？
」 

欽
次
「
だ
か
ら
っ
て
？
そ
の
蔑
ん
だ
目
や
め
ー
よ
。
昔
は
も
っ
と
か
わ
い
か
っ
た
ろ
。
見
て
！
い
い
点

取 
 
 

 
 
 

れ
た
よ
！
み
た
い
な
さ
、
そ
ー
ゆ
ー
の
な
い
の
？
」 

千
尋
「
・
・
欽
ち
ゃ
ん
」 

欽
次
「
・
・
お
、
お
う
、
な
ん
や
、
そ
の
目
。
」 

千
尋
「
欽
ち
ゃ
ん
、
昔
、
私
に
告
白
し
た
よ
ね
。」 

欽
次
「
何
、
大
昔
の
話
！
恐
竜
時
代
や
ぞ
、
そ
れ
」 

千
尋
「
何
処
が
好
き
だ
っ
た
？
」 

欽
次
「
え
・
・
」 

千
尋
「
私
の
い
い
と
こ
、
ど
こ
？
」 

欽
次
「
え
・
・
ほ
ら
、
頭
も
え
え
し
。」 

千
尋
「
う
ん
」 

欽
次
「
う
ん
」 

千
尋
「
そ
ん
な
け
？
」 

欽
次
「
そ
ん
な
け
っ
て
・
・
頭
い
い
っ
て
す
ご
い
事
や
ぞ
。
俺
、
ミ
ス
タ
ー
中 

卒
や
か
ら
」 

千
尋
「
・
・
・
・
（
気
を
失
い
か
け
る
）」 

欽
次
「
お
い
、
ど
う
し
た
？
（
と
倒
れ
そ
う
な
千
尋
を
支
え
る
）」 

千
尋
「
（
欽
次
に
寄
り
か
か
り
な
が
ら
）
な
ん
か
よ
く
わ
か
ん
な
く
な
っ
て
き
た
・
・
」 

欽
次
「
お
、
お
い
・
・
・
・
・
」 

  
 
 
 

 

欽
次
、
倒
れ
て
来
る
千
尋
を
横
に
さ
せ
る
。 

 
 
 
 

 

ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
欽
次
、
周
り
を
確
か
め
、
唇
を
近
づ
け
る
。 

 

大
坪
看
護
師
「
何
や
っ
て
ん
の
？
」 



 
 
 
 

 

欽
次
、
ビ
ク
っ
と
し
て
思
わ
ず
立
ち
上
が
る 

 
大
坪
看
護
師
「
今
、
変
な
事
し
よ
う
と
し
た
で
し
ょ
？
」 

欽
次
「
し
、
し
と
ら
へ
ん
で
す
よ
」 

大
坪
看
護
師
「
い
い
や
、
し
と
っ
た
ね
。
こ
こ
病
院
や
で
ね
！
そ
う
い
う
事
は
一
切
禁
止
や
か
ら
！
羨

ま
し
い
か
ら
！
」 

 
 
 
 

 
 

欽
次
、
逃
げ
る
。 

大
坪
看
護
師
「
あ
れ
、
何
で
逃
げ
る
の
！
ち
ょ
っ
と
！
」 

 

シ
ー
ン
２
０ 

五
郎
の
家
と
、
美
咲
た
ち
の
場
所 

（
※
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ッ
ト
） 

 
 
 
 

 

ひ
と
つ
の
電
話
に
顔
を
寄
せ
あ
い
話
す
三
人
（
美
咲
、
ト
ミ
コ
、
満
里
奈
） 

 

ト
ミ
コ
「
も
し
も
し
お
じ
さ
ん
、
ち
ー
、
お
る
？
！
」 

  
 
 
 

 

五
郎
、
別
の
場
所
、
ス
ポ
ッ
ト
。 

 

五
郎
「
も
し
も
し
、
あ
ー
、
今
病
院
や
な
い
ん
や
。
千
尋
は
お
ら
ん
わ
」 

夏
子
「
お
父
さ
ん
、
ト
イ
レ
流
し
て
っ
て
ば
！
」 

美
咲
「
ち
ょ
っ
と
お
じ
さ
ん
、
聞
い
て
。
驚
き
桃
の
木
栗
の
木
、
す
ご
い
報
告
！
」 

五
郎
「
お
い
、
も
し
か
し
て
！
」 

夏
子
「
ど
う
し
た
の
！
？
（
電
話
に
駆
け
寄
る
）」 

美
咲
「
通
過
！
二
次
審
査
、
通
過
！
東
京
行
き
決
定
や
て
！
」 

 
 
 
 

 

と
受
話
器
越
し
に
大
喜
び
し
て
い
る
三
人 

五
郎
「
う
る
せ
え
ー
て
！
う
る
せ
え
け
ど
、
お
め
で
と
！
」 

美
咲
「
ち
ー
に
伝
え
と
い
て
！
一
緒
に
東
京
行
け
る
っ
て
」 

ト
ミ
コ
「
お
じ
さ
ん
、
お
ご
っ
て
く
れ
る
っ
て
前
に
言
っ
と
っ
た
よ
ね
！
よ
ろ
し
く
ね
」 

満
里
奈
「
ほ
ん
な
ら
う
ち
ら
他
に
も
知
ら
せ
ま
く
る
ん
で
！
」 

三
人
「
ば
い
ば
ー
い
！
（
で
、
電
話
を
切
る
）
」 

五
郎
「
よ
っ
し
ゃ
！
お
じ
さ
ん
、
大
貧
乏
！
」 

  
 
 
 

 
 

で
五
郎
も
電
話
を
切
る
。
そ
の
場
所
の
ス
ポ
ッ
ト
落
ち
る
。 

 
 
 
 

 
 

ピ
ー
ン
ポ
ー
ン
パ
ー
ン
ポ
ー
ン
（
Ｓ
Ｅ
） 

 
 
 
 

 
 

そ
の
音
で
照
明
、
切
り
替
っ
て
い
く
。 

 

院
内
放
送
「
浅
野
先
生
、
浅
野
先
生
、
至
急
、
耳
鼻
咽
喉
科
ま
で
お
越
し
下
さ
い
」 



 
 
 
 

 
 

病
院
の
待
合
室
等
の
雑
踏
（
Ｓ
Ｅ
）
が
聞
こ
え
人
々
が
登
場
。 

 
シ
ー
ン
２
１ 

病
院
・
待
合
室 

 
 
 

 
 

急
ぎ
足
で
廊
下
を
走
る
ユ
ー
ヤ
。 

 
 
 

 
 

同
じ
く
急
ぎ
足
の
耳
鼻
科
の
看
護
師
。
何
か
焦
っ
て
る
様
子 

 

耳
鼻
科
の
看
護
師
「
あ
、
浅
野
先
生
の
坊
ち
ゃ
ん
、
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
？
」 

ユ
ー
ヤ
「
坊
ち
ゃ
ん
は
止
め
て
ほ
し
い
ん
や
け
ど
」 

耳
鼻
科
の
看
護
師
「
（
深
刻
な
顔
で
）
満
里
奈
さ
ん
の
腫
瘍
の
件
な
ん
や
け
ど
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

ビ
ク
っ
と
反
応
す
る
千
尋
。
・
・
・
・ 

 
 
 
 

 
 

ち
ょ
う
ど
二
人
が
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、 

 
 
 
 

 
 

千
尋
が
横
に
な
っ
て
る
待
合
室
の
ベ
ン
チ
の
前
だ
っ
た
の
だ
。 

 

シ
ー
ン
２
２ 

五
郎
の
家 

 
 
 
 

 

（
※
同
時
進
行
で
二
つ
の
場
面
が
シ
ン
ク
ロ
。 

 
 
 
 

 
 

五
郎
と
三
木
看
護
師
が
電
話
の
会
話
。
と
ユ
ー
ヤ
と
耳
鼻
科
看
護
師
の
会
話
） 

 

五
郎
「
（
ス
ポ
ッ
ト
の
中
）
あ
ー
、
も
し
も
し
、
そ
ち
ら
の
病
棟
で
入
院
し
と
る
坂
上
千
尋
の
父
や
け

ど
も
、
は
い
、
お
世
話
に
な
っ
と
り
ま
す
。
あ
の
ね
え
、
ち
ょ
っ
と
娘
に
知
ら
せ
た
い
事
が
あ

っ
て
ね
え
。」 

ユ
ー
ヤ
「
（
耳
鼻
科
の
看
護
師
に
）
そ
の
顔
は
、
あ
ん
ま
よ
く
な
い
知
ら
せ
じ
ゃ
」 

五
郎
「
は
は
。
え
え
知
ら
せ
で
す
よ
ー
」 

耳
鼻
科
の
看
護
師
「
え
え
、
実
は
」 

五
郎
「
実
は
」 

ユ
ー
ヤ
「
え
、
再
検
査
！
？
」 

五
郎
「
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
審
査
の
件
で
で
す
ね
！
」 

耳
鼻
科
の
看
護
師
「
再
検
査
を
ユ
ー
ヤ
さ
ん
か
ら
促
し
て
も
ら
い
た
い
ん
や
わ
。
」 

三
木
看
護
師
「
え
、
も
し
か
し
て
最
終
審
査
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
？
」 

五
郎
「
受
か
っ
た
ん
で
す
よ
！
」 

耳
鼻
科
の
看
護
師
「
辞
退
さ
せ
た
い
ん
で
す
よ
！
」 

ユ
ー
ヤ
「
僕
が
そ
う
説
得
す
る
ん
で
す
か
？
」 

耳
鼻
科
の
看
護
師
「
あ
の
年
頃
の
子
は
、
う
ち
ら
が
言
っ
て
も
聞
か
へ
ん
と
思
う
で
。
あ
の
中
に
坊
ち

ゃ
ん
の
彼
女
も
お
る
っ
て
聞
い
た
し
。」 

三
木
看
護
師
「
う
わ
あ
ー
、
そ
ら
、
す
ご
い
で
す
ね
え
」 

ユ
ー
ヤ
「
再
検
査
が
必
要
っ
て
事
は
、
最
悪
の
場
合
」 



五
郎
「
え
え
、
最
高
の
場
合
、」 

耳
鼻
科
の
看
護
師
「
咽
頭
癌
の
可
能
性
も
あ
る
で
ね
え
。」 

五
郎
「
優
勝
の
可
能
性
も
あ
る
で
ね
え
！
」 

  
 
 
 

 
 

三
木
看
護
師
、
電
話
ご
し
に
興
奮
し
て
る
。 

 

耳
鼻
科
の
看
護
師
「
ほ
っ
と
く
と
、
一
生
歌
え
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
や
ろ
う
し
、
と
に
か
く
絶
対

安
静
促
し
て
も
ら
え
ー
へ
ん
か
ね
。
ね
、
坊
ち
ゃ
ん
。
」 

五
郎
「
千
尋
に
伝
え
た
っ
て
も
ら
え
る
か
ね
。
絶
対
、
喜
ぶ
と
思
う
で
！
」 

  
 
 
 

 
 

五
郎
、
電
話
を
切
る
。
ス
ポ
ッ
ト
が
消
え
、 

 
 
 
 

 
 

三
木
看
護
婦
の
ス
ポ
ッ
ト
も
同
時
に
消
え
る
。 

 
 
 
 

 

耳
鼻
科
の
看
護
師
、
ユ
ー
ヤ
の
前
か
ら
去
る
。
舞
台
に
は
、
千
尋
と
ユ
ー
ヤ
だ
け
に
な
る
。

ユ
ー
ヤ
、
千
尋
と
目
が
合
う
。 

 

ユ
ー
ヤ
「
・
・
・
聞
い
と
っ
た
？
」 

千
尋
「
ま
る
聞
こ
え
だ
け
ど
」 

ユ
ー
ヤ
「
ま
い
っ
た
な
あ
。
美
咲
た
ち
に
は
言
い
に
く
い
な
あ
。」 

千
尋
「
止
め
さ
せ
る
の
？
こ
の
大
会
に
命
か
け
て
る
の
に
」 

ユ
ー
ヤ
「
ま
、
一
応
医
者
の
息
子
や
で
。
長
い
人
生
の
事
考
え
た
ら
そ
の
選
択
肢
を
選
ば
せ
た
方
が
」 

千
尋
「
長
い
人
生
に
な
る
か
も
わ
か
ん
な
い
ん
で
し
ょ
、
最
悪
の
場
合
？
」 

ユ
ー
ヤ
「
・
・
・
・
」 

千
尋
「
私
、
ず
っ
と
無
視
し
て
き
た
ん
だ
よ
ね
、
美
咲
た
ち
の
電
話
。
留
守
電
と
か
も
入
っ
て
て
。
こ

の
田
舎
の
事
も
よ
ー
く
知
っ
て
た
。
け
ど
、
ず
ー
っ
と
知
ら
な
い
フ
リ
し
て
た
。
」 

 
 
 
 

 
 

※
以
下
、
別
の
場
所
の
ス
ポ
ッ
ト
に
回
想
の
美
咲
。 

回
想
の
美
咲
「
み
ん
な
色
々
言
う
け
ど
さ
、
チ
ー
は
絶
対
自
分
の
思
っ
た
道
進
ん
だ
方
が
え
え
と
思
う

よ
。」 

 

千
尋
「
卒
業
式
の
時
、
美
咲
が
あ
ん
な
風
に
言
っ
た
の
も
、
精
一
杯
の
強
が
り
だ
っ
て
わ
か
っ
て
た
。」 

回
想
の
美
咲
「
私
、
未
来
と
指
切
り
げ
ん
ま
ん
し
た
事
な
い
で
さ
あ
、
羨
ま
し
い
わ
、
将
来
が
約
束
さ

れ
と
る
っ
て
」 

千
尋
「
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と
、
私
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
未
来
が
見
え
た
け
ど
、
け
ど
、
美
咲
に
は
輪

郭
の
未
来
し
か
な
く
て
。」 

回
想
の
美
咲
「
私
、
ほ
ん
と
何
の
才
能
も
な
い
で
さ
あ
。
で
も
ね
、
ち
ー
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
発
見
し
た

ん
や
て
！
私
、
何
も
な
い
や
ろ
！
何
も
な
い
か
ら
こ
そ
ね
、
何
か
あ
る
友
達
の
応
援
し

よ
う
か
な
っ
て
。
ほ
ら
、
ち
ー
は
勉
強
す
ご
い
し
、
満
里
奈
は
歌
す
ご
い
し
。
だ
か
ら



そ
の
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
え
え
か
な
っ
て
。
そ
れ
が
私
の
楽
し
み
！
ど
う
？
」 

千
尋
「
そ
う
言
っ
て
笑
っ
た
美
咲
を
キ
モ
イ
と
思
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
何
で
そ
ん
な
笑
顔
の
ま
ま
で
い
ら

れ
ん
の
っ
て
。
私
、
裏
切
っ
た
ん
だ
よ
。
ユ
ー
ヤ
を
横
取
り
し
た
し
、
バ
ン
ド
解
散
し
た
の
だ

っ
て
私
が
勝
手
に
・
・
勝
手
に
こ
の
町
出
て
っ
た
か
ら
だ
し
。
な
の
に
何
で
私
に
対
し
て
笑
顔

で
接
し
て
く
る
の
っ
て
。」 

回
想
の
美
咲
「
応
援
し
た
い
ん
や
て
、
私
、
空
っ
ぽ
や
で
さ
」 

千
尋
「
そ
ん
な
事
言
わ
れ
た
ら
余
計
に
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ん
な
く
て
。」 

回
想
の
美
咲
「
も
し
も
し
、
美
咲
だ
け
ど
、
そ
っ
ち
は
ど
う
？
う
ま
く
や
っ
と
る
？
」 

千
尋
「
東
京
に
行
っ
て
も
、
よ
く
電
話
か
か
っ
て
き
た
け
ど
」 

回
想
の
美
咲
「
今
度
さ
、
ユ
ー
ヤ
と
付
き
合
う
か
も
し
れ
へ
ん
の
や
け
ど
・
・
そ
の
前
に
一
度
、
ち
ゃ

ん
と
チ
ー
と
話
し
た
く
て
。
留
守
電
聞
い
た
ら
電
話
も
ら
っ
て
え
え
か
な
。
じ
ゃ
あ
ね
」 

千
尋
「
一
度
も
留
守
電
を
返
し
た
事
も
な
く
て
・
・
」 

回
想
の
美
咲
「
も
し
も
し
、
チ
ー
。
や
っ
ぱ
さ
、
バ
ン
ド
、
も
っ
か
い
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
と
る
ん

や
わ
、
ど
う
思
う
？
」 

千
尋
「
も
う
一
度
音
楽
を
や
り
始
め
た
事
も
わ
か
っ
て
た
。
わ
か
っ
た
上
で
ス
ル
ー
し
て
い
た
。
底
辺

で
も
が
い
て
る
美
咲
た
ち
に
興
味
の
な
い
フ
リ
し
て
た
。
け
ど
・
・
」 

ユ
ー
ヤ
「
・
・
・
」 

千
尋
「
け
ど
、
や
っ
ぱ
気
に
な
る
よ
、
友
達
だ
か
ら
」 

ユ
ー
ヤ
「
・
・
・
・
」 

千
尋
「
ユ
ー
ヤ
、
お
願
い
、
助
け
て
あ
げ
て
。
」 

ユ
ー
ヤ
「
都
合
よ
す
ぎ
ー
へ
ん
か
、
お
前
」 

千
尋
「
！
？
」 

ユ
ー
ヤ
「
勝
手
に
自
分
一
人
で
こ
こ
飛
び
出
し
て
さ
。
自
分
だ
け
特
別
な
人
間
気
取
り
で
。
全
然
変
わ

っ
て
へ
ん
な
、
そ
ー
ゆ
ー
と
こ
。
【
助
け
て
あ
げ
て
】
な
ん
て
よ
う
そ
ん
な
都
合
い
い
こ
と

言
え
る
な
」 

千
尋
「
・
・
・
・
そ
っ
か
。
そ
う
だ
よ
ね
。
ご
め
ん
、
自
分
で
何
と
か
す
る
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

千
尋
、
去
る
。
照
明
切
り
替
る
。
（
ユ
ー
ヤ
、
退
場
） 

  
 
 
 

 
 
 
 

プ
ル
ル
ル
ル
、
プ
ル
ル
ル
ル
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
千
尋
の
父
、
五
郎 

 

シ
ー
ン
２
３ 

五
郎
の
場
所
（
※
ス
ポ
ッ
ト
）
と
病
院 

五
郎
「
は
い
、
も
し
も
し
、
坂
上
で
す
が
」 

千
尋
「
（
深
刻
な
表
情
）
も
し
も
し
お
父
さ
ん
。
あ
の
さ
、
満
里
奈
た
ち
の
事
な
ん
だ
け
ど
」 

五
郎
「
あ
、
も
う
聞
い
た
！
？
そ
う
な
ん
や
て
二
次
審
査
通
っ
た
っ
て
、
ほ
ん
で
次
最
終
審
査
、
東
京

や
っ
て
な
あ
」 



千
尋
「
え
！
？
・
・
最
終
審
査
行
け
る
っ
て
決
ま
っ
た
の
！
？
」 

五
郎
「
あ
れ
、
そ
の
事
や
な
い
ん
か
ね
？
ほ
ん
な
ら
何
の
用
？
」 

千
尋
「
あ
、
い
や
・
・
今
そ
こ
に
美
咲
た
ち
い
な
い
の
？
」 

五
郎
「
今
、
知
り
合
い
の
と
こ
回
っ
と
る
み
た
い
や
よ
、
そ
の
う
ち
そ
っ
ち
に
も
立
ち
寄
る
や
ろ
。
一

緒
に
東
京
行
け
る
っ
て
大
喜
び
し
と
っ
た
で
ね
え
。
お
め
で
と
う
ぐ
ら
い
言
っ
た
り
ゃ
ー
よ
」 

千
尋
「
・
・
・
・
・
」 

声
（
ユ
ー
ヤ
）
「
お
い
！
ち
ょ
っ
と
待
て
っ
て
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

声
の
す
る
方
を
見
る
、
機
嫌
悪
そ
う
に
ズ
カ
ズ
カ
歩
く
美
咲
達
。
後
か
ら
追
い
か

け
て
く
る
ユ
ー
ヤ
と
ユ
ー
ヤ
の
父
（
白
衣
） 

ユ
ー
ヤ
の
父
「
別
に
、
一
生
歌
う
な
な
ん
て
言
っ
と
ら
へ
ん
で
。
な
」 

ユ
ー
ヤ
「
そ
う
や
て
。
無
理
せ
ん
で
も
今
の
時
期
だ
け
我
慢
す
り
ゃ
あ
」 

満
里
奈
「
今
の
時
期
だ
け
我
慢
？
・
・
」 

ユ
ー
ヤ
「
ち
ゃ
ん
と
再
度
検
査
し
て
、
そ
こ
で
治
療
も
し
っ
か
り
し
て
」 

満
里
奈
「
今
し
か
な
い
人
間
は
、
ど
う
し
た
ら
え
え
の
？
」 

ユ
ー
ヤ
「
こ
れ
以
上
無
理
し
て
一
生
声
出—

へ
ん
く
な
っ
た
ら
ー
」 

満
里
奈
「
今
あ
か
ん
な
ら
、
こ
れ
か
ら
も
先
、
何
も
あ
ら
へ
ん
て
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

電
話
を
持
っ
た
ま
ま
の
千
尋
、
そ
の
や
り
と
り
を
見
て
い
る 

 

五
郎
「
も
し
も
し
、
今
、
満
里
奈
ち
ゃ
ん
の
声
や
な
い
か
？
近
く
に
来
と
る
ん
か
？
」 

千
尋
「
・
・
・
・
」 

  
 
 
 

 
 
 

満
里
奈
達
、
去
ろ
う
と
す
る
と
、
ユ
ー
ヤ
、
手
を
掴
む 

 

満
里
奈
「
離
し
て
！
」 

五
郎
「
お
い
、
や
っ
ぱ
満
里
奈
ち
ゃ
ん
ら
ー
近
く
に
お
る
や
ろ
、
な
ん
か
嫌
が
っ
て
へ
ん
か
？
」 

ユ
ー
ヤ
の
父
「
落
ち
着
き
ゃ
ー
て
。
ち
ょ
っ
と
再
検
査
す
る
だ
け
や
で
」 

  
 
 
 

 
 
 

ユ
ー
ヤ
の
父
の
手
を
振
り
払
っ
た
の
は
、
割
り
込
ん
だ
美
咲 

 

ユ
ー
ヤ
「
美
咲
！
」 

美
咲
「
ご
め
ん
、
う
ち
ら
ア
ホ
や
で
さ
。
「
一
生
」
と
か
そ
ー
ゆ
ー
長
い
ス
パ
ン
で
物
事
考
え
れ
ー
へ

ん
の
や
わ
。」 

  
 
 
 

 
 
 

満
里
奈
た
ち
、
去
ろ
う
と
す
る
。
と
逆
方
向
か
ら
看
護
師
た
ち
。
（
鮫
島
も
） 



 
耳
鼻
科
の
看
護
師
「
満
里
奈
ち
ゃ
ん
、
も
う
一
回
だ
け
再
検
査
受
け
よ
。
ね
」 

満
里
奈
「
ど
い
て
く
だ
さ
い
！
」 

  
 
 
 

 
 

満
里
奈
た
ち
が
去
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
再
び
抑
え
る
ユ
ー
ヤ
。 

 
 
 
 

 
 

喚
く
三
人
。
何
人
も
病
院
関
係
者
（
鮫
島
も
）
が
集
ま
り
、
小
競
り
合
い 

 

五
郎
「
も
し
も
し
、
千
尋
。
満
里
奈
ち
ゃ
ん
、
な
ん
か
揉
め
と
る
や
ろ
？
な
」 

千
尋
「
・
・
・
」 

五
郎
「
も
し
も
し
千
尋
、
聞
こ
え
と
る
か
？
も
し
も
ー
し
！
」 

千
尋
「
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

と
急
に
叫
ん
だ
か
と
思
う
と
、
い
き
な
り
松
葉
杖
を
手
に
と
り
、
や
た
ら
滅
法
振
り

回
し
威
嚇
す
る
千
尋
。
み
な
、
唖
然 

 

鮫
島
女
医
「
な
、
何
や
っ
と
る
の
、
あ
ん
た
、
患
者
な
ん
や
よ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

鮫
島
女
医
の
大
声
に
ひ
る
む
千
尋
、
看
護
師
た
ち
に
抑
え
ら
れ
る
。 

 

欽
次
「
何
す
る
ん
や
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

そ
こ
に
乱
入
す
る
欽
次
。
取
り
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
千
尋
を
救
い
、
病
院
関
係
者
と

対
峙
。 

 

ユ
ー
ヤ
「
何
や
、
欽
次
。
欽
次
に
は
関
係
な
い
て
！
」 

欽
次
「
関
係
あ
る
わ
、
俺
の
千
尋
が
嫌
が
っ
と
る
や
ろ
！
」 

ト
ミ
コ
「
俺
の
千
尋
て
」 

  
 
 
 

 
 
 

ユ
ー
ヤ
、
欽
次
を
無
視
し
て
、
満
里
奈
を
連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
が 

 

欽
次
「
近
づ
く
な
っ
つ
う
の
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

ユ
ー
ヤ
と
欽
次
の
小
競
り
合
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

千
尋
の
松
葉
杖
を
手
に
と
り
、
振
り
回
す
欽
次
。 

 

大
坪
看
護
師
「
こ
ら
！
危
な
い
で
、
こ
っ
ち
よ
こ
し
な
さ
い
！
」 



  
 
 
 

 
 
 

と
、
制
し
よ
う
と
す
る
病
院
関
係
者
に
対
し
、 

 
 
 
 

 
 
 

欽
次
は
、
さ
ら
に
松
葉
杖
を
振
り
回
す
。 

 

千
尋
「
欽
ち
ゃ
ん
！
」 

欽
次
「
は
よ
逃
げ
え
よ
！
」 

千
尋
「
欽
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
」 

美
咲
「
ち
ー
も
一
緒
に
い
こ
！
」 

千
尋
「
え
！
？
」 

  
 
 
 

 
 
 

近
く
に
あ
っ
た
車
椅
子
を
千
尋
の
近
く
に
持
っ
て
来
て 

 

美
咲
「
早
く
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

車
椅
子
に
飛
び
乗
る
千
尋
。
そ
の
車
椅
子
を
引
き
連
れ
、
走
る
三
人
。 

 

欽
次
「
千
尋
、
貸
し
や
で
な
、
今
度
デ
ー
ト
の
約
束
な
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

と
叫
ぶ
ス
キ
を
つ
か
れ
、
取
り
押
さ
え
ら
れ
る
欽
次
。 

 

欽
次
「
離
せ
！
ツ
バ
飛
ば
す
ぞ
、
ツ
バ
！
ぺ
っ
ぺ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

取
り
押
さ
え
て
い
た
病
院
関
係
者
の
手
が
緩
む
。
逃
げ
る
欽
次
。
追
い
か
け
る
病
院

関
係
者
、
退
場
。 

 

シ
ー
ン
２
４ 

（
移
動
中
） 

 
 
 
 

 
 
 

走
る
美
咲
、
満
里
奈
、
ト
ミ
コ
と
車
イ
ス
の
千
尋
。
（
中
央
） 

 
 
 
 

 
 
 

動
く
背
景
と
人
々
。
（
※
盆
の
周
り
と
背
景
） 

 
 
 
 

 
 
 

走
る
走
る
走
る
、
ひ
た
す
ら
走
る
！ 

  
 
 
 

 
 
 

や
が
て
、
周
り
の
人
々
が
減
り
だ
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

四
人
は
、
人
気
の
な
い
場
所
へ
移
動
し
た
よ
う
だ
。 

 
 
 
 

 
 
 

走
り
続
け
て
い
た
四
人
。
あ
が
っ
た
息
。 

 
 
 
 

 
 
 

明
る
み
の
あ
る
場
所
（
土
手
）
に
な
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

疲
れ
果
て
て
、
倒
れ
込
む
も
の
も
い
る
。 

 



ト
ミ
コ
「
は
あ
、
は
あ
、
脱
走
成
功
や
ね
」 

千
尋
「
脱
走
っ
て
、
少
年
院
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。」 

満
里
奈
「
は
ー
、
ド
キ
ド
キ
し
た
あ
ー
」 

美
咲
「
（
大
き
く
息
を
吸
い
込
み
）
も
う
こ
れ
で
千
尋
、
退
院
だ
ー
！
退
院
お
め
で
と
ー
（
空
に
叫
ぶ
）」 

千
尋
「
無
理
矢
理
す
ぎ
で
し
ょ
。
治
っ
て
な
い
し
。」 

  
 
 
 

 
 
 

は
は
、
と
笑
う
美
咲
。
依
然
、
み
な
息
を
切
ら
し
て
い
る
。 

 

満
里
奈
「
ね
え
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
ち
ー
に
新
曲
聞
い
て
も
ら
わ
へ
ん
、
せ
っ
か
く
や
し
？
」 

美
咲
「
あ
、
そ
れ
い
い
ね
、
受
験
生
へ
の
エ
ー
ル
っ
て
事
で
！
ど
う
、
千
尋
？
ま
、
や
だ
っ
て
言
わ
れ

て
も
、
も
う
や
っ
ち
ゃ
う
け
ど
ね
」 

  
 
 
 

 
 

美
咲
た
ち
、
笑
う
。
千
尋
も
呆
れ
つ
つ
も
受
け
入
れ
る
。
満
里
奈
達
、
少
し
畏
ま
り
つ

つ
、
配
置
に
つ
き
、
Ｍ
Ｃ
を
始
め
る
。 

 

満
里
奈
「
え
ー
、
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
の
満
里
奈
で
す
」 

美
咲
「
ベ
ー
ス
の
美
咲
で
す
」 

ト
ミ
コ
「
ド
ラ
ム
の
ト
ミ
コ
で
す
。
三
人
あ
わ
せ
て
、
」 

三
人
「
リ
ト
ル
バ
ー
ド
で
す
！
」 

満
里
奈
「
え
っ
と
、
タ
イ
ト
ル
ま
だ
決
ま
っ
と
ら
ん
の
や
け
ど
、
新
曲
で
す
。
聞
い
て
く
だ
さ
い
」 

  
 
 
 

 
 

美
咲
、
満
里
奈
、
ト
ミ
コ
、
目
で
合
図
を
送
り
、
同
じ
呼
吸
で
歌
い
出
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

歌
♪ 

 

  
 
 
 

 
 

じ
っ
と
そ
の
歌
を
聞
い
て
い
る
千
尋 

 
 
 
 

 
 

や
が
て
、
歌
が
歌
い
終
わ
っ
て
・
・
・ 

 

満
里
奈
「
・
・
っ
て
な
感
じ
な
ん
だ
け
ど
・
・
」 

美
咲
「
う
ち
ら
、
何
点
ぐ
ら
い
取
れ
そ
う
か
な
？
」 

  
 
 
 

 
 

メ
ガ
ネ
を
か
け
直
し
、
改
め
て
三
人
を
見
る
千
尋
。 

 
 
 
 

 
 

ス
ー
ッ
と
頭
上
に
浮
か
ぶ
点
数
。 

 
 
 
 

 
 

０
点
。 

０
点
、
０
点
。
全
員
、
見
事
に
「
０
」
の
数
字
。 

 

三
人
「
？
・
・
・
」 



千
尋
「
あ
の
さ
、
は
っ
き
り
言
っ
て
い
い
？
」 

  
 
 
 

 
 

三
人
、
ご
く
り
と
ツ
バ
を
飲
み
込
み
、
答
え
を
待
つ 

 

千
尋
「
・
・
１
０
０
点
！
」 

美
咲
「
嘘
や
あ
！
１
０
０
点
は
言
い
過
ぎ
や
ろ
」 

千
尋
「
１
０
０
点
！
１
０
０
点
満
点
！
」 

満
里
奈
「
そ
う
や
て
、
う
ち
ら
入
院
患
者
連
れ
出
し
て
病
院
脱
走
し
た
ん
や
よ
」 

ト
ミ
コ
「
満
里
奈
は
絶
対
０
点
や
よ
、
診
察
も
拒
否
し
た
ん
や
し
」 

満
里
奈
「
な
ん
で
、
私
だ
け
な
ん
よ
お
。
う
が
ー
」 

  
 
 
 

 
 

な
ど
と
ま
た
じ
ゃ
れ
合
う
三
人
。 

 

千
尋
の
独
白
「
１
０
０
点
と
思
っ
た
か
ら
１
０
０
点
。
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
た
。
メ
ガ
ネ
の
向
こ
う
に

映
る
点
数
と
は
違
う
。
だ
け
ど
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
た
。」 

 
 
 
 

 
 
 

美
咲
「
ね
え
、
１
０
０
っ
て
英
語
で
何
て
言
う
の
？
」 

ト
ミ
コ
「
え
、
ヒ
ャ
ク
は
ヒ
ャ
ク
っ
て
英
語
や
な
い
の
！
？
」 

満
里
奈
「
ヒ
ャ
ク
は
日
本
語
や
な
い
の
？
」 

ト
ミ
コ
「
う
そ
お
！
英
語
や
ろ
！
？
」 

美
咲
「
や
め
て
よ
、
ア
ホ
丸
出
し
の
会
話
」 

千
尋
「
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
」 

三
人
「
え
」 

千
尋
「
英
語
だ
と
１
０
０
は
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
」 

ト
ミ
コ
「
や
ろ
、
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
や
ろ
！
」 

美
咲
「
絶
対
知
ら
ん
か
っ
た
く
せ
に
〜
」 

  
 
 
 

 
 
 

ト
ミ
コ
た
ち
、
ま
た
じ
ゃ
れ
あ
う
。 

 
 
 
 

 
 
 

空
を
見
上
げ
た
美
咲
た
ち
。 

 
 
 
 

 
 
 

そ
れ
に
釣
ら
れ
て
、
見
上
げ
る
千
尋
。 

 

千
尋
の
独
白
「
笑
っ
て
い
る
美
咲
達
。
そ
の
向
こ
う
に
広
が
る
青
い
空
。（
ゆ
っ
く
り
上
を
見
て
い
く
）

久
し
ぶ
り
に
ち
ゃ
ん
と
空
を
見
た
。
空
を
見
上
げ
た
の
は
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
。
机
に
向

か
い
、
下
を
向
い
た
生
活
ば
か
り
の
私
に
と
っ
て
、
そ
の
空
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
く

感
じ
た
。
そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
色
ん
な
話
を
し
た
。
西
の
空
が
赤
く
染
ま
っ
て
行
く
ま

で
と
に
か
く
色
ん
な
話
を
し
た
。
」 



 
 
 
 

 
 

少
し
照
明
が
変
わ
る
。
日
が
沈
み
か
け
、
夕
焼
け
っ
ぽ
く 

 
満
里
奈
「
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
う
ち
ら
は
行
き
ま
す
か
、
一
足
先
に
さ
」 

  
 
 
 

 
 

美
咲
達
、
う
ん
、
と
言
っ
て
、
楽
器
や
鞄
を
抱
え
た
り
す
る
。 

 

美
咲
「
一
緒
に
羽
ば
た
き
た
い
ん
や
わ
、
チ
ー
。」 

千
尋
「
あ
ん
ま
無
理
し
な
い
よ
う
に
」 

満
里
奈
「
無
理
せ
ん
と
飛
べ
へ
ん
か
ら
、
う
ち
ら
は
（
と
急
に
真
剣
な
ま
な
ざ
し
）」 

千
尋
「
・
・
・
・
」 

満
里
奈
「
と
か
言
っ
て
！
（
と
、
お
ち
ゃ
ら
け
る
）」 

  
 
 
 

 
 

「
な
ん
や
、
そ
れ
、
く
さ
っ
く
さ
や
よ
、
そ
の
台
詞
」 

 
 
 
 

 
 

「
そ
う
や
て
、
千
尋
に
は
叶
わ
ん
て
。
１
０
メ
ー
ト
ル
の
ハ
ネ
生
え
と
る
で
」
な
ど
と

は
や
し
立
て
て
笑
う
。 

 
 
 
 

 
 
 

千
尋
も
笑
う
。 

 

千
尋
の
独
白
「
美
咲
は
、
久
し
ぶ
り
に
私
が
笑
う
と
こ
ろ
を
見
た
と
言
っ
た
。
私
は
そ
う
聞
い
て
、
顔

が
赤
く
な
っ
た
。
美
咲
た
ち
は
一
足
先
に
東
京
へ
旅
立
ち
、
私
は
病
院
に
戻
っ
た
。
病

院
の
先
生
た
ち
の
中
に
は
、
何
て
事
し
て
く
れ
た
ん
だ
と
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
る
先
生

や
、
困
っ
た
も
ん
だ
ね
え
、
と
呆
れ
る
先
生
も
い
た
。
父
は
相
変
わ
ら
ず
土
下
座
を
し

て
い
た
。
そ
し
て
私
は
、
試
験
前
日
、
よ
う
や
く
退
院
を
迎
え
る
事
に
な
っ
た
。
」 

 

シ
ー
ン
２
５ 

病
院
（
ま
た
別
の
日
） 

 
 
 
 

 
 
 

入
院
中
の
服
で
は
な
く
、
制
服
姿
に
戻
っ
て
い
る
千
尋
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

※
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
間
に
着
替
え
て
る
、 

 
 
 
 

 
 
 

入
院
中
の
荷
物
な
ど
を
持
っ
て
い
る
父
と
夏
子
。 

 
 
 
 

 
 
 

そ
の
千
尋
た
ち
と
対
面
し
て
い
る
病
院
側
の
人
た
ち
。 

 

看
護
師
５
「
ま
、
何
は
と
も
あ
れ
、
退
院
お
め
で
と
う
」 

  
 
 
 

 
 
 

な
ど
と
千
尋
に
花
束
を
渡
す
。
拍
手
を
し
て
見
送
る
看
護
師
た
ち
。 

 
 
 
 

 
 
 

ク
ビ
に
ギ
プ
ス
の
鮫
島
た
ち
は
ム
ス
ッ
と
し
て
る
。 

 

五
郎
「
こ
の
度
は
ホ
ン
ッ
ト
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
し
た
。」 

鮫
島
女
医
「
ホ
ン
ッ
ト
大
迷
惑
で
し
た
。
」 



大
坪
看
護
師
「
次
も
し
あ
あ
い
う
不
祥
事
起
こ
し
た
ら
」 

鮫
島
女
医
「
こ
の
人
お
嫁
に
も
ら
っ
て
も
ら
い
ま
す
か
ら
」 

大
坪
看
護
師
「
ふ
つ
つ
か
も
の
で
す
が
。
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
！
」 

キ
ム
「
千
尋
さ
ん
、
お
元
気
で
。
試
験
、
頑
張
て
く
だ
さ
い
（
と
手
紙
を
渡
す
）
」 

千
尋
「
？
」 

キ
ム
「
あ
、
そ
れ
。
後
で
読
む
し
て
く
だ
さ
い
。
恥
ず
か
し
い
の
で
」 

欽
次
「
あ
れ
、
キ
ム
さ
ん
！
な
に
い
、
俺
出
し
抜
い
て
ラ
ブ
レ
タ
ー
！
？
ち
ょ
っ
と
お
！
」 

  
 
 
 

 
 

な
ど
と
つ
っ
か
か
る
が
、
「
そ
ん
な
じ
ゃ
な
い
で
す
」
と
対
抗
。
じ
ゃ
れ
あ
う
。 

 

千
尋
「
じ
ゃ
、
行
き
ま
す
」 

  
 
 
 

 
 

荷
物
を
持
ち
上
げ
る
千
尋
。 

 

欽
次
「
（
千
尋
に
）
試
験
終
わ
っ
た
ら
デ
ー
ト
の
約
束
し
た
で
な
！
忘
れ
た
あ
か
ん
よ
！
」 

 
 
 
 

 
 

千
尋
、
手
を
あ
げ
る
。 

 
 
 
 

 
 

ゆ
っ
く
り
と
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
い
う
電
車
の
音
（
Ｓ
Ｅ
）
が
高
ま
っ
て
い
く
と
、
同
時

に
照
明
が
電
車
内
の
照
明
へ
。
（
動
く
風
景
） 

 

シ
ー
ン
２
６ 

電
車
の
中
。 

 
 
 
 

 
 
 

依
然
、
続
く
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
電
車
音
。
長
椅
子
が
何
個
も
並
べ
ら
れ
、
電
車
の
中

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ス
の
配
置
。 

 
 
 
 

 
 
 

何
人
か
乗
客
が
乗
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

そ
の
中
に
、
座
席
に
座
っ
て
い
る
千
尋
の
み
、
ス
ポ
ッ
ト
。 

 

千
尋
の
独
白
「
風
景
が
動
い
て
い
く
。
最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
し
て
だ
ん
だ
ん
そ
の
景
色
は
早
く
動

き
出
す
。
田
舎
の
ス
ピ
ー
ド
か
ら
、
都
会
の
ス
ピ
ー
ド
へ
。
ス
ラ
イ
ド
す
る
景
色
と
と

も
に
私
の
心
も
ス
ラ
イ
ド
し
て
い
っ
た
。
」 

  
 
 
 

 
 
 

ふ
と
、
去
り
際
に
渡
さ
れ
た
キ
ム
の
手
紙
を
思
い
出
し
、
中
身
を
見
る 

 

千
尋
「
（
手
紙
を
見
な
が
ら
）
う
わ
ー
。
へ
た
く
そ
な
字
。」 

   

シ
ー
ン
２
７ 

回
想 

別
の
場
所
・
ス
ポ
ッ
ト
・
手
紙
の
文
面
。 

キ
ム
「
へ
た
く
そ
な
日
本
語
ご
め
ん
な
さ
い
。
け
ど
泣
き
そ
う
だ
た
の
で
、
手
紙
に
し
ま
し
た
。
千
尋



さ
ん
、
短
い
間
で
し
た
が
、
色
々
教
え
る
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
は
、
私
、

好
き
な
人
に
告
白
し
ま
し
た
。
名
前
は
、
美
智
子
さ
ん
と
言
い
ま
す
。
千
尋
さ
ん
に
ど
こ
か
似

て
い
ま
す
。
優
し
く
て
、
強
く
て
、
か
っ
こ
い
い
で
す
。
て
も
フ
ラ
れ
ま
し
た
。
け
ち
ょ
ん
け

ち
ょ
ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
ボ
ロ
カ
ス
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
私
、
元
気
で
す
。
千
尋
さ
ん
、

言
い
ま
し
た
。
本
当
に
好
き
な
ら
点
数
関
係
な
い
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
点
数

関
係
な
い
。
ず
っ
と
忘
れ
な
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
。
」 

  
 
 
 

 
 
 

そ
の
手
紙
を
読
み
お
わ
る
と
、
千
尋
、
泣
き
そ
う
に
な
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

声
を
殺
し
て
泣
く
。
電
車
は
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
。
暗
転
。 

 
 
 
 

 
 
 

ダ
ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
、
と
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
電
車
の
音
が
響
く 

 

シ
ー
ン
２
８ 

大
学
・
校
門 

 
 
 
 

 
 
 

「
○
●
大
学
受
験
会
場
」
と
書
か
れ
た
立
て
看
板
。
そ
の
中
に
、
受
験
生
た
ち
は
入

っ
て
い
く
。
そ
の
中
に
入
る
千
尋 

声
（
試
験
監
督
）
「
え
ー
、
受
験
番
号
順
に
席
に
座
っ
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

シ
ー
ン
２
９ 

同
・
教
室
内 

 
 
 
 

 
 
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
よ
う
に
、
き
ち
っ
と
配
置
さ
れ
た
机
。 

 
 
 
 

 
 
 

生
徒
た
ち
が
す
で
に
座
っ
て
い
る
。
空
席
が
ひ
と
つ
。
そ
れ
は
千
尋
の
席
。
や
っ
て

く
る
千
尋
、
机
に
座
り
、
テ
ス
ト
の
準
備
を
す
る
。
プ
ル
ル
ル
。 

 
 
 
 

 
 
 

五
郎
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
千
尋
。 

 

千
尋
「
も
し
も
し
。
」 

五
郎
「
あ
れ
、
千
尋
出
た
！
？
何
で
や
、
あ
れ
！
？
」 

千
尋
「
そ
っ
ち
が
電
話
し
て
き
た
ん
で
し
ょ
！
」 

五
郎
「
ま
さ
か
出
る
と
思
わ
ん
か
っ
た
で
さ
。
ほ
ん
で
留
守
電
に
入
れ
よ
う
と
思
っ
と
っ
た
ん
や
け
ど
。

あ
れ
、
な
ん
や
ね
、
ま
だ
試
験
会
場
や
な
い
ん
か
ね
？
」 

千
尋
「
（
周
り
を
気
に
し
て
、
少
し
離
れ
た
場
所
へ
）
試
験
会
場
だ
よ
。
何
、
用
件
あ
る
な
ら
早
く
し

て
」 

五
郎
「
い
や
、
実
は
な
、
満
里
奈
ち
ゃ
ん
の
ノ
ド
の
腫
瘍
の
件
な
ん
や
け
ど
。」 

千
尋
「
え
、
結
果
出
た
の
！
？
」 

五
郎
「
お
う
、
出
た
出
た
」 

千
尋
「
で
？
」 

五
郎
「
い
や
、
あ
れ
な
あ
、
悪
性
や
な
い
ん
や
と
」 

千
尋
「
ホ
ン
ト
！
？
」 

五
郎
「
嘘
や
な
い
て
、
ユ
ー
ヤ
く
ん
が
教
え
て
く
れ
た
で
。
た
だ
の
ポ
リ
ー
プ
や
と
。
炎
症
あ
る
け
ど
、



摘
出
す
れ
ば
大
丈
夫
や
と
さ
」 

千
尋
「
よ
か
っ
た
ー
」 

五
郎
「
あ
、
そ
れ
か
ら
も
っ
と
す
ご
い
事
あ
っ
た
ん
や
け
ど
。
ま
だ
話
し
と
っ
て
大
丈
夫
か
？
」 

千
尋
「
何
？
（
時
計
を
見
て
）
あ
と
ち
ょ
っ
と
な
ら
」 

五
郎
「
ち
ょ
っ
と
美
咲
ち
ゃ
ん
に
代
わ
る
わ
。
」 

美
咲
「
（
興
奮
気
味
に
）
も
し
も
し
千
尋
！
ハ
ネ
生
や
し
と
る
か
ね
！
？
」 

千
尋
「
美
咲
？ 

超
テ
ン
シ
ョ
ン
高
い
ん
だ
け
ど
」 

美
咲
「
何
で
こ
ん
な
テ
ン
シ
ョ
ン
高
い
か
わ
か
る
！
？
あ
の
ね
え
、
う
ち
ら
が
受
け
た
最
終
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
あ
っ
た
や
ろ
！
」 

千
尋
「
え
、
い
い
と
こ
ま
で
行
っ
た
の
」 

美
咲
「
え
え
と
こ
ま
で
や
な
い
て
。
せ
ー
の
」 

美
咲
・
ト
ミ
コ
・
満
里
奈
「
優
勝
し
た
ん
や
て
！
」 

千
尋
「
嘘
！
？
（
と
思
わ
ず
大
声
が
出
て
、
周
り
を
気
に
す
る
）」 

美
咲
「
嘘
や
な
い
て
！
し
か
も
、
も
う
す
ぐ
ラ
ジ
オ
で
う
ち
ら
の
曲
、
全
国
に
流
れ
て
ま
う
で
！
も
う

ど
ー
し
よ
う
か
と
思
っ
て
！
ど
ー
し
た
ら
え
え
！
？
ね
え
、
す
ご
く
な
い
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

電
話
ご
し
で
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
う
る
さ
い
。 

 

美
咲
「
ラ
ジ
オ
聞
け
へ
ん
と
思
う
で
脳
内
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
聞
い
と
い
て
。
後
で
Ｃ
Ｄ
送
る
で
」 

千
尋
「
あ
り
が
と
。
あ
、
じ
ゃ
あ
私
も
後
で
さ
」 

美
咲
「
な
に
い
？
」 

千
尋
「
後
で
携
帯
番
号
教
え
る
」 

美
咲
「
・
・
（
笑
っ
て
）
よ
ろ
し
く
」 

五
郎
「
（
電
話
代
わ
っ
て
）
ま
、
と
い
う
わ
け
や
で
、
今
う
ち
に
や
か
ま
し
い
の
が
勢
揃
い
し
て
お
祝

い
パ
ー
テ
ィ
ー
や
っ
と
る
わ
」 

ト
ミ
コ
「
待
っ
と
れ
よ
！
富
士
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

イ
エ
ー
イ
！
な
ど
と
電
話
ご
し
で
聞
こ
え
る
騒
が
し
い
声 

 

五
郎
「
う
る
せ
ー
て
！
千
尋
の
声
聞
こ
え
へ
ん
や
ろ
！
あ
、
こ
ら
、
そ
ん
な
す
ぐ
食
っ
た
ら
あ
か
ん
て
、

そ
の
肉
高
い
で
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

五
郎
が
、
料
理
を
ガ
ツ
ガ
ツ
食
い
ま
く
る
美
咲
た
ち
を
阻
止
。
三
馬
鹿
ト
リ
オ
と

じ
ゃ
れ
あ
う
五
郎
。 

 

夏
子
「
（
電
話
に
割
り
込
ん
で
）
も
し
も
し
、
ま
、
そ
ー
ゆ
ー
わ
け
で
貧
乏
が
奮
発
し
と
る
で
。
し
っ



か
り
モ
ト
と
っ
た
っ
て
。
残
る
は
、
あ
ん
た
の
試
験
だ
け
や
で
。」 

五
郎
「
そ
う
や
て
、
千
尋
の
実
力
、
見
せ
つ
け
た
り
ゃ
ー
え
え
で
！
」 

三
人
「
よ
！
点
取
り
少
女
！
」 

千
尋
「
・
・
・
実
力
、
か
・
・
」 

五
郎
「
え
、
何
？
も
し
も
し
な
ん
や
っ
て
！
？
も
し
も
ー
し
」 

千
尋
「
・
・
父
さ
ん
・
・
」 

五
郎
「
何
や
、
急
に
蚊
の
な
く
よ
う
な
声
出
し
て
。
な
ん
や
、
さ
す
が
の
千
尋
先
生
も
試
験
前
で
緊
張

し
と
る
ん
か
ね
。」 

千
尋
「
・
・
頑
張
る
」 

五
郎
「
何
や
、
い
き
な
り
。
」 

千
尋
「
ホ
ン
ト
私
、
頑
張
る
か
ら
」 

五
郎
「
あ
の
な
あ
、
頑
張
る
の
は
」 

千
尋
「
当
た
り
前
」 

五
郎
「
わ
か
っ
と
る
や
な
い
か
」 

千
尋
「
う
ん
」 

五
郎
「
お
前
の
実
力
や
っ
た
ら
大
丈
夫
や
て
。
」 

千
尋
「
父
さ
ん
」 

五
郎
「
な
ん
や
ね
、
い
ち
い
ち
」 

千
尋
「
も
し
・
・
私
、
落
ち
た
ら
さ
」 

五
郎
「
ア
ホ
か
！
何
言
っ
と
ん
の
や
て
！
受
け
て
も
お
ら
ん
の
に
落
ち
た
時
の
事
な
ん
か
考
と
っ
た
ら

あ
か
ん
て
！
死
ぬ
気
で
や
ら
な
！
死
ん
で
か
ら
言
わ
な
！
」 

千
尋
「
・
・
・
」 

五
郎
「
ま
、
と
か
言
っ
て
も
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
ん
の
が
人
生
や
で
ね
。
・
・
・
け
ど
、
も
う
す
で

に
満
点
や
で
。
」 

千
尋
「
え
」 

五
郎
「
私
に
言
わ
せ
り
ゃ
、
千
尋
も
夏
子
も
ど
っ
ち
も
百
点
満
点
の
子
や
で
。」 

夏
子
「
何
か
っ
こ
つ
け
と
る
ん
や
、
こ
の
お
っ
さ
ん
！
」 

声
（
ト
ミ
コ
）
「
き
し
ょ
い
わ
！
」 

五
郎
「
だ
か
ら
う
る
せ
ー
て
！
（
気
づ
く
と
欽
次
が
い
る
）
お
前
、
呼
ん
ど
ら
ん
け
ど
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

欽
次
を
追
い
か
け
、
電
話
の
向
こ
う
で
ま
た
一
悶
着
。 

 

千
尋
「
・
・
あ
り
が
と
」 

五
郎
「
ほ
ん
な
ら
、
ま
あ
あ
ん
ま
長
い
事
話
と
っ
て
も
あ
れ
や
ろ
う
で
。
切
る
ぞ
。」 

  
 
 
 

 
 
 
 

プ
ー
プ
ー
プ
ー
。 



 
 
 
 

 
 
 
 

五
郎
達
の
照
明
、
消
え
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

千
尋
だ
け
の
照
明
に
な
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

電
話
を
仕
舞
い
、
歩
き
出
す
千
尋
。
が
ふ
と
立
ち
止
ま
り 

 

千
尋
「
・
・
・
・
・
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

ゆ
っ
く
り
と
メ
ガ
ネ
を
外
し
、
見
つ
め
て
い
る
。 

 

試
験
官
「
そ
ろ
そ
ろ
始
め
ま
す
よ
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

メ
ガ
ネ
を
し
ま
う
千
尋
。
上
を
見
上
げ
、
大
き
く
息
を
吸
い
込
む
。
一
人
で
気
合

い
入
れ
る
。 

 

千
尋
「
よ
お
し
、
や
る
ぞ
お
お
お
お
お
お
お
お
！
」 

試
験
官
「
う
る
さ
い
！
」 

  
 
 
 

 
 
 
 

千
尋
、
思
わ
ず
顔
を
赤
ら
め
る
。
謝
り
な
が
ら
、
教
室
内
へ
。
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ

出
す
前
奏
。
と
、
満
里
奈
と
美
咲
の
ナ
レ
。 

 

美
咲
「
え
ー
、
ラ
ジ
オ
の
前
の
不
特
定
多
数
の
み
な
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。
ガ
ー
ル
ズ
バ
ン
ド
の
、」 

三
人
「
リ
ト
ル
バ
ー
ド
で
す
！
」 

ト
ミ
コ
「
え
っ
と
、
今
日
聞
い
て
も
ら
い
た
い
曲
は
、
う
ち
ら
の
親
友
の
た
め
に
作
っ
た
曲
で
す
。
」 

満
里
奈
「
そ
の
子
は
ホ
ン
ト
う
ち
ら
み
た
い
な
バ
カ
や
な
く
て
、
い
つ
も
高
得
点
た
た
き
出
せ
る
憧
れ

の
存
在
で
ー
」 

美
咲
「
そ
ん
な
彼
女
が
も
っ
と
も
っ
と
高
い
ス
テ
ー
ジ
に
行
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
作
り
ま
し
た
。」 

三
人
「
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ラ
イ
フ
！
」 

  
 
 
 

 
 
 

流
れ
出
す
ラ
ジ
オ
か
ら
の
音
楽
。 

 
 
 
 

 
 
 

試
験
会
場
で
試
験
を
受
け
て
い
る
千
尋
。 

遠
く
の
空
を
見
つ
め
る
。 

（
お
し
ま
い
） 

   


